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全ての歌を夢見る子供たち
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　竹岡美穂
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　初めて訪おとずれる学校に向かう、その途と中ちゆうのことだった。男子寮りようまでの道が分からないでいる僕ぼくは、あの時彼女が来てくれなかったら道に迷まよっていたかもしれない。


　道を教えてもらって、その別わかれ際ぎわに見せた彼女の笑え顔がおを、今でも僕は覚えてる。


〝クルーエルよ。同じ学校ならまた会うかもしれないね〟


　それが、始まりだった。




　序奏　『伝えられない、ということ』







　真っ黒い水を満たしたような、冷たく澱よどんだ空間だけがあった。


　どこまでも澄すんでいるのに何も見えず、ただ自分がそこに漂ただよっている。手を伸のばしても空くう虚きよな何かを摑つかむだけ。その何かも、摑んだそばから指の隙すき間まをくぐって逃にげていく。


　摑みたくても摑めない。何一つ触ふれることも、抱だきしめることもできない。そんな限かぎりなく不安で孤こ独どくな世界。


　身を隠かくす場所もない、不定の場所をただゆらゆらと漂う自分。


　その中で──


『クルーエル、何をそんなに悲しんでいるの』


　ただ一つ、自分の五感に伝わってくるのがその声だった。


「……わたし、こんな一人ぼっち嫌いやだよ」


　漂ったまま膝ひざを抱きかかえ、クルーエルは頭をそこにうずめた。
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　自分は、このよく分からない場所にいる。その一方で──


　病室でベッドに眠ねむる自分が、遥はるか真下に幽かすかに見えた。


　まるで自分の心と身体からだが切り離はなされたようだった。起き上がろうとしても手を伸ばそうとしても、呼よびかけに応こたえようとしてもそれができない。


　友人や医い者しやが見み舞まいに来て声をかけてくれるのも分かった。なのに、ここで自分がどれだけ声を上げても彼らにはまるで届とどかないのだ。


「……こんなのやだよ」


『そんなに落らく胆たんすることはない、わたしがいるから』


　わたし？　あなたは誰だれ？


『わたしはアマリリス、あなたの殻からの内側であなたを守る者』


　アマリリス、それがあなたの名前？


　でも、違ちがうの！


　わたしはみんなのところがいい。学校に帰りたいんだ。


『あなたがそれを望むのならばわたしはそれを叶かなえよう。全すべての願いを叶えてあげる。だけど、もう少しだけお待ちなさい』


　それは、なぜ。


『うんん、あなたが気にすることではないわ。わたしたちの周りを無ぶ様ざまにうろつく者たち、それを追い払はらうだけだから』


　……違うの。


　……そんなこと、しなくていい。


　なぜ伝わってくれないの。


　わたしは、わたしが望んでいるのは────




　一奏　『別れる、ということ』







　　　　１





　大陸辺へん境きようの地にありながら、生徒数千五百人を数える大だい規き模ぼな専せん門もん学校。それがトレミア・アカデミーである。


　名めい詠えい式しきと呼よばれる特とく殊しゆ技ぎ法ほうを学ぶための学園であり、そのための施し設せつや教育水すい準じゆんも大陸中央部の名門校に劣おとらない。辺境という欠点を逆ぎやくに活いかした広大な敷しき地ちには各校こう舎しやに加え、自然豊ゆたかな山林までもがそのままの姿すがたで残っている。


　その学園の舗ほ装そう路ろを、登校時間ぎりぎり、無数の生徒たちが慌あわただしく駆かけ抜ぬけていく。トレミア・アカデミーでは一年を通してお決まりの光景だ。


　その、数えきれぬほどの生徒による怒ど濤とうの行進の中で──


「ああっ、遅ち刻こく遅刻！」


　他ほかの生徒より一回り小こ柄がらな少年が、肩かたで息をしながら一年生校舎へと走っていく姿があった。


「あぁ……まずいかも」


　両手に黒の鞄かばんをぎゅっと抱だきかかえ、校舎の二階に続く階かい段だんをその生徒が一足飛びで駆け上がる。


　ネイト・イェレミーアス──二月ほど前、十三歳さいながら飛び級で学園の高等部ハイスクールに転入した少年だ。男子ながらまだ華きや奢しやな身体からだつきに、幼おさなさの残る中ちゆう性せい的てきな顔立ち。青とも黒とも区別のつかない深い夜空の色をした髪かみと瞳ひとみが、どこか神しん秘ぴ的な印象を与あたえている。


「遅刻遅刻、ケイト先生に怒おこられちゃう！」


　ちらっと確かく認にんした時刻は朝の八時半過すぎ。既すでに朝のホームルームが始まっている時刻だ。出席確認も今まさに行われている最さ中なかだろう。


　しんと静まりかえる廊ろう下か。生徒はおろか、教きよう師しが歩く姿もない。これはいよいよまずい、遅刻後の反省レポートも覚かく悟ごしなければ。


　足音を立てない限げん界かいの速さで廊下を渡わたり、自分の教室の前でネイトはぴたりと足を止めた。息を殺し、そっと扉とびらの窓まどから内部の様子を覗のぞき見る。


　……先生の機き嫌げんはどうかな。


　おそるおそる教きよう壇だんを見つめる。


「あれ、ケイト先生まだ来てないかも？」


　普ふ段だんの今いま頃ごろは、担たん任にんのケイト教師がとっくに教壇上で出席確認をしている時だ。けれど教室のどこにも女性教師の姿はないし、よくよく見れば教室のクラスメイトも席から離はなれて好き放題に雑ざつ談だん中ちゆう。


　これはもしかして──


「ふっふっふ、『お、ラッキー。センセまだ来てないぞ』……なんて考えてるでしょ？」


「ひゃっ！」


　突とつ然ぜん耳元でささやくように聞こえてきた声に、ネイトは反はん射しや的に全身を強こわ張ばらせた。


「あはは、そんなにびっくりしなくてもいいのに。あたしだよあたし」


　首根っこを捕つかまえられ、おそるおそる背はい後ごの相手へと振ふり返った。


　日焼けした肌はだに大きな琥こ珀はく色いろの瞳をした、悪戯いたずらっぽい笑え顔がおを浮うかべた小柄な少女。何のことはない、自分と同じ教室で学ぶクラスメイトだった。


「おはよ、ちび君」


「……驚おどろかさないでください、エイダさん」


　エイダ・ユン。年ねん齢れいは自分より三つ上の十六歳。祓名民ジルシエという特別な訓練を要する護ご衛えい職しよくに就つく一族の生まれながら、名詠の専せん修しゆう学校であるトレミア・アカデミーに進学したという変わった経けい歴れきの持ち主でもある。


「いや遅ち刻こくかと思って慌あわてて教室来てみれば、ちび君があんまり一いつ生しよう懸けん命めいに教室を覗き見してるようだからさ。ついからかいたくなっちゃって」


　……の、覗き見。


　なんかものすごく人聞きの悪い言葉のような。


「だけどちび君気をつけなよ？　覗き見は場所を間ま違ちがえると大変なことになるから。特に女の子が沢たく山さん集まるような場所では──」


「そんなことしませんてばっ！」


　顔を真っ赤にし、ネイトは勢いきおいよく顔を横に振った。


「いや、でもちび君なら女じよ装そうすれば案外いけるかも。声と容よう姿しは問題ないな。残り必要なのは自信と度ど胸きようか？」


　……エイダさんてば、真しん剣けんな表ひよう情じようで考えなくてもいいのに。


「とにかく、ケイト先生が来ないうちに教室入りませんか？」


「お、そうだったね。忘わすれてた」


　思いだしたようにエイダがぽんと手を叩たたく。遅刻常じよう習しゆう犯はんの彼女にとっては、こんな状じよう況きようはとっくに慣なれ親しんだものなのだ。


「……忘れちゃだめです」


　脱だつ力りよくしかけた肩に力をこめて鞄を持ち直す。


　音を立てて扉を開け、ネイトは教室内のクラスメイトを見回した。席から離れて雑談中の生徒もいるが、どうやら自分たち以外は全員既に登校していたらしい。


「あー、ネイト君やっと来た！　エイダも一いつ緒しよだったんだね」


　眺ながめていた教本を閉とじ、席に座すわる少女がにこやかな笑顔で手を振ってくる。愛らしい童顔に明るい金きん髪ぱつ、あどけない口調が特とく徴ちようのクラスメイト。それがこの少女、ミオ・レンティアだ。


「おはようございますミオさん」


「おはよー。で、ネイト君、さっそくだけどクルルはどうだった？　やっぱりまだ学校来られないって？」


「はい、まだ意い識しきが戻もどってなくて……もう少し時間がかかるそうです」


　ネイトがトレミア・アカデミーに来て一番初めに知り合って、一番長い時間を一緒に過ごしてきたクラスメイト。それがクルーエル・ソフィネットという少女だった。


　しかし彼女は今、高熱や頭ず痛つう、寒気など身体からだを襲おそう原げん因いん不明の症しよう状じようによって意識を失った状じよう態たいが続いている。


「って、あれ？　なんで僕が医い務む室しつに寄よってきたこと知ってるんですか」


「えへへ、だってネイト君が遅刻するなんて理由それくらいしかないからね」


　変わらぬ笑顔のままミオが席から立ち上がった。


　彼女の年齢は十六歳。ネイトがトレミアの男子寮りように入った当日から知り合いになった生徒で、普段から特に仲の良いクラスメイトの一人だ。


「……それにしても、やっぱりクルル良くならないんだ」


「ええ。今のところ」


　クルーエルが意識を失ってから既すでに一週間以上が経けい過か。ネイトも毎日早朝と放課後に医務室へ通っているが、彼女の容よう態だいはまるで回かい復ふくする兆きざしが見えていなかった。


　原因不明、彼女を看かん護ごする医い師しからはそう聞かされている。治ち療りよう方法も分からないと。


「……クルーエルさん、いつ目を覚ましてくれるのかな」


　そしてそれは、クルーエルの名めい詠えい式しきと何か関係があるのかもしれない。他ほかならぬ彼女自身から、ネイトはそれを秘ひ密みつ裏りに聞かされていた。


「昏こん睡すい状態のままだからご飯だって食べてないし。とにかくこのままだと、クルーエルさんの身体からだもどんどん弱っていく一方ですよね」


「そうだね。とにかくクルルが目を覚ますことが大切だとあたしも思う。とにかく起きてご飯しっかり食べてもらわないとね」


　しばし天てん井じようをぼんやり見つめた後、ミオがぱっと表情を明るくした。


「もういっそのこと、無理やり起こしてみる？　問答無用で揺ゆすってみたりとかして」


「い、いやさすがにそれは可か哀わい想そうです」


「じゃあさ、クルル甘あまいの好きだし、寝ねてる傍そばにプリンを山やま盛もり置いて甘い匂においで誘さそうってのはどう？　目、覚ますかもしれないよ」


「……えっと、どうと言われても」


　言葉に迷まよったネイトが口を開けるその前に。


「ちょっと待った、そいつは聞きき捨ずてならないね！」


　途と端たん、猛もう然ぜんと走り寄よってくる女子生徒がいた。艶つややかな黒くろ髪かみにすらりと伸のびた長身の少女、サージェスだ。


「ち、違うんですサージェスさん！　今のはミオさんの冗じよう談だんで──」


「キミタチ、そんな楽しそうな話題にあたしを交まぜないとはどういうこと！」


　目をキラキラさせ、満面の笑えみを浮うかべる彼女。


「あ、あれ？」


　ネイトが呆あつ気けにとられているその隙すきに。


「あのねサージェス、どうやれば起きるかなって考えてたの」


「ほうほう。それならこの際さい、くすぐってみるとか？　あの子くすぐったいの苦手だったから効ききそうだし」


「あーいいね」


　あ、あれ。あれれ。


　真しん剣けんな表ひよう情じようでとんでもない内ない容ようを議ぎ論ろんするミオとサージェスの周りに、なぜかクラスメイトたちが次々と。


「あ……あのですね、みなさん……クルーエルさんは病気で寝ねこんでて……ゆっくり休ませてあげないとですね……って、聞いてくれてます？」


　必死に声を上げて主しゆ張ちようしたものの。


「みんなで歌でも歌ってみようか、クラス全員で大合唱」


「いやいや生ぬるい。運動部の男連中から暑苦しそうなのを見み繕つくろってきて集しゆう団だんでお見み舞まいさせるとかどう？　あ、でもこれじゃクルーエル逆ぎやくに失神するか」


　……ケイト先生、お願いだから早く来て。


　なんだか、クルーエルさんがすごく怖こわい目に遭あいそうです。





　　　　２





　地図、学がく術じゆつ書しよ、伝記、小説。地下から地上五階まで、見み渡わたす限かぎりが書物で埋うずめられた室内。地上五階まで続く階かい段だんを、分ぶ厚あつい本を数すう冊さつ抱かかえたままネイトは上のぼっていった。


「大きすぎるのも問題だよね、どこに何の本があるか分からないもの」


　トレミア・アカデミーでも一ひと際きわ巨きよ大だいな建物の一つ、図書管かん理り棟とう。


　そびえ立つように視し界かいを埋める数多あまたの本ほん棚だな、薄うす紙がみ一いち枚まいすら入る余よ地ちのないほど整然と陳ちん列れつされた種々の本。近づくだけで古書特有の匂いが漂ただよってくる。


「……薬……病びよう原げん菌きん……対たい策さく」


　背せ表びよう紙しを指でなぞり確かく認にんし、それと思おぼしきものを引き抜ぬいては小こ脇わきに抱える。それを続けること半はん刻とき、両手に抱えきれぬほどの本の山をどうにか支ささえ、ネイトはふらふらと最も寄よりのテーブルへと歩いていった。


「ええと」


　積み上げた本の山から一冊を手元に。続いて鞄かばんから付ふ箋せんを取り出し、開いた頁ページの主要な部分に貼はりつけていく。周囲の生徒から奇き異いの目で見られるも、それに気づかないほど一いつ心しん不ふ乱らんに作業を続け──


「ネイト君、少しは休んだ方がいいよ？」


　不意に、ひょっこりと顔なじみの女子生徒が横から顔を覗のぞきこんできた。


「あれ、ミオさん？」


「えへへ。あたしもたまたま調べたいことがあったから図書館来たの。そしたらネイト君が上の階で何か探さがしてそうだったから」


　言われてみればミオは元々本の虫。そんな彼女が図書管理棟にいることは何ら不自然なことではない。


「何の本探してたの？　なになに、病気？　体調異い常じよう？　クルルの？」


「はい、今クルーエルさんはティンカさんが看みてくれてますけど、その間何かしてないと僕ぼくの方が頭一いつ杯ぱいになっちゃいそうで。それに」


　そう前置きし、ネイトはぼそぼそと。


「……何としてでも、『黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプで電気ショック療りよう法ほう』が可か決けつされる前にクルーエルさんに目を覚ましてもらわないと」


「えー？　あれ冗談だって冗談、みんな分かって言ってるから平気だよ」


「本当ですかぁ？」


「うんうん」


　のほほんとした笑え顔がおでミオは。


「不ふ謹きん慎しんかもしれないけどね、あんなこと言ってれば『何考えてるの、そんなのやめてっ！』ってクルルが怒ど鳴なって起きてくる気がしたの」


　それはきっと、目を覚まさないクルーエルへの不安から来る裏うら返がえしの反はん応のうなのだろう。


　だからこそネイトも、それ以上追つい及きゆうせずに頷うなずいた。


「そういえば、ミオさんが調べたいことって？」


「うん、あたしはこっち」


　ミオが指さすテーブルに、自分の物と同じくらい高く積み上がった本の山。


「薬やく剤ざい系けいの辞典に、病気の治ち療りよう法の本？　あれ、これってさっきまで僕が探してた本です！」


　けれど、結局見つけられなかった。自分より先に誰だれかが借りてて空になっていたからだ。じゃあ、僕より先にこの本を探してたのは。


「そそ、何だかんだで考えることは同じなんだよ。クルル早く治ってほしいもんね」


　人なつこい無む邪じや気きな笑顔でミオは微笑ほほえんだ。


「ネイト君もどうせこの本、気になってたんでしょ。一いつ緒しよに見よっか？」
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　トレミア・アカデミー総そう務む棟とう、一階医い務む室しつ。


　清せい潔けつ感ある白で統とう一いつされた壁かべに、光こう沢たくあるワックスが丁てい寧ねいに塗ぬられた木板造の床フローリング。箒ほうきで丁寧に掃そう除じがなされ、埃ほこり一つ見当たらない。壁かべ沿ぞいには人の身長を上回る巨大な棚たながいくつも配置され、種々の薬品が所ところ狭せましと並ならべられている。


　その部屋に、一人の女じよ性せい医い師しが落ちついた様子で佇たたずんでいた。


　ティンカ・イレイソン。白銀しろがね色の髪かみに瑠璃色ラピスラズリの双そう眸ぼう、白のブラウスを着た鮮あざやかな印象の女性だ。正式な医師としての免めん許きよを持っており、トレミアの正式な職しよく員いんではないものの、自主的に学園の医務室に留とどまっている。


「新しい学園だけあって医務室が綺き麗れいで広いのは素す敵てきね」


　テーブル脇の椅い子すに腰こし掛かけ、ティンカは湯気の残るティーカップをテーブルに置いた。


　医務室内のベッド数は組立て式の簡かん易いベッドを含ふくめて十。千五百人強という生徒総そう数すうからすれば少ないかとも思ったが、医務室のベッドが足りないという現げん象しようはこの学園が創そう立りつしてから一度も起きていないと聞いている。


　現に、今ベッドを使用している生徒は一人。


「……でも、その一人が大変なのだけれど」


　薄うすい布ぬの製せいの間仕切りパーテイシヨンで区切られた状じよう態たいでベッドが並ぶ。その中で、一番奥おくのベッドの間仕切りパーテイシヨンだけが今も閉しめられたままだった。


「失礼、開けますよ」


　シャッと音を立てて布幕を開ける。白の患かん者じや服を着せられたまま、微かすかな寝ね息いきも立てずに昏こん々こんと寝入る少女がそこにいた。室内の照明に映はえる緋ひ色いろの髪をした、ほっそりとした長身の女子生徒。


　クルーエル・ソフィネット──学園の高等部ハイスクールに今年入学したての一年生で、名めい詠えい式しきの修しゆう得とく年数は中等部ミドルスクールからの三年間と聞いている。


　自分が望む物を心に描えがき、自分の下もとへと招まねき寄よせる転てん送そう術じゆつ、それが名詠式。その術式の過か程ていで、詠よび出す対象の名前を賛さん美びし詠うたうことから名詠式という名がついたとされる。


『Keinez赤』・『Ruguz青』・『Surisuz黄』・『Beorc緑』・『Arzus白』。名詠式はこれら五色の音色から成り立ち、それと同色のものを詠び出すことが可か能のうとなる。クルーエルの専せん攻こうもまた、その五色の音色の一つである『Keinez赤』だ。


　学内での紙上試験ペーパーテストにおけるクルーエルの順位は、一年生の中でも決して高い方ではない。辺へん境きようの名詠学校の、平へい均きん的な一年生である少女。


　最初は誰もがそう思っていた。けれど──





〝Isa siaさあ起きて clue-l-sophie pheno緋色の子供たち〟





　一度名詠に使った触媒カタリストは再さい利り用ようが不可能に近い──後罪クライムによって固かたく施せ錠じようされた名詠門チヤネルを〈讃来歌オラトリオ〉と共に解放し。





〝Hir qusi『clue』lemenet feo微風に浮遊〈ただよ〉い積もる fulleftia sm jes gluei I真緋の欠片〟





〝melodia fo Hio,彼方へと紡ぐ詠 O ect ti hear Yem『sophit』わたしの想い重ねて演れ〟





　赤の真しん精せい、数ある名詠生物の中でも最も幻げん性せい度どの高い黎明の神鳥フエニツクスを意のままに詠び招く。名詠を学ぶ学生という範はん疇ちゆうを超こえ、世界中の名詠士の中でも異い彩さいを放つその力。


「……まるで、その力の代だい償しようでもあるかのようね」


　少女から体温計を取り出し、ティンカは洩もれかけた嘆たん息そくを胸むねの奥おくへと押おし戻もどした。


　ここ数日、クルーエルが昏こん睡すいに陥おちいってからまるで下がる様子を見せない高熱。本人は頭ず痛つうと寒気も訴うつたえていたが、それもおそらくはまだ続いているだろう。


　彼女特有の、原げん因いん不明の病びよう状じよう。


　そして彼女特有の、特とく異いなる名詠。


　あまりに発はつ現げんの時期が重なりすぎている。この二つに関係性がないとは思えない。そう、それが一週間ほど前に自分が出した推すい測そくだった。そして──


〝シャオが言ってたんだけどさ。あたしの理り解かいが正せい確かくかどうかは分からないけど、クルーエルは自分の心の中に真精を詠んでしまってるらしい〟


　彼女に眠ねむる秘ひ密みつ、それはあまりに唐とう突とつに明るみに現あらわれた。エイダが遭そう遇ぐうしたシャオという人物が告げる、クルーエルの名詠の根こん源げん。


〝その真精とクルーエルが喧けん嘩か……ていうのかな、真精は名詠者に従したがうはずなのに、とにかくクルーエルの意い識しきと衝しよう突とつしてるらしいんだ。今のクルーエルの体調不良はそれが原因らしくてさ〟


　この世界に認められている五色の名詠。そのどれにも属ぞくさないのがネイトの扱あつかう夜よる色いろ名詠だと聞いていた。だがその中で突とつ如じよ、夜色名詠と対ついになるという空くう白はく名詠の存そん在ざいが浮ふ上じようしてきた。


「そしてその真精がアマリリスという名前、か……」


　クルーエルはその真精アマリリスを自らの心の内に詠よび、そしてそれが反発を起こしているという。クルーエルと真精、その衝突が続けば続くほど彼女自身の身体からだに反動として返ってくる。


　彼女の心の問題。それは単たん純じゆんな精せい神しん面での問題だけではない。名詠式の、いまだ解かい明めいしえぬ深しん奥おうと絡からみ合う神しん秘ぴなのだから。


「……クルーエル、とても孤こ独どくな場所であなたは苦しんでいるのね」


　どんな人間だって、彼女の心の中を覗のぞくことなんかできやしない。誰一人救いの手を差しのべることのできない遠い場所で、彼女は独ひとりぼっちで苦く痛つうと闘たたかっているのだろう。


　──だが、そんな事実を誰に告げられるというのだ？


　医い師しの資し格かくを持つ自分も、名詠士の資格を持つこの学校の教きよう師しも、彼女の容よう態だいにはただ手をこまねいているしかなかった。少なくとも現げん状じようにおいては、日に日に衰すい弱じやくしていく彼女を見守るので精せい一いつ杯ぱい。


　けれど彼女のクラスメイトは、そんな事実など知りもしない。クルーエルはすぐに良くなると信じきっている。彼らにそんな残ざん酷こくな事実を明かすことが、果たして正しいことなのだろうか。


「いったい、どうすればいいのかしら」


　今も迷まよったまま、ティンカはまだ誰にも告げられずにいた。


　苦い息を吐はく。と、それに重なるタイミングで。


「おーいティンカ、入っていい？」


　医い務む室しつの扉とびらが開き、赤しやく銅どう色いろに日焼けしたボーイッシュな少女がひょこっと顔を覗かせた。


　エイダ・ユン。自分と昔から顔なじみの少女だ。


「ええ、ですがなるべく静かにね」


「わーかってるって」


　クルーエルの見み舞まいかとも思ったが、エイダは奥のベッドに近づかず、ただきょろきょろと医務室の中を見回すばかり。


「どうかしましたか」


「んと、ちび君いないかなって。放課後すぐどっか行ったみたいだったから、てっきり医務室かと思ってたんだけど」


「ネイト君は今日はまだ来てませんね」


　そう、それはティンカからしてみても珍めずらしいことだった。普ふ段だんの彼なら放課後の鐘かねが鳴り終わる前にやってくるのに。


「んーそっか。ならあとちょっとだけ待ってようかな」


「何か伝えることでも？」


　すると、足あし下もとの床ゆかを睨にらみつけるようにうつむいた状じよう態たいで、エイダは悲しみを押し殺すように訊いてきた。


「……ねえティンカ。クルーエル、あとどれくらい保もつ？」


　──やっぱり、気になるのね。


　クルーエルの身体の異い常じようには彼女の名めい詠えいが関係する。しかし具体的にその内容まで知っているのは、学生の中ではエイダだけだった。


「どれだけとは？」


「ティンカが思ってるそのままを聞きたいんだ。昏こん睡すいが続いて、時々目を覚ますけどそれは高熱と頭痛のせい、それが続いてまた昏睡。ちび君や他のクラスメイトには言ってないけど、クルーエルは前からまるで良くなってないんだろ」


「……ええ、残念ながら」


　エイダの顔を見ることもできぬままティンカは首しゆ肯こうした。


「正直今の段だん階かいだって、彼女がかろうじて命を取とり留とめているのがふしぎなくらい。でも、それすらもう限げん界かいに近いのは確かく実じつです。……保ってあと一週間」


　いや、これすら楽観的な数すう値ちなのだろう。実じつ際さいに彼女の心と命をつなぐ糸がいつ切れたとしても、何らおかしくない。


「症しよう状じようの進行によっては、実際はもっと短いかもしれません」


「……そっか」


　うつむいていた姿し勢せいから一転、ぼんやりと天てん井じようを見つめるエイダ。


「あたし、ちび君に最後まで隠かくし通せるかな」


「辛つらいですね」


　クルーエルが明日にでも回かい復ふくすることを頑かたくなに信じる彼。クラスメイトの大半も似にたようなものだろう。その姿すがたを見るのが辛いのはティンカとて百も承しよう知ちだった。生きる希望を信じている者に事実を伝えるかどうか、医者が抱かかえる不ふ可か避ひのジレンマだ。


「なあティンカ、こんな学校の医務室じゃなくてさ、もっと専せん門もん的な医い療りよう機関に運んで治ち療りよう受ければ何とかならないかな」


「無む駄だでしょうね。わたくしが傍そばにいるといっても、それすら気休めに過すぎません。あなたも分かっていることでしょうけど、クルーエルさんの体調異い常じようは厳げん密みつには病やまいですらなく、名詠式が抱える謎なぞに根を下ろしているものですから」


　クルーエルの心うちに宿っているという、空白名詠の真しん精せい。自分たちには目に見ることも触ふれることもできない。名詠士や祓名民ジルシエに打つ手がないのであれば、どんな名医とて同じことだろう。


「それならいっそ医療機関じゃなくて、この学校みたいな名詠式の研究機関の方がまだ何かを見み出いだせる可か能のう性せいが高いってか」


「そういうことになりますね」


「でもそれだと保もって一週間。……どのみちこのまま進展がないとダメってことか。本当に、今回ばかりは洒落しやれにならないんだな」


　ソファーに座すわったままエイダが唇くちびるを嚙かみしめる。祓名民ジルシエの最上級、祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうを持つ彼女とて今度ばかりは無力に等しい。なにしろクルーエルのような事例は今までに例がない。そもそもの原げん因いんすらまるで分かっていないのだ。


「そうですね。そしてその進しん展てんも、必ずしも良いものばかりとは限かぎりません」


「……うん、分かってる」


　エイダが見つめるのはテーブルの上、ティンカが学園に持参してきた黒くろ鞄かばんだった。


「ティンカ、通信機鳴ってるよ」


　閉とじた鞄の中からわずかに響ひびく機械的な受信音。自分が所しよ属ぞくする〈イ短調〉のメンバー内でのみ使われる極ごく秘ひ裏りの回線だ。


　……このタイミング、おそらくはサリナルヴァ。でも彼女の性せい格かくからして単なる事じ務む的な定期報ほう告こくとは考えにくい。それこそ何か発見が？


「サリナルヴァから？」


　同じ推すい測そくに至いたったらしく、エイダがソファーから腰を持ち上げる。


「おそらくは。でも過か剰じような期待はしない方がいいですよ」


　鞄の留とめ具ぐを外し、ティンカは中の通信機を取り出した。


『ティンカか？』


　通信機から響く、特とく徴ちようある低い女声。瞬しゆん時じに、知人である女性研究者の顔が思い浮うかんだ。


「ええ、そちらはどうですかサリナルヴァ」


『変わらず〈孵石エツグ〉の分ぶん析せき途と中ちゆうだな。外がい殻かくの方は九割方作業を終えたといったところか。内部に封ふうされていた本当の触媒カタリスト、こちらに思いのほか手間取っている』


「……そうですか」


　やはり、この状じよう況きようを覆くつがえすような画期的な発見はないということか。


「サリナルヴァ、こちらの状況ですが」


『言わずとも分かっている。クルーエル・ソフィネット、彼女の身がもう保たないのだろう』


「ご存ぞんじでしたか？」


　離はなれた地にいる彼女にはそこまで伝えていないはずだったが。


『今の通信だけで十分推おし量はかれたさ。私からの通信を受けるなりこちらの状況を訊たずねるということは、私側で何か発見があることを期待している証しよう拠こだからな』


「まさにその通り、事じ態たいは急を要します。それで、そちらでは何か手て掛がかりは？」


『難むずかしい、というのが正直なところだな。そちらが学園内で遭そう遇ぐうしたという、空白名めい詠えいの浸しん透とう者しや。せめて私も自分の目でそれを見ていれば何か得られたのかもしれないが……』


　一いつ拍ぱく分の間を空あけて、彼女は口早に二の句くを継ついだ。


『空白名詠という具体的なイメージがまだ不ふ明めい瞭りようなのが痛いたいな。そしてその真精がいつ、どのようにクルーエルに宿り、クルーエルに反発しているのか。原因も解かい決けつ策さくもまるで手のつけようがない』


「そうですね。原因を後回しに解決策をと思っても、その真精をどうすればいいのか、皆かい目もく見当がつきません」


　時間と手間をかければまだ何か発見もあるかもしれないが、今の自分たちにはクルーエルの体力という切実なタイムリミットが設せつ定ていされている。刻こく一いつ刻こく、否いや、秒びよう刻きざみで彼女の体力は零ゼロへと向かいつつあるのだから。


「ひとまず状況は確かく認にんしました。また何かありましたら──」


『ティンカ、クルーエルだが、うちの医い療りよう部ぶに寄よこさないか？』


「……えっ！」


　声を上げたのはティンカではない。隣となりで、それまでサリナルヴァとの通信を聞いていたエイダが反はん射しや的に立ち上がっていた。


「サリナルヴァ、それはどういうことですか」


『そのままの意味だ。私のいるケルベルク研究所の医療部にクルーエルを移い送そうしてはどうかという提てい案あんだ。クルーエルの両親には私と学園長で連れん絡らくをつける』


　サリナルヴァが副所長を務つとめるケルベルク研究所本部。同じ〈イ短調〉に属ぞくするティンカも訪おとずれたことがある。


　ここトレミア・アカデミーから東へ、やや大陸中央よりに鉄道で五時間ほど向かった地に拠きよ点てんを構かまえる一大研究機関。サリナルヴァをはじめ多くの研究者が勤める施し設せつであり、そこの医療部ならばこの医務室より優すぐれた設せつ備び環かん境きようが調ととのっているだろう。それにケルベルク研究所ならば、名詠式が絡からむクルーエルの体調分ぶん析せきもできるかもしれない。


「そこで治療を？」


『できる限かぎりの処しよ置ちを施ほどこすと同時に、こちらでも情じよう報ほうの収しゆう集しゆうに傾けい注ちゆうする。万一何か情報を得られても、すぐその場にクルーエルがいなければ意味もないからな』


　確たしかに、考えうる全すべての選せん択たく肢しの中でそれが最さい善ぜんに近い。しかし、そのことで唯ゆい一いつ頭を悩なやますことがあるとすれば。


「……ミオはともかく、ちび君が反対するだろうね」


　腕うでを組んだ恰かつ好こうでエイダが表か情おをしかめる。そう、まさにティンカも同様の不安があった。彼女と親しい間あいだ柄がらの生徒、特にネイト・イェレミーアスは彼女に特別の情じようを抱いだいているように感じる。彼女と分け隔へだてられることを、その彼が快こころよく思うはずがない。


『それはそちらの説得次し第だいだな』


「恨にくまれ役になりそうですね」


　通信機を握にぎりしめたまま、眠ねむり続けるクルーエルをティンカはじっと見み据すえた。





　　　　３





「……あああ、またやっちゃったぁ！」


　燦さん々さんと注ぐ朝あさ陽ひが舗ほ装そう路ろをじりじりと焼く。照り返しの放ほう射しや熱に流れる小こ粒つぶの汗あせを拭ぬぐい、ネイトは男子寮りようから大おお慌あわてで駆かけだした。


　昨日図書館で借りてきた本を徹てつ夜やで読みあさっていたはずが、気づけば本を枕まくらにして熟じゆく睡すい。読み慣なれない書物をじっと読みふけっていたせいで目が疲つかれ、休きゆう憩けいをかねてちょっと目をつむって──それ以い降こうの記き憶おくがない。


「昨日はケイト先生まだ来てなかったけど、今日はきっと……」


　朝食をとる暇ひまもなく、とにかく制せい服ふくに着き替がえて飛び出してきたというわけだ。


「まずいかもっ、もうすぐ予よ鈴れい鳴っちゃう！」


　息を切らしたまま一年生校こう舎しやに突とつ入にゆう、階かい段だんを一いち段だん抜ぬかしで駆け上がる。その勢いきおいのまま、通路の一番奥おくにある自分の教室へとつま先を向けた。


「おはようございますっ！」


　閉まっていた扉とびらを力いっぱい開き、ネイトは教室の中へと飛びこんだ。


　と同時、総そう務む棟とうから響ひびく予鈴の鐘かね。


　……ふう、間に合った。


　胸むねをなで下ろし呼こ吸きゆうを整える。壇だん上じようのケイト教きよう師しを見上げ──


「あれ、ケイト先生？」


　壇上にいるとばかり思っていた教師の姿すがたが見当たらない。昨日は朝の職しよく員いん会議が長引いたせいで遅おくれたと聞いたが、二日連続で会議が長引くというのは今までになかったことだ。


　それに、何かクラスの様子がおかしい。


　ケイト教師がいないから雑ざつ談だんというのは昨日と変わらない。だが今日は、教室の中央に全員が集まって、神しん妙みような表情で何かをささやきあっているのだ。


　普ふ段だんならめいめい好き勝手に小しよう規き模ぼのグループを形成して雑談のはずが、今日はまるでクラス会議でもやっているかのような。


「あの、どうしたんですか」


「お、ネイト君来たんだ」


　ショートの金きん髪ぱつを揺ゆらし、集しゆう団だんの外側にいたミオが振ふり返る。


「おはようございます、ところでミオさん」


　今日どうしたんですか、こんなにみんなで集まって──そう訊たずねようとするより前に。


「ネイト君遅おそかったね、もしかしてクルルにお別れの挨あい拶さつしてきたの？」


　……え？


　ミオの言葉に、頭が一いつ瞬しゆん真っ白になった。


「そうだよね、ネイト君昨日も朝からお見み舞まいしてたから当然か。あたしたちもね、クルルが行っちゃう前にお見送りしに行こうって話してたところなの。クルル意い識しき戻もどってないから返事はしてくれないだろうけど」


「ちょ、ちょっと待ってくださいっ！」


　一人頷うなずくミオを遮さえぎり、慌あわてて息を整えた。


「僕ぼく、全然話が摑つかめないです！　クルーエルさんがいなくなるって……お見送りっていったいどういう意味なんですか！」


　どうしてだろう、胸が締しめつけられるように痛いたい。すごく嫌いやな予感がする。まるで自分一人がおいてけぼりにされたような感覚だ。


「あれ、ネイティってばクルーエルのお見送りに行ったんじゃなかったの」


　自分たちへと振り向き、サージェスまでもがきょとんと首を傾かしげる。


「僕、今日はちょっと遅れただけでどこにも行ってないです。……クルーエルさんに何かあったんですか」


「そう、じゃあまだネイト君知らないんだ」


　普段の明るい表情に影かげを落とし、ミオが弱々しく吐と息いきをつく。


「クルルね、ずっと目を覚まさないでしょ。学校の医い務む室にある設せつ備びじゃ治ち療りようにも限げん界かいがあるから、もっときちんとした設備のある場所に移うつされるんだって」


　……うそ。


　眠ったまま意識を戻さないクルーエル。つまり彼女の意い思しに関係なく、誰だれかが提てい案あんしたということ？


「クルーエルさん、今日で学校からいなくなっちゃうってことですか」


「うん、そうなるね。でもクルーエルが元気になれば戻ってこられるらしいし、寂さびしいけどしょうがないよ」


　そんな、なんでそんなに突とつ然ぜんに。


「ミオさん、クルーエルさんまだ医務室にいるんですか」


「ん、たぶんいると思……って、ネイト君？」


「僕、クルーエルさんのとこ行ってきます！」


　ミオの手を振り切り、ネイトは通路を全速力で駆かけ抜ぬけた。





「クルーエルさんっ！」


　ノックも忘わすれ医務室の扉を開ける。そこに──


「ネイト君？」


「ネイト？」


　ティンカ、そして若わか葉ば色いろのスーツを着たケイト教師がほぼ同時に振り返った。


　狭せまい医務室に並ならぶ幾いく人にんもの教師、用よう務む職しよく員いん。そしてその大人たちに囲まれるように、ソファーに横たわった状じよう態たいでタオルケットに包くるまれた緋ひ色いろの髪かみの少女がいた。


「ケイト先生、クルーエルさんが別の場所に行っちゃうってどういうことですか！」


「……ええ、昨日の夜中に緊きん急きゆうの職員会議を開いて話し合ったの。この学校の医務室は確たしかに新しいしそれなりの設備もある。だけど、それでもクルーエルの治療にはもっと専せん門もんの場所で」


「で、でもっ、待ってください！」


　肩かたで息をしながらネイトは両手を広げた。


「……クルーエルさん……可か哀わい想そうです。眠ったまま何も知らないうちに、自分の意思じゃないのにまるで知らない場所に移されるなんて」


　いつもの通りに寝ねていたはずが、起きたらそこは知らない場所。家族も友人もいない、とても寂しい孤こ独どくな部屋。それはどれだけ辛つらいことだろう。


「あなたの気持ちも分かるわ。だけどね、もう決まったことなの。既すでにクルーエルを受け入れる先にも連れん絡らくして了りよう承しようももらってる。列車だって既に専用の部屋を借りてるの」


「……そんなのいやですっ、お願いです！　クルーエルさんを独ひとりぼっちにしないで！」


　ケイト教きよう師しの顔を瞬まばたきもせず見上げ、ネイトは声の限かぎりを振り絞しぼった。


「クルーエルさんが治るまでずっとお見み舞まいするって、僕クルーエルさんと約束したんです！　クルーエルさん医務室で怖こわがってた！　だから僕、一いつ緒しよにいてあげたいんです。クルーエルさんを独りにしないって約束して────」


「そのクルーエルさんが死んでもいいの？」


　…………え？


　白のブラウスを着た、白銀しろがね色の髪の女じよ性せい。


　ティンカ・イレイソン。普ふ段だんと変わらぬ表ひよう情じようで、いつもと同じ優やさしげな口調。だからこそ、ネイトは彼女の告げる言葉の意味がすぐには理り解かいできなかった。


「昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいったまま既に一週間以上。高熱も一向に治まる気配がなく、投とう与よした薬も全すべて効こう果かなし。医者として断だん言げんしますが、このままではクルーエルさんの身体からだが限界に達するまでもう時間がありません」


　……クルーエルさんが。


　…………死んじゃう？


　うそ、うそだよ。そんなの絶ぜつ対たいうそだよ。


「そんな……うそ、ですよね」


　だって、だってクルーエルさん起きてた時はあんなに元気で──


「患かん者じやのことに関しては、わたくしは噓うそをつきません。今ある設備では、クルーエルさんが万一の状じよう況きように陥った時に対たい処しよできない可か能のう性せいが高いの。だからこそ学園の教師の方々とも一ひと晩ばん中議論を尽つくしました。その結果にまとめた苦く肉にくの策さくです」


「……でも」


　自然とうつむく自分に、ティンカは自らしゃがんで顔を覗のぞきこんできた。


「大だい丈じよう夫ぶ、クルーエルさんを独りぼっちにさせはしません。わたくしも同行いたします。それにね、クルーエルさんの受け入れ先はケルベルク研究所の本部ですよ」


「ケルベルクって、あのケルベルクですか？」


　大陸各地に研究施し設せつを構かまえるという一大研究機関。〈孵石エツグ〉を研究し、それゆえに灰はい色いろ名めい詠えいの使つかい手ミシュダルに狙ねらわれた研究所だ。


「ええ、そこでサリナルヴァもわたくしたちの到とう着ちやくを待っています。副所長の彼女自ら、クルーエルさんの治ち療りようを全力でサポートしてくれるそうですよ」


　肩に、そっとティンカの手が触ふれた。


「やれるだけのことは尽つくします。だから、ネイト君はここで待っていてください」


　大切な人の命がかかっている。嫌いやだ、とは言えなかった。


　けれど、ティンカの言葉に頷うなずくだけの力もまた残ってはいなかった。肩が持ち上がらない、膝ひざもふるえがとまらない。声を出そうとしても喉のどが擦かすれたまま息が洩もれるだけ。


　……クルーエルさん……助けられなくて…………ごめんなさい、僕……


　どうしようもない無気力の中で、ネイトはかろうじて自分の拳こぶしを固く握にぎりしめた。
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　間奏第一幕　『ミシュダル　─孤こ独どく─』







「──敗はい者じや？」


「自分の愛する者を救えなかった。それ以外に敗北と呼よぶべきものがありますかな」


「……そうね。そうかもしれないわね」
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　そこは、薄うす暗ぐらい部屋だった。


　シャッターの降おりた窓まど、隙すき間まから侵しん入にゆうするのは糸いと屑くずのようにか細い陽光。一条の光に照らされ、周囲を舞まう灰色の残ざん滓しが浮うかび上がる。燃もえがらの、そのさらに残り屑。火によって炙あぶられ燃え尽きた残ざん骸がいのようなもの。


　灰色名詠の触媒カタリストにして敗者の証あかし。


「……くだらん」


　床ゆかに積もる灰を踏ふみつぶすように、大おお柄がらな男が歩を進める。薄うす汚よごれた外がい套とうで全身を覆おおい、その歩みはまるで亡ぼう霊れいであるかのようにおぼつかない。


「くだらん」


　先と同様の言葉を吐はき捨すて、男が部屋の中央で歩みを止める。凍いてつく冬の湖こ畔はんのように、耳鳴りがするほど静まりかえった部屋だった。


　そこかしこに横よこ倒だおれになった机つくえに椅い子す。引き裂さかれたカーテン、床ゆか上うえの絨じゆう毯たん。そして、人の形をした無数の石せき像ぞうが部屋の中に転がっていた。


　研究員、用よう務む員いん、中には名詠士と思おぼしき人間もある。


「くだらん……これだけの人数が寄より集まって俺おれ一人を止められないだと？」


　三度目の言葉には、嘲ちよう笑しようが混まじっていた。


「ははっ、これは滑こつ稽けいだ。なあヨシュア、俺のような小物を大陸中の名詠士たちが探さがし回ってる、追いかけ回してる！　なのに俺は今もこうして、一人で息いき巻まいて哄こう笑しようを垂たれ流しているわけだ！」


　無音の部屋に、男の笑い声だけが幾いく重えにも重なって響ひびき合う。


　我われを忘わすれたかのように大声で笑い続ける。息が切れ、喉が擦れ、肺はいの中の全すべての呼こ気きを吐はき出してなお、男は笑い続けていた。大声がかすれ声となり、かすれ声がやがて声ですらなくなった頃ころ──


　嘲笑は、いつしか自嘲へと姿すがたを変えていた。


「……そうだな、これが孤こ独どくか」


　自分の失われた片かた腕うで。痒かゆくて痛いたい。もどかしいまでに疼うずく右腕をさする。


　もう何年前の話になるのか。右腕を蝕むしばむ悪あく夢むはこの疼きと共に、どれだけ時間が経たとうとも消えることがない。


「本当に大切なものは名詠式では手に入らない。お前の言う通りだよ、レイン」


　静せい寂じやくが覆う研究所に、敗者の溜ため息いきだけがこだまする。


「求める者も呼び出せず、会いたい者にも会えない。ならば名詠式の価値は、そんな名詠士おれたちは、いったい何のためにあるんだろうな」


　かつて、自分のすぐそばにあった名前。


　敗者の王ラステイハイトではない、自分のかつての拠より所どころ。今はもう、どれだけその名を呼んだとしても返事はない。


「……どん欲よくに求め奪うばい続け、その果てにようやくたどり着いたのはその亡ぼう霊れいか。……はは、それもいいな。負け犬の俺には相応ふさわしい」


　灰によって塗ぬりつぶされた天てん井じようを見上げる。部屋の中ながら、それはまるで灰はい色いろの空のようだった。


「なあ、そうは思わないかクルーエル、そして夜色名詠の詠うたい手のお二人さん。俺とお前たちはとても似にているんだよ。お前たちもまた、俺と同じ道を行くことになるのか？」


　灰色の天井を見つめ、その男──ミシュダルは、血の気を失った紫むらさき色いろの唇くちびるをつり上げた。


「……ああ、その答えを聞くのが楽しみだ。本当に楽しみだ」




　間奏第二幕　『カインツ　─風の道標─』







　大陸の端はし、名もなき広大な草原にて。


　見み渡わたす限かぎりの地平線。緩ゆるやかな勾こう配ばいの丘きゆう陵りようを覆おおう緑の絨じゆう毯たんの中、空に向かってそびえ立つような大たい樹じゆが映はえる。その幹みきに背せを預あずける恰かつ好こうで、枯かれ草くさ色のコートを羽は織おった男がぼんやりと空を見上げていた。


「……やっぱり、この時期はまだまだ暑いか、風も思うようには吹ふいてくれないし」


　ひんやりとした木こ陰かげの中で彼──カインツはコートの袖そでをまくり上げた。


『風に文もん句くを言うより先、お前の場合はまずそのコートを脱ぬぐことを考えてはどうだ？』


　その声は自分より頭一つ上の、大樹の枝えだ葉はから聞こえてきた。いや、正しくは枝葉ではなく、それに留とまる緑りよく翼よくの小鳥から。


　瑞みず々みずしい緑葉の中に隠かくれながらも、自らの存そん在ざいを訴うつたえかけるように翼つばさを広げる小鳥。その翼は常じよう時じ、人の目で捉とらえきれないほど小こ刻きざみに振しん動どうを繰くり返かえす。


　音おん響きよう鳥ちよう。翼を震ふるわせることで独どく自じの周波を発生させ、遠えん隔かく地ちとの通信を可か能のうとする。名詠士が好んで使う通信手しゆ段だんだ。


『そのコートのせいで体感温度も違ちがうだろうに』


「あいにく、こればかりは」


　音響鳥の翼から伝わる知人の声に、カインツは小さく苦く笑しようした。


『サリナルヴァが土産みやげ話ばなしを期待していたぞ？　いったいどこをうろついていたのかとな』


　クラウス・ユン＝ジルシュヴェッサー。祓名民ジルシエと呼よばれる特殊な護ご衛えい職しよくに就つく者たちの、その首しゆ領りように位置する人物だ。自分が非ひ公こう式しきに参加する〈イ短調〉という会の、その設せつ立りつ者しやでもある。


「ちょっとした遠足ですよ、寂さびれた孤こ島とうにね」


『で、その遠足の成果は？』


「あると言えばあるし、ないと言っても間ま違ちがいではないでしょうね。あえて言うとすれば、背中を押おされたとでも言いますか」


　枝に留まる鳥に向け、大げさに肩かたをすくめておどけてみせる。


「先せん輩ぱいの方は？」


『進しん展てんしたよ……悪い方にだがな』


　翼から伝わる声は重く沈しずんだものだった。


『灰はい色いろ名詠と思おぼしき襲しゆう撃げきを受けた研究機関の報ほう告こくが、日ひ増ましに増ぞう加かしている』


「それだけでは、傾けい向こうとしては以前と変わらないようにも思いますが」


『以前も似にたようなものではあったが、それでも件くだんのミシュダルという男には狡こう猾かつな側面が見てとれた。だがここ最近のものはひどく稚ち拙せつな、まるで愉ゆ快かい犯はんのような印象を受ける』


　稚拙？


　その言葉に疑ぎ問もんを呈ていする間もなく、彼は先を続けてきた。


『まず狙ねらう場所が無差別だ。狙う場所の規き則そく性せいを探さがそうとしたが徒と労ろうに終わった。次に、侵しん入にゆうしたからといっても目的が不明。さらに言えば侵入方法もだな。トレミア・アカデミーの件けん同様に今までは深夜が主だったが、最近について言えば真っ昼間でどれだけ人目につこうとも強硬に侵入を繰り返すありさまだ』


　まるで気まぐれな犯はん行こう。狂きよう気き、あるいは愉快犯という単語で一ひと括くくりにすれば無理やり理由付けすることはできるかもしれない。だが──


『追つい跡せき側への挑ちよう発はつと捉とらえる見方が有力だが、わざわざそうする利点も考えにくい。ここまで露ろ骨こつだとかえって罠わなでもあるのかと思いたくなるほどだ』


「それはもしかしたら、素す直なおに捕つかまえてほしいだけかもしれませんよ」


　一いつ瞬しゆん、相手が沈ちん黙もくした。


『なに？』


「……いえ、何となくそう思っただけのことです。深い理由はありません」


　訊き返してくる相手にカインツは首を振ふった。深読みではなくむしろその逆ぎやく。彼からの報ほう告こくを素直に聞いて単たん純じゆんに考えた結果、カインツにはそう思えてしまったのだ。


『……まあいい。とにかくも早さつ急きゆうに対たい策さくをとる必要があるのは事実だ』


「それは承しよう知ちしています」


『私はネシリス、シャンテと一度落ち合うことにしている。お前も来るか？』


　名詠士のネシリス、シャンテ。そして祓名民ジルシエの首領クラウス。大陸中から選よりすぐった〈イ短調〉のメンバー内でも、とりわけ中心となって活動している三人だ。


「そうですね。そう言いたいところですが、ボクはボクで思い当たる節がありまして」


『何か摑つかんでいるのか？』


「どうでしょう。さっきと同じ答えになりますが、摑んだというより、ただ背中を押されたと言った方がボクには似に合あいますね」


　クラウスに向けてではない。それは、自分自身に言い聞かせるためだった。


『……ん？』


「もう一度あの日の約束の詠うたを聴ききたい。今度こそ、きちんと見み届とどけたいんです。それが、ボクのすべきことだろうから」


　音響鳥にそう告げてコートの端はしをひるがえす。寄より添そっていた大たい樹じゆ、その根元に咲さく名も知らぬ黄色い花へと、別れを告げるように手を振った。


　……風も出てきたかな。


　地平線まで続く遥はるかなる丘の稜りよう線せん。広大な大海を思わせる色鮮あざやかな草花たち。そのどれもが、草原に吹ふく微風そよかぜに揺ゆれて頭こうべを垂たれる。


　それはまさに、自分が進むべき方角へと。


「風の道標か、悪くないね」


　枯かれ草くさ色のコートをはためかせ、カインツはゆっくりと歩きだした。




　二奏　『見失う、ということ』







　　　　０





〝クルーエルよ。同じ学校ならまた会うかもしれないね〟


　それが、始まりだった。


　一番初めに出会った時、その時の僕ぼくとあの人はまだ、単に道ばたですれ違ちがっただけの関係だった。それが一いつ緒しよのクラスになって、一緒にいるうちに……


　いつしか自分でも気づかないうちに、とても大切な人になっていた。
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　クルーエルがケルベルクへと移うつされた翌よく日じつ。


　学園では、ネイトにとって奇き妙みようなほど落ちついた時間が流れていた。


　クラスメイトもケイト教きよう師しも普ふ段だんと変わりなく、悲しい顔を見せる者もいないまま講こう義ぎが終わる。ミオと一緒に昼食をとり、午後は体育科の講義で汗あせを流した。


　放課後はまっすぐ男子寮りようの自室に戻もどって講義の予習と復ふく習しゆう。それから夕食とシャワーを済すませた時には、もうすっかり就しゆう寝しん時間が迫せまっていた。


「……もう寝ねないと」


　昨夜はあまりのことに一いつ睡すいもできなかった。ただ寝られないだけではない。一晩中、悔くやしさ混まじりのもどかしさが原げん因いんの吐はき気けに苦しんだ。今日一日、その状じよう態たいでまともに講義を受けられたのがふしぎなくらいだ。


「……もう、寝ないと」


　自分に言い聞かせるように、ネイトは同じ言葉を繰くり返した。


　今日も朝から夜までほとんど何も口にしていない。昼食はミオの前だから無理に食べたが、その後ひどい嘔おう吐と感に襲おそわれた。夕食は冷れい蔵ぞう庫こにあった果くだ物もの一つを半分に切って、それを無理やり飲みこんだ。


　……お腹なか、さっきからずっと痛いたいや。


　軽い腹ふく痛つうに、ネイトは腹部に手をあてた。空っぽの胃に対し胃い酸さんの量が多すぎるせいだろう。突とつ発ぱつ的な緊急性刺激ストレスを受けた時に生じる代表的な適てき応おう症しようだ。


　昼間はあれだけ動けたのだ、自分でもよく保もった方だと思う。けれど一人になった途と端たん、言いようもない疲ひ労ろうに襲われた。昼間の反動、けれど、そんなものどうしようもない。胃薬なんて揃そろえてないし、何かしようにもそれだけの体力が残っていなかったのだから。


　部屋の明かりを消して、ネイトは倒たおれこむようにベッドにもぐった。


　そのまま目をつむり……





　違い和わ感かんがあった。





　──眠ねむれない？　どうして？


　ベッドに横たわったままネイトは両目を見開いた。


　こんなに疲つかれてたら、普段は横になった途端すとんと眠りにつけるのに。なのに、なんで今日は身体からだがこんなにざわつくの？


「……なんで、こんなに火ほ照てってるんだろ」


　身を起こす。途端、前まえ髪がみの一ひと房ふさがふわりと浮ういた。開きっぱなしの窓まど、カーテンを揺らす小さな風。


〝この風は、いったいどこで生まれるんだろうね〟


　歌うように脳のう裏りに響ひびく、あの時の彼女の言葉。


〝風の生まれる場所。すぐ近くかもしれないし、遠い遠いところから、海を越こえてやってきてるのかもしれない。キミは考えたことない？〟


「……クルーエルさん？」


　ベッドから立ち上がり、ネイトは窓の外をじっと眺ながめた。
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　さらさらと足あし下もとの草が小さく鳴る。


　暗い薄うす墨ずみ色の芝しば生ふの海を、ネイトはゆっくりと歩いていた。


　学園敷しき地ち内、生徒寮から校こう舎しやに向かう途と中ちゆうにある広場。昼間は生徒や教師で賑にぎわう憩いこいの場。しかし夜ともなれば、そこは単に静かで見み晴はらしの良い空間に過すぎない。広場中央に据すえられた陶とう器き製せいの小さな噴ふん水すいも、今は泉いずみとしての役やく割わりを忘わすれて眠りについていた。


「……すごい静か」


　噴水からわずかに離はなれた場所、草むらにぽつんとしゃがみこむ。


　今の服ふく装そうは、体育科の講義で使う運動用の白シャツと紺こんのズボン。通つう気き性せいが良い素そ材ざいでできているせいか、わずかな夜風でも肌はだに直ちよく接せつ触ふれるような感覚だ。


　そしてそれが、今の火照った身体にはひんやりと心ここ地ちよい。


「ねえアーマ、僕、なんで眠れないんだろうね」


　不安な時に厳きびしい物言いで励はげましてくれた名めい詠えい生物。その名が今は懐なつかしい。


　外灯が生み出すぼんやりとした幻げん灯とうに群むれる羽虫。あの虫たちも、自分と同じように眠れないのだろうか。


「……こんなの初めてだよ」


　眠れない夜。このトレミア・アカデミーに来てから初めてのことだ。


　──なんか、疲れちゃった。


　まるで、何か大事な目標がすとんと消えてしまったような脱だつ力りよく感かんがあった。


　しゃがみこんだ姿し勢せいから仰あお向むけに倒れこんだ。寝転がりたいからではなく、ただ眺める視し界かいを変えるために。


　夜空、ただそれだけがあった。


　眩まばゆい星々が密みつ集しゆうした、宝ほう石せき箱ばこのような輝かがやき。一方で、月つき影かげの周りにぼんやりと浮かび上がる幽ゆう玄げん的な神しん秘ぴもそこにはある。視界の端はしには、薄うす暗ぐらい雲が千ち々ぢに流れゆく光景。


「不思議だよね、立って見てる時よりこうして仰向けで寝ている方が、空って近く感じるんだもん」


　真上に向かってまっすぐ手を伸のばす。


　摑つかまえるなんておこがましいことは望まない。ただ一いつ瞬しゆんだけでも触れたくて──


「はい、捕つかまえたっと」


　その手が、横から不意に伸びてきた誰だれかの手に摑まれた。


「寮りよう生せいはとっくに外出禁きん止しの時間だよ。まったく、学校じゃやけに大人しいと思ったら」


　見上げた夜空の前に、それを遮さえぎるように覗のぞく少女の顔。小顔と対照的に大きな瞳ひとみ。日焼けした肌に亜あ麻ま色いろの髪を短く切ったボーイッシュな顔立ちの……


「エイダさん？」


「ま、その方がちび君らしくていいんだけどね」


　寝ねころんだままの自分の手を放そうとしない彼女。それはつまり。


「……僕、起きた方がいいですか」


「そうしてくれると助かるね。あたしさすがにここで寝っころがるの嫌いやだから」


　背せを起こしてしゃがんだ姿勢で見上げると、エイダもまた自分の隣となりに腰こしを下ろした。


「で、どしたのさちび君、よい子はとっくに寝る時間だよ」


「眠いのに眠れなくて……窓見てたら、外の方が気持ちよさそうだなって思ったから」


「あー、あるよね、なんか落ちつかない時って」


「エイダさんはどうしてこんな時間に外に？」


　彼女も女子寮に部屋を借りているからこの場所にいるのは驚おどろかないが、こんな夜よ更ふけに外を出歩く理由が見つからなかった。


　すると彼女は、普ふ段だんと違ちがって妙みように大人びた声で。


「そりゃもちろん、秘ひ密みつの彼氏と刺し激げき的な夜の散歩をね」


「へえ、素す敵てきですね……って、あれ、エイダさんなんでそんなに悲しそうなんですか？」


　ふと気づけば、どよんと沈しずんだ表ひよう情じようでエイダが肩かたを落としていた。


「……うん。いや、そこはもっと派は手でなリアクションが欲ほしかったんだけどね。そもそもそんなシーンだったらわざわざちび君に声かけないわけで……まあちび君だからあんまりそういうの期待してなかったけどさ」


「あれ、そういえばその彼氏の方は？」


「それは聞くなぁっ！　どうせ彼氏なんていないですよーだっ！」


「うわわっ、エイダさん落ちついてください！」


　なぜか怒おこったようにエイダが手を振ふり回す。


「ええと、それで本当のところは？」


「見回りだよ。校こう舎しやは先生たちがやってるから、寮とかこの広場とか一帯を任まかされてるの。それでぐるっとそこらへん歩いてたら、どうも怪あやしい人ひと影かげを見つけたもんでね」


　話の流れからすれば、それが僕だったのだろう。


「……エイダさんすごいですね」


「ん？」


「だって、見回りって今日からってわけじゃないんですよね。こんな夜遅おそくに毎日」


　きっとそれは、あの灰はい色いろ名詠の襲しゆう撃げきを受けた時からずっとなのだろう。クルーエルが倒たおれ、自分やミオ、クラスメイトが彼女を見み舞まっている時も、エイダだけはずっと夜中一人で学園を守っていたに違いない。


「毎日学校で講こう義ぎ中に寝てるから睡すい眠みん不足はないよ……それにこれは、あたしにとっては罪つみほろぼしみたいなものだから」


　弱々しく呟つぶやき、エイダが唇くちびるを自じ嘲ちようのかたちに歪ゆがめる。


「あたしさ、クルーエルに謝あやまらなくちゃいけないことがあるんだ」


　大きな瞳が微かすかに濡ぬれ、彼女の声にはいつしか湿しめったものが混じっていた。


「ミシュダルがこの学校に侵しん入にゆうしてきた時のことなんだけどね、あたしクルーエルに、自分と一いつ緒しよに学校の見み張はりをしてくれないかって頼たのんだことがあったの。クルーエルが黎明の神鳥フエニツクスっていう真しん精せいを詠よび出せることは知ってたからね」


　黎明の神鳥フエニツクス、クルーエルが詠び出せる非ひ常じように希け有うな真精だ。彼女以外にその真精を詠び出せる名詠士は現げん代だいにおいて他ほかに確かく認にんされていない。それほど幻げん性せい度の高い名詠生物だと聞いている。


「危き険けんがあることは知ってた。あの時点でも、得体の知れない何かが侵入していることも分かってた。だけどクルーエルはそれに頷うなずいてくれて……」


　地に腰こしをつけた恰かつ好こうで膝ひざを立て、そこに腕うでを載のせて顔をうずめる彼女。


「……でも、間違いだったかもしれない」


　一ひと際きわ、その声が弱く霞かすんだものになった。


「シャオって奴やつに言われたんだ。クルーエルは何度も何度も、名詠を使うしかない状じよう況きように陥おちいっていたって。それが今クルーエルを追おい詰つめてるんだって──だとしたらその最後、どうしようもない状況まであの子を追い詰めたのは、あたしかもしれない」


「エイダさん、そんなことを言ったら僕だってそうです」


　けれど、クルーエルさんと黎明の神鳥フエニツクスがいなかったらケルベルク研究所支部ではあんなに早く駆かけつけられなかった。灰色名詠の使い手ミシユダルに襲おそわれた時だって、彼女がいなかったらミオさんだってどうなっていたか分からない。


「ううん、僕だけじゃないです。たぶん、知らず知らずのうちに沢たく山さんの人がクルーエルさんの名詠に助けられてたはずだもん」


「……それは分かってる。きっと本当は、誰か特定の一人が悪いとかじゃないんだろうね。クルーエルに助けられたみんなが一人一人、クルーエルに謝らなくちゃいけない。でもあの子は目を覚まさないでしょ。あたしは馬ば鹿かだから……何かしようと思ってもこれくらいしか思い浮うかばなくてさ」


　……僕ぼくは、そんなことまで考えることもできなかった。


「僕は……とにかく早く治ってほしいから、一時間でも長く医い務む室にお見舞いをって。それだけで頭がいっぱいで」


「それも大切なことだと思うけどね、誰かがやらなきゃいけないことだし」


　うずめていた顔を持ち上げ、エイダが気き丈じように笑え顔がおをつくる。


「あたしはさ、ちび君のことすごいと思ってる」


「僕が、ですか？」


「最初にちび君が転入してきた時は正直、やっぱり十三歳さいだなって思ったの。サージェスともそう話したことあったよ。まだまだ可愛かわいいお子様だねって」


　言葉に出したことこそなかったが、それはネイトも転入当初から感じていた。


　周りは十六歳以上の学生ばかり、その中に十三歳の自分がいるという息苦しさも最初はあった。運動でも勉強でも、背せ丈たけだってとにかくどんなことでも一番下なのだから。


「今も印象は変わらない。背だけ急に伸のびたってわけじゃないし、外見だって一か月かそこらで変わるもんじゃないしね。むしろ変わったのは、あたしたちがちび君を見る目なのかもしれない」


「そうですか？」


「たとえばケイト先生、いつの間にかちび君のことネイト君じゃなくネイトって呼んでるでしょ。他の子と区別しなくていいんだって、先生も分かってくれたのかもね」


　あ、あれ。そうだっけ。


　よくよく考えてみれば、転入当初は確たしかにネイト君と君づけされていた気もする。


「それについこの前、浸しん透とう者しやとかいう訳わけの分からないのが襲ってきた時のことだけど──ちび君、一人でそいつを相手にしたんだよね。ミオとティンカから聞いたよ」


「あれは……クルーエルさんが大変だったから、とにかくがむしゃらに」


「その時ね、分かった気がしたの。クルーエルがなんでずっと君の傍そばにいたか」


「僕の名詠を手伝ってくれるため、ですか？」


　首を横に振ふり、エイダが微かに表ひよう情じようをほころばせた。


　普ふ段だんの明るさに溢あふれたものじゃない、微笑ほほえみを浮かべた優やさしい表情に。


「クルーエルが傍にいてあげたんじゃないんだよ。クルーエルが一緒にいたのは、あの子の方が君の傍にいたいからなんだなって気がする。目の前に何が起きても、君なら自分を助けてくれる──クルーエルはそう信じてたんじゃないかな」


「……でも僕、クルーエルさんの病気には何もできてなくて」


「そう？　そうやって悩なやんでくれる相手がいるってのは、あたしから見ればクルーエルにとってすごく支ささえになってると思うんだけどね。あの子にとっては、君の隣となりは本当に安らげる居い場ば所しよなんだと思う」


〝ネイト、キミにだけは伝えておくね〟


　思いだしたのは、あの時の彼女の言葉だった。


「わかる？　君はクルーエルに、それくらい大切に思われてるんだ」


　キミにだけ。つまりはそれこそが、信しん頼らいでつながった関係？


　だとすれば。


〝クルーエルさんに早く元気になってほしいと思ってる気持ちは誰にも負けないつもりです。本当に、一日でも早くなおってくださいね。僕、ずっとお見み舞まいしますから〟


　あの時、確かに僕はそう約束したから、だから──


「ちび君、本当はクルーエルのとこ行きたいんだろ」


「……はい」


　本当はずっと行きたくて、でも今日一日必ひつ死しでそれを我が慢まんしていた。我慢するのが途と方ほうもなく苦しくて、でもその苦く痛つうさえ我慢して我慢して我慢してた。


　でも、そんなことしなくてよかったのかもしれない。どうせ悩むのなら、ここで何もしないでいるより、実じつ際さいに行動してから悩んだって構かまわないのだから。


「決めるなら早い方がいい。……もうあまり時間がないから」


「はい」


　──エイダさん、ありがとうございます。


　ようやく全すべて吹ふっ切れた。


　薄うす暗ぐらい芝しば生ふの海から立ち上がる。


　エイダの言葉に迷まようことはなかった。否いや、迷う時間すら残されてはいなかった。


「明日の朝一番に始発列車を予約して、うまくいけば明日の昼間くらいには着けると思う。欠席の理由は風か邪ぜにでもしておくといいよ、怪あやしまれたらあたしが適てき当とうにフォローしておくからさ」


　相方の祓ジ戈ルを背に結ゆわえ、エイダが胸むな元もとで腕うでを組む。


　彼女に向けてネイトは小さく頷うなずいた。


「はい。僕、クルーエルさんのところに行ってきます」


　クルーエルがこの学校に戻もどれないなら、自分から会いに行くしかない。


　……そうだよね、理由なんて一いつ緒しよにいたいからだけで十分だもん。


　その気持ちだけを大切に抱かかえて、なくさないように持っていけばいいのだから。
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　冷たい微風そよかぜ。陽ひに温あたためられる前の乾かわいた空気は、吸すいこんだだけで喉のどの奥おくがひりひりと痺しびれるようだった。


　頭上が暁あかつき色に染そまる、そのさらに前。


　仰あおげばまだ星明かりが視し認にんできる時じ刻こく、ネイトは駅舎ステーシヨンの正門をくぐった。


「……っあ」


　ふらつきそうになるのを、危あやういところで姿し勢せいを保ほ持じ。背せ中なかに担かついだ荷物のせいで重心の感覚が不安定なのだ。


　大人でも目を瞠みはるほど大きなリュック。中には着き替がえや保ほ存ぞんの利きく食料に飲料水、そして名詠に必要な触媒カタリスト。最初はリュックに入りきらないほどの量だった。それを昨夜一ひと晩ばんかけて削けずりに削り、何とか詰つめこめるまでに選別したのだ。


「ええっと、たしかチケット売り場は」


　トレミア・アカデミーから最も寄よりの駅舎ステーシヨン。夏期合宿時に利用した場所だから、まだうっすらと記き憶おくも残っている。以前は列車乗り場に直ちよく接せつ集合したが、乗じよう車しや券けんの売り場もそこから遠くないはずだ。


　……ケルベルク研究所ってどんなとこなんだろう。


　ずしりと肩かたに重みが食いこむ。リュックを背負い直し、ネイトは遠くに映うつる乗車券売り場へと足を進めた。きっと相当大きい研究所なのだろう。周りが研究員だらけの中で自分だけ目立ってしまうことになるけど、平気かな。


　不安を挙げればそれこそキリがない。たとえば、今日無む断だんで駅舎ステーシヨンに来たことはクラスの皆みなにも秘ひ密みつにしていた。


「……エイダさん、うまくごまかしてくれるかな」


　乗車券売り場の窓まど口ぐちは全部で四つ。夏期合宿の時は時期的にも混こん雑ざつしていたが、この早朝では並ぶ人影もわずかだった。


「ええと。ケルベルク研究所本部まで行きたいんです、朝一番の便の乗車券ありますか」


　つま先立ちで窓口に立ち、駅員に乗車券代の硬こう貨かを手て渡わたす。


　いや、渡そうとした時。


「あーっ、ネイト君だめだめだめぇぇえっ！」


　突とつ然ぜん、遠い後ろの方向から誰だれかの金切り声が響ひびいてきた。


　……ネイト君て、もしかして僕のこと？


　硬貨を握にぎりしめたまま振ふり向く。と、それとまるで同時。小さなハンドバッグを携たずさえた恰かつ好こうで、一人の少女が勢いきおいよく駆かけ寄よってきた。小こ柄がらな身体からだに金きん髪ぱつ、童顔。穏おだやかで愛あい嬌きようのある顔立ちの──


「ミオさん？」


　それは、ネイトがよく知るクラスメイトの少女だった。


「え、な、なんでこんなとこに？」


　思いもよらない場所で遭そう遇ぐうしたクラスメイトを前に、思わず口調が早くなる。


「……はぁ……あーっ、ま、待ってネイト君。遠くから走ってきたから疲つかれちゃった」


　一方の彼女はと言えば、普ふ段だん通りのマイペースさでのほほんと息を整えていた。


「あのぉ」


「いやー、間に合って良かった。駅舎ステーシヨンのどこかにいるだろうって思ってたけど、乗車券売り場にいたんだね。あ、そういえば挨あい拶さつがまだだったね。あらためまして、おはよーネイト君！」


「あ、おはようございます」


　聞きたいことも忘わすれ、ネイトはつい反はん射しや的に挨拶を返した。


「うんうん、おはよー。やっぱり朝の挨拶は大切だよね！　ところでネイト君は今日の朝ご飯なに食べた？　あたしはね、トーストに蜂はち蜜みつ塗ぬったのとミルクティー！」


　嬉うれしそうに頷うなずく彼女。……ミオさん、本当にマイペース過すぎです。


　うん、だめだ。このままミオさんから話してくれるの待ってたら、いつまで経たっても聞きたいこと聞けなそうだ。


「あの、ところでさっきの『ダメ』っていうのは……というより、ミオさん何でここに？」


「あ！　そうそう、それだったね！」


　案の上、ぽんと手を叩たたいてミオがはにかむ。


「ん～、何て説明すればいいんだろう。とにかく乗車券は買わなくていいよ。さっき団体割わり引びきでネイト君の分も買っておいたから」


「……え？」


　それどういうことだろう。


「とりあえず、ネイト君もこっちおいで」


　ぽかんとしている間に、ミオに腕うでを摑つかまれた。


「さ、来てネイト君。残りは君きみだけだったんだから」


「あ、あのミオさん待って！　僕これから行かなくちゃいけないとこがあって」


「だーめ。すぐ分かるから一いつ緒しよに来て」


　腕を摑んだまま、ミオが乗車券売り場から離はなれる方向へと歩いていく。普段の彼女らしからぬ、妙みように押おしが強い誘さそいだ。


「……すぐ分かるって、何がですか」


「ネイト君次し第だい。とりあえずおいで、ね？」


　僕次第？　何だろう。


　釈しやく然ぜんとしないまま、ネイトはミオの背せ中なかを追った。





　駅舎ステーシヨン内、乗車口。


　ミオと自分、二人分の足音が周囲に小さく響く。ネイトが辺りを見回しても、自分たち以外の人ひと影かげはまばらだった。


　列車もまだ倉庫に格かく納のうされ眠ねむっている時じ刻こく。始発列車を待つ者でも、今は朝食や休きゆう憩けい目的で待合室に控ひかえるのが大半だ。始発列車のために今から並ならぼうとする者は少ないだろう。


　そんな、静かな乗車口の一角で──その静せい寂じやくを破やぶるように、賑にぎやかに騒さわぐ集団が目についた。せいぜい十六、七の少年少女の一行だ。


「お待たせ～ネイト君見つけたよ」


　その集団にミオが声を張はり上げる。


「よぉ、ネイトも来たか」


　荷物を床ゆかに置き、男子の一人が気楽な様子で手を振ってきた。鳶とび色いろの髪かみと瞳ひとみをした、やや背の高い真ま面じ目めそうな雰ふん囲い気きの少年だ。


「……オーマさん？」


　オーマ・ティンネル。自分のクラスメイトで、男子をまとめるクラス委員の生徒だ。ミオだけじゃなく、なぜ彼もこんなところに。しかも、よくよく見ればクラス全員の顔ぶれまで。


「おはよ、ちび君」


　集団からわずかに離れた場所に、布ぬのに巻まかれた祓ジ戈ルを担かついだエイダの姿が。


「エイダさん、これどういうことですか」


「……いや、あたしもまるで予想外だったんだけどね」


　こっそり耳打ちすると、彼女は苦く笑しようの面おも持もちで言葉を濁にごしながら。


「昨日の夜、ちび君と別れた後に女子寮りように戻もどったらさ……女子寮でうちのクラスの女子が、こっそりロビーに集まって何か話してたわけよ」


「話って、何をですか」


「いや、だからさ」


　腕を組んだまま顎あごでエイダが示しめす先、サージェスが何十枚もの乗じよう車しや券けんを手にし。


「よし、全員揃そろったみたいだね。んじゃ遅おくればせながら乗車券配るよ。はいよネイティ、それとオーマ、男子の数だけ渡わたすからあんた男子に配ってちょうだい」


　──乗車券？


　手渡されたチケットをネイトはまじまじと見つめた。印字された行先は、ケルベルク研究所本部に隣りん接せつする駅舎ステーシヨン。


「あ、それとネイティには渡してなかったね。ほい、一部あげる」


　乗車券に続き、薄うすい小冊子パンフレツトを受け取った。


「昨日の夜に徹てつ夜や作業で原本作って、大おお慌あわてで刷ってきたの。作りの粗あらさの文もん句くは受けないわよ」


　小冊子パンフレツトのページをめくり、ネイトはおのずと息を呑のんだ。作りが粗い？　とんでもない。最も寄よりの駅舎ステーシヨンからケルベルク研究所までの詳しよう細さい経けい路ろ、駅の時刻表に概がい算さん経けい費ひ、他ほかにも必要最さい低てい限げんの携けい帯たい品ひん、これだけ事細かに記き載さいされてあるなんて。


　……僕ぼくだってここまできちんとは調べてなかったのに。


「病気のダチんとこ行くんだから、こんな時くらい力入ってもいいかなってね」


　誇ほこるわけでもなく、当然とばかりにサージェスが腕うでを組む。


「ネイティは、一人でクルーエルのとこ行きたかったかい？」


「え？」


　あまりに唐とう突とつで核かく心しんをついた問いかけに、今度こそネイトは声が出なくなった。


　そう、ずっと気になっていたことだ。なんでみんなこんな朝早くから駅舎ステーシヨンにいて、しかもケルベルク研究所までの乗車券を持っているんだろう。


　これじゃあまるで──


「あ、あの……僕まだ話が」


「なーに水くさいこと言ってんのさネイティ」


「そうそう、一人で色々考えたって頭パンクするだけだぜ」


　サージェス、オーマ。いや、それだけではない。今までしきりに騒さわいでいたクラスメイトたち全員が、ぴたりと会話を止やめて自分を見つめてきた。


　……どういうこと？


「みんなね、ネイト君と一緒だよ」


　すぐ隣となりで、ミオがにこりと微笑ほほえんでいた。


「クルルが心配なのはみんな一いつ緒しよ。クルルがいなくて寂さびしいのも一緒。だから、みんなで話し合ったの。どうすればいいかって。それで決めたの」


　何を決めたんだろう。


　疑ぎ問もんを口にするより先、目の前に立つ男子生徒の一人が言ってきた。


「行くんだろ、クルーエルが看かん病びようされてるケルベルク研究所ってとこ」


　黄色の線が刻きざまれた白制せい服ふく。大おお柄がらながら普ふ段だんは寡か黙もくで大人しい男子生徒だ。


「……アルセムさん？」


　トレミア・アカデミーに来た初日の講こう義ぎのこと。午後の実習講義。自分、ミオ、クルーエル。そして彼とで四人一組のペアを作ったことは今もはっきりと覚えている。


「いくら列車っつってもよ、よく知りもしない場所に一人で行くのは不安だぜ？　行ってやるよ、俺おれたちも」


　オーマが自分へと列車の雑ざつ誌しを放ほうり投なげる。その表紙をさっと眺ながめ、ネイトは目を見開いた。──これ、僕が下調べに使ったのと同じやつだ。


　そう、列車の時じ刻こく表ひようが掲けい載さいされている雑誌。


「ちょっと待った、男子じゃなくてむしろ女子ウチらがメインでしょ。クラス委員さんには早く帰ってきてもらわないと大変なんだから。それに寝ねてるクルーエルの見み舞まいに男連中だけ行かせたらイロイロ問題ありそうだし、見み張はり役も兼かねてね」


　楽しげな笑顔を浮うかべ、サージェスが背負っていたリュックを床ゆかに下ろす。


「ふふ、ネイト君、狐きつねにつままれたような顔してるよ？」


「え……」


　ミオに、ちょこんと頰ほおをつつかれた。


「言ったでしょ？　みんな考えることは同じだって。一昨日おとといクルルがケルベルク研究所に移うつされるって聞いてね、みんな本当はずっと迷まよってたの。『そんなの寂しいよ』、『お見舞いに行く？』、『いやでも、無む断だんてのはまずくない？』って心の中で何度も繰くり返かえして……あたしだってそう。でも迷ってたままずっと答えが出せなくて、でもそんな時にね」


　ミオが、自分が背負うリュックをすっと指さした。


「一昨日、クルルがいなくなるって聞いてわたしたちは動けなかったけど、誰かさんだけは、それを聞くなり一人で保健室に走っていったでしょ。それでみんな気づいたの。『ああ、やっぱりその反はん応のうが正しいんだよな』って。でもあたしね、それがネイト君で良かったと思ってる」


　小冊子パンフレツトを胸むな元もとに掲かかげ、ミオがくすりとおどけたように微笑んだ。


「だってさ、転入してまだ二ふた月つきちょっとしか経たってない子が、それもクラスで一番歳としの小さい子がクラスメイトのためにそこまでするんだよ？」


　その後を継ついだのは、男子のクラス委員だった。


「それを見て何もしないってのは、ちょっと俺たち恰かつ好こう悪すぎだもんな」


　照れたように頰をかくオーマ。


「そういうこと。入学したてからクルーエルと付き合ってるはずのウチら全員、それこそ何のためのクラスなのか分からないものね」


　その横で、サージェスが愉ゆ快かいそうに唇くちびるをにっとつり上げた。


「で、もう一度訊きくけど。ネイティは一人で行きたい？」


　迷うまでもない。


　心の内は、決まっていた。


「──そんなこと、あるはずないです」


　クルーエルさん……聞こえてますか。


　僕だけじゃない、みんな、クルーエルさんが元気になるのを待ってます。だから──


　みんなで、クルーエルさんのところに行きますね。
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　職しよく員いん室しつから教室に向かう途と中ちゆう、ケイトはすれ違ちがった老人に呼び止められた。


「お早うケイト君、どうかな様子は」


　小柄で穏おん和わな雰ふん囲い気きの老人。齢よわいは七十近く。


　この柔にゆう和わな翁おきながここトレミア・アカデミーの創そう設せつ者しやだ、そう来校者に説明したとしてもそれをすぐに信じる者は少ないだろう。


「おはようございます、学園長……ところで様子とは？」


「いや、なに。件くだんのクルーエル・ソフィネット、彼女は君の教室のクラス委員だったと聞いている。クラスの中心にいた彼女が抜ぬけて、やはりクラスメイトもそれなりに困こん惑わくしていないか気になってな」


「その件けんですか」


　手にした出しゆつ席せき簿ぼを胸むねに抱かかえ、ケイトは数秒間黙もつ考こうした。


「それが、私にもふしぎなくらい落ちついてます。クルーエルの様子についても聞かれると思ったのですが、そんな質しつ問もんもまだ一回として」


「ほう。それはまた大人びた配はい慮りよができる生徒たちだ……どれ、ちと興きよう味みもある。ワシも教室の様子を見に行っていいかな」


「ええ、是ぜ非ひいらしてください」


　学園長に激げき励れいの言葉をかけてもらえれば、生徒たちも元気づくだろう。





「ほう、本当に静かだな」


　通路先の教室を遠とお巻まきに眺ながめ、学園長が感かん嘆たんの声を上げる。


「いやそれにしても、まるで誰だれもおらんかのように静かだ」


「またまた学園長、そんなご冗じよう談だんを。きっとみんな朝のこの時間を利用して自習しているんですわ。これこそ日ひ頃ごろの教育の賜たま物ものです」


　笑え顔がおで返し、ケイトはがらりと扉とびらを開けた。


「おはようみんな、朝から予習なんて感心ね。クルーエルはいないけど、その分みんなが──みんな……」


　あ、あれ？


　おかしい、教室に生徒の姿が一人も見えないなんて。


「み、みんな……？　や、やあねえ、隠かくれてないで出てきなさいってば」


　しんと静まりかえる教室。


「ケイト君、あれは？」


　教きよう壇だんの上に一通の手紙が。差出人……クラス一同？


　その手紙には、大きな字で一言。





『クルーエルのお見み舞まいに行ってきまーす！　　　クラス一同』





「……あー、ケイト君？　先ほどこれが教育の賜物といった発言があった気がしたが」


「断だんじて気のせいですっ！」


　手紙をくしゃっと握にぎりつぶし、ケイトは大きく息を吸すいこんだ。


　……落ちつけ、冷静になるんだ自分わたし。教きよう師したるもの、生徒のいたずらには寛かん容ような心で応こたえるのが責せき務むというものだ。ただし、相そう応おうに反省させることは必要だけれど。


「それにしても……あの子たち、やってくれるわね」


「ふ、まあ元気が良いのは好ましいことだがな」


　妙みようなところで感心する学園長に、ケイトは精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼって言ってみた。


「ところで学園長、ケルベルクまでの列車代は出しゆつ張ちよう扱あつかいで支し給きゆうされますか？」




　間奏第三幕　『アルヴィル　─流る浪ろう─』







　とある建物のとある通路にて、日の当たらぬ陰かげに隠かくれるように二人分の影かげが交こう叉さした。


「お待たせ、アルヴィル」


「ずいぶん遅おそかったな。化け粧しようでもしてたのかお嬢じようちゃん」


「ちゃんとシャオって名前で呼よんでほしいな。それに、化粧のせいじゃないよ」


　シャオ、そう名乗った側が通路の日向ひなたに向かう。


　日光を吸きゆう収しゆうする暗あん色しよく系けいの衣い装しようを羽は織おる人物が陽光に晒さらされた。


「お嬢ちゃんてのは否ひ定ていしないのか？」


「よく言われるからね。お兄ちゃんでもお嬢ちゃんでもお好きな方を」


　おっとりした容よう貌ぼうに優やさしさと憂うれいを秘ひめた黒こく瞳どう。かたちの良い朱しゆ唇しんは濡ぬれたような艶つややかさを誇ほこっている。フードの下にうっすら見える素す顔がおは、誰一人として性せい別べつを見み極きわめた者がいないほど中性的で均きん斉せいがとれていた。


「なあ、頼たのむから男なのか女なのかはっきりしてくれよ、せめてヒントでも。もう短い付き合いでもないんだし、そろそろはっきりさせておこうぜ？」


「ふふ、まあいいじゃない」


「くそ……んで、何で支し度たくに手間取ったんだ」


　アルヴィル、そう呼ばれた男が通つう路ろ際ぎわの壁かべによりかかる。


　こちらは長身細身の男だん性せいだった。余よ計けいな頰ほおの肉を全すべて削そぎ落としたような鋭えい利りな顔立ちだが、どこか子こ供どもっぽい瞳ひとみがその雰ふん囲い気きを穏おだやかなものに中和している。だぶついた麻あさ色いろのズボンに半はん袖そでシャツ、肩かたまでの長さの黒くろ獣じゆう皮ひで織おられたジャケットという、外見には無む頓とん着ちやくと思える出いで立たちだ。首元に銀のネックレスが鈍にぶく輝かがやくものの、それも洒落しやれっ気けというにはあまりに安値チープな品であることが一目で分かる。


「通りすがりの猫ねこに懐なつかれちゃって。また今度遊んであげるからって、説得するのに時間がかかった」


「まさか猫語でって言わないよな」


「ううん、セラフェノ音語」


　にこりと微笑ほほえむシャオに、アルヴィルが呆あきれたように腕うでを組んだ。


「あほ、猫にそんな大たい層そうなもんが分かるわけねーじゃん」


「そんなことないよ。セラフェノ音語を用いた名めい詠えい式しきで鳥や草、花が詠よび出せる。だけどセラフェノ音語を理り解かいしてない鳥が、こちらの呼びかけに応こたえてくれると思う？」


　シャオの飄ひよう々ひようとした反はん論ろんに、もう片かた方ほうはしばし沈ちん黙もくして。


「セラフェノ音語で呼びかけることで鳥が詠び出せるなら、そもそも鳥にはセラフェノ音語が通じるはずってか。まあ理り屈くつは通ってるな……ってことは、そこらに生えてる草や花もセラフェノ音語で話しかければ応えてくれるってか？」


　ややあって、彼は諦あきらめたように頭をかいた。


「応えてくれるかどうかは相手と自分の器うつわが共鳴するかどうかだね。一番顕けん著ちよな例が真しん精せい。アレは自分が良しと思う相手にしか語りかけない。それはアルヴィルも知ってるでしょ？」


「真精とそこらの雑ざつ草そうが同じか。シャオ節は今日も冴さえてるな」


「そう？　お褒ほめにあずかりまして」


「……褒めてねーよ」


　やれやれと溜ため息いきをつくアルヴィルに、シャオは無む垢くな笑え顔がおで微笑んだ。


「でもね、これは本当なんだ。この世界のどこにいようと、相手が何であろうとセラフェノ音語は必ず届とどく。そういう風にこの世界は設計されている。だからこそ名詠式が成り立ってるんだから。──ただし、その例外が真しん言ごん。あれは聞こえる者と聞こえない者が明めい確かくに分け隔へだてられる」


「ああ、そういやそんなことお前から聞いたっけな。なんだっけ、真言てのが旧ふるいセラフェノ音語って覚えとけばいいんだよな？」


「うん、それで限かぎりなく百点に近い。百点に限りなく近い零れい点てんだけど」


「うわっ！　なんかすげえむかつく言い方だな、おい」


「説明しようとしても『面めん倒どうだからパス』って逃にげたのアルヴィルだよ？」


　ひとしきり楽しげに表ひよう情じようをゆるめた後、シャオが小さく肩をすくめた。


「真言の存在についてはトレミア・アカデミーのミラー・ケイ・エンデュランスも気づいたようだけど、その意味についてまでは及およんでいないらしい。もっとも、それを解かい読どくしたところで徒と労ろうに終わるだろうけれど」


「難むずかしいからか？」


「さっきも言ったけど、真言は聞き手を選ぶ。今この世界で言うならば、好んで使用するのは空くう白はく名詠の調ちよう律りつ者しやたるアマリリスだけ。誰かが真言を解読したところで、アマリリスがクルーエル以外に懐なつくはずもないからね」


「あー、やっぱいいや。オレ頭悪いからそういうの面倒」


　お手上げとでも言わんばかりにアルヴィルが手を上げる。その仕草にくすりと笑いを洩もらし、シャオは通路を歩きだした。


「夜ネ明イけトが動きだした。自分たちもそろそろ行こう」


「あれ、追うのってミシュダルじゃなかったのか？」


　ぽかんと口を開けるアルヴィルに、シャオは足を止めぬまま。


「しかるべき時、しかるべき場所にしかるべき者たちが集まる。ミシュダルも同様だよ。追うのではなく、同じ場所に集つどうつもりで行けばいい」


「はいはい、んで場所は？」


「ケルベルク研究所本部。どうやらそこで一つの決着がつきそうだから」
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　三奏　『苦しむ、ということ』
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　トレミア・アカデミーから最も近い駅舎ステーシヨン。


　出発を待つ急行列車のとある一室にて──


「なあエンネ、やけに隣となりの部屋がうるさくないか？」


　読んでいた雑ざつ誌しを丸め、ゼッセルは同室の同どう僚りように訊たずねた。


「そうね、どうやら隣の部屋も貸かし切りのようだけど……妙みように子こ供どもの声が響ひびくわね。聞いてると夏の臨りん海かい学がつ校こうを思いだすわ。あの時はうちの生徒と他校の生徒が喧けん嘩かして大変だったから」


「いやていうか俺おれが言いたいのは……なあエンネ、さっき部屋に入る前にちらっと見たんだけど、隣の奴やつらうちの生徒じゃないか？」


　自分やエンネはとある要よう請せいを受けての特別長期出しゆつ張ちよう。列車を利用するため駅舎ステーシヨンへやって来てみれば、そこには妙に覚えのある生徒たちが。


「まさか、何言ってるのよゼッセル。なんで列車にうちの学校の子がいるの？　夏休みはとっくに終わったでしょ」


「いや……だって制せい服ふくが似にてたんだよ。ミラーも見ただろ？」


　窓まど沿ぞいのソファーに腰こし掛かける同僚に同意を求めるものの。


「ふ、まあ落ちつけゼッセル。エンネの言うとおり、今の時期は講こう義ぎも通つう常じよう通りだ。そうだろう？」


　慣なれた仕草で眼鏡めがねのブリッジを右手の中指で押おし上げるミラー。


「それに俺のデータによれば、全学年において特別な旅行や課外学習は零ゼロ、部活動においても遠えん征せい試合などを予定しているのはなかったはず。つまり、出張でこの列車を利用する俺たちと乗り合うような生徒はいない。制服と言ったって似たような学校はいくらでもある。見み間ま違ちがいだろう」


「そっか……そうだよな」


　襟えり元もとに黒の線が刻きざまれた幼おさない学生だったり、やたら長い鎗やりを背せ負おった女子生徒だったりが見えた気もしたけど、単なる偶ぐう然ぜんなんだよな、うん。





　　　　２





「ねえオーマ、この部屋なんとかならなかったの。狭せますぎるのよっ！」


　不満を口にするサージェスに、男子のクラス委員は呆あきれ笑いを浮うかべたまま。


「しょうがないだろ。修しゆう学がく旅りよ行こうとかの学校行事で学がく割わりがきくならともかく、貧びん乏ぼう学生がクラス一同で列車の一部屋を借りるにはここしかなかったんだって」


「……う、まあ確たしかにそうかも。仕方ないわね、天てん井じようにハンモック吊つり下げてそこで昼ひる寝ねでもしてるわ」


　ソファーが三つに椅い子すが四つ、あとはテーブルと小さな鉢はち植うえが飾かざられた一室。本来はせいぜい十人用の部屋だろう。予定人数に対し空間自体は多少ゆとりのある設せつ計けいになっているとはいえ、限げん度どというものがある。クラスの男女三十人強が無理やり入れば、サージェスのように不満を洩もらしたくなるのも確かに頷うなずけるというものだ。


「ていうか暑苦しい！　おら、もっとそこ詰つめろ！」


「いてっ、押すなバカ！　こっちだって一いつ杯ぱい一杯なんだっての」


「お前らうるせぇぇぇえっ！　少しは黙だまれぇぇ！」


　部屋の右半分。こちらは男子が押し合いへし合いの大だい乱らん闘とう。


　それと打って変わって、部屋の左半分に集まる女子はというと──こちらは密みつ着ちやくした状じよう態たいで盤ばんゲームの試合に熱中していた。


「あああっ、今テーブル揺ゆらしたの誰だれっ、ゲームの駒こまがぐちゃぐちゃにひっくり返っちゃったよぉ……」


　状じよう況きようを有利に進めていた場面を崩くずされ、ミオがしょんぼりと肩かたを落とす。


「いいじゃんいいじゃん。ミオってばクラスで一番強いし、ハンデハンデ」


「……うぅ、まあいいや。どのみち次で王手チエツクメイトだし、っと」


「えええええ、何それっ？」


　こんな具合。


　それを、生なま温あたたかい目でネイトはぼんやりと見つめていた。


　……みんな、クルーエルさんのお見み舞まいってこと忘わすれてないかな。


「そう？　行く前からどんよりしたり神しん妙みような雰ふん囲い気きだったりするより、あたしはこれくらい元気なのが好きだよ。クルーエルを励はげましに行くんだから、あたしらが元気じゃなかったら元も子もないじゃん」


　やおら、勢いきおいよく背中を叩たたかれた。振ふり返ってみれば案の定、予想通りの人物が。


「ちび君はホントに顔に気持ちがはっきり出るね」


「あれ、エイダさんは今までどこ行ってたんですか」


　口で答える代わりに、エイダは布ぬのに包まれた巨きよ大だいな鎗を掲かかげてみせた。


「……取り調べ。祓ジ戈ル持って廊ろう下か歩いてたら、乗じよう務む員いんの人に不ふ審しん人物扱あつかいされたし。ていうかこの部屋暑いね。蒸むし風ぶ呂ろみたい」


「狭い部屋にこれだけの大人数ですから」


　十人乗りの部屋に三十人強の学生が無理やり乗りこんだのだ。列車の乗務員に見つかったら即そく座ざに通つう報ほうなのだが、どうもこのクラスメイトたちは静かにするという発想が欠けつ如じよしているらしい。


「で、他の女子みんなボードゲームか。……さてどうしよう。ちび君、ちょっとあたしとデートしよっか」


「デ、デデ、デートっ？　そんな突とつ然ぜん、ぼ、僕……」


「ううん、ちょっと外行かないかって意味。そんな顔を真っ赤にしたり真っ青にしたりしなくていいよ」


　むしろこっちが驚おどろいた、そう言わんばかりにエイダが後ずさる。


「あ、外行くなら僕いい場所知ってます」


「いやそんなころりと……ちび君、あたしとデートってそんなに嫌いや？」
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「あーもう無理！」


　頭をかきむしり、ゼッセルはとうとう音ねを上げた。


　ミラーは読書、エンネは部屋に置かれた植うえ木き鉢ばちいじり。一方で、ゼッセルには部屋内で時間を潰つぶせるような趣しゆ味みがほとんどなかった。


「すんげえ暇ひまだ。あとどれくらいかかるんだっけ？」


「二時間ほどだな」


　手元の本から目を離さず、時計も見ずに答えるミラー。


「ゼッセル、お前も何か読むか。読みたいのがあれば貸すけど」


　いや、だってお前、そこに積んであるの全部百科事典じゃん。


「……あんまり面おも白しろくなさそうだからパス」


「興きよう味み深いという意味では面白いぞ」


「いや、遠えん慮りよしとく」


　しょうがない、時間まで寝ねてるしかなさそうだ。身近にあったソファーに座すわりこみ目をつむる。だが──


「なあミラー、しつこいようだけど隣となりの部屋うるさくないか」


　ソファーのすぐ背はい後ごにある壁かべ越ごしに、隣りん室しつの騒さわぎが響ひびいて仕方ない。寝ようと思っても寝られるような状じよう況きようではないのだ。


「そうか？　俺は本に集中してたからあまり気にならなかったけどな」


「つぅかさ、さっきから聞き覚えのある声な気もするんだよ」


　まだ記き憶おくに新しい、一年生を連れて夏期合宿に行った時のことだ。一年生の専せん攻こう者しやの講こう義ぎも受けもったのだが、どうもその時に聞いた声が混まじっているような。


　それに──


〝あれ、ネイト君どこ行った〟


〝そういやエイダもいないな〟


〝ああ、エイダならさっき乗務員さんに取り調べられてた。トレミア・アカデミーの名前は出さなかったらしいから、学校に連れん絡らくが行くことはないと思うけど〟


　ネイト、エイダ、トレミア・アカデミー……


「隣の部屋、妙に聞き覚えのある名前が聞こえてくる気がするんだけどさ」


「もう、まだそんなこと言ってるのゼッセルってば」


　植木鉢の観葉植物になぜか自前のリボンを巻まきながら、エンネが呆あきれたように振ふり返る。


「さっきも言ったでしょ。うちの生徒はみんな学校で勉強してるはずよ」


「……そうなんだけどよ」


　ソファーに背せを預あずけた姿で、ゼッセルは扉とびらに塡はめられた窓まどを見上げた。


　と、その途と端たん。


　ひょっこりと、自分がよく知る生徒と非常によく似にた顔立ちの少年の顔が見えた。夜色の髪かみに夜色の瞳ひとみ、まだ中ちゆう性せい的てきであどけない顔立ちの──


「ね、ネイトっ!?」


　思わずソファーから跳はね起きる。


「どうしたのゼッセル、大声なんか出しちゃって」


「い、今、ネイト・イェレミーアスが外の通路歩いてた！　夜色名詠の！」


「……いないじゃない」


　自分が指を指す窓をエンネも見つめる。だがその時には既すでに、ネイトと思おぼしき少年はこの部屋を通り過すぎていた後だった。


「いや、いたんだって！」


　少年がこちらに気づいてくれれば良かったのだが、あいにく窓の材ざい質しつには特とく殊しゆガラスが使用され、通路側からは室内が見えないようになっている。


「ゼッセル、あなたもしかして疲つかれてる？」


　エンネが窓から顔を背そむけたその瞬しゆん間かん、またもや。


　ひょっこりと、自分がよく知る生徒と非ひ常じようによく似にた顔立ちの少女が窓に映うつった。亜あ麻ま色いろの短たん髪ぱつに琥こ珀はく色の瞳、日焼けした肌はだのボーイッシュな──


「え、エンネ！　うしろうしろ！　エイダ・ユンが歩いてるっ！　祓名民ジルシエの！」


「いないじゃない」


「いないな」


　自分が指を指す窓をエンネとミラーの二人が見つめる。だがその時には既に、エイダと思しき少女はこの部屋を通り過すぎた後だった。


「ばか、お前ら振り返るの遅おそいっての！　今度こそ本当にいたんだってば！」


　必死の抵てい抗こうの結果。


「……分かった、お前が正しいよゼッセル」


「うん。なんとなく理り解かいできたわ」


「おお、さすがミラー、エンネ。分かってくれたんだな！」


　するとその二人は揃そろって、珍めずらしく切ない表ひよう情じようを浮うかべて。


「ああ、もういい、もういいんだ。長旅で疲れているんだろう、少し休むといい」


「そうね、最近残業が続いていたようだったしね」


　口々に、妙みように優やさしい声で諭さとしてくる幼おさな馴な染じみ二人。


「ちくしょう、全然分かってねえじゃねえか！」


「あ、おい、ゼッセル？」


　ミラーの呼よびかけも聞かずゼッセルは通路の外に飛び出した。


　くそ、気になって眠ねむれるかっての。
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「へえ、こんな場所あったんだ」


　吹ふき抜ぬける風に、先を歩くエイダの髪がふわりと舞まった。


「お洒落しやれっていうかロマンチックっていうか、うーん、表ひよう現げんに迷まようね」


　列車の最さい後こう尾びは、テラスを思わせる吹き抜けの設せつ計けいだった。


　転落防ぼう止し用ようの柵さくがあるものの、視し界かいを遮さえぎるものは皆かい無む。車両内から窓の外を見つめる時の閉へい塞そく感かんもなく、流れるように過ぎていく景け色しきを眺ながめるには最さい適てきの場所だろう。足あし下もとは、列車の硬こう質しつなイメージからほど遠い木板造の床フローリング。椅い子すとテーブルが用意されれば、そのまま野外の喫きつ茶さ店てんでも開けそうな空間だ。


「夏期合宿で列車に乗った時見つけたんです。あの時は最初ここに僕ぼく一人でいて、そしたらクルーエルさんも来てくれて」


　嬉うれしそうに先へと歩いていくエイダ、その後をネイトも追った。


「そうだ、聞き忘わすれてたことがあったんだ」


　空間の中央を過ぎたほどの場所で、前を歩くエイダがくるりと振ふり向いた。


「僕にですか」


「うん、本当ならちび君一人でこっそり行くはずだっただろ。その出がけにって思ってたんだけど、こんな状じよう況きようになったから聞くタイミング逃のがしててさ。今ちょうど二人っきりだから」


　風にそよぐ髪を手で押おさえ、エイダがすっと両目を細めた。睨にらみつけるというより、こちらの反はん応のうを見み逃のがさないため。そんな雰ふん囲い気きだ。


「ちび君はクルーエルのこと、どれくらい知ってる？」


「僕が知ってることって……ええと……僕より三つ年上で、今は女子寮りようだけど両親はずっと離はなれた場所に住んでるって」


「あ、言い方が悪かった。そういうプライベートなことってわけじゃなくてさ」


　一いつ瞬しゆんはにかむような表情、だがすぐに、彼女の視し線せんは再ふたたび細く鋭するどくなった。


「あたしが聞きたいのは、クルーエルの今の病気をどこまで知ってるかってこと」


　──病気？


　原げん因いん不明とされている、クルーエルを昏こん睡すいに陥おちいらせている何か。それを聞いて真っ先に思いだすのが、医い務む室での記き憶おくだった。


　他ほかならぬ彼女から告げられた、あのふしぎなメッセージだ。





〝わたし、少し前からずっと声が聞こえてるの〟


〝……うん、すごくわたしそっくりの声。わたしそのものかもしれないし、全まつたく別の誰かかもしれない〟


〝わたしの心の中にね、黎明の神鳥フエニツクスじゃない、別の何かがいるかもしれない〟


〝赤……じゃない。何かもっと、似にてるようで違ちがう色かもしれない〟





　そう、確たしかに思いあたる節はある。それが病気の原因そのものかは分からないが、それ以外に疑うたがわしきものが思いあたらないからだ。ネイトも何度となく理由を考えてみたが、消去法で削けずっていくと必ずあのメッセージにたどり着く。


　でもそれは──


〝ネイト、キミにだけは伝えておくね〟


　本当は、彼女は誰にも教えたくなかったはずなのだ。それを押して自分にだけは打ち明けてくれた。


　……僕、それを他の人に言っていいのかな。


　あの夜にクルーエルが浮かべた悲ひ愴そうな表ひよう情じようを見れば、誰にでも容よう易いに打ち明けられる内ない容ようでないことは明白だった。きっと自分一人に告げた時だって、彼女にとっては並なみ々なみならぬ苦く痛つうがあったに違いない。


「その表情、何か知ってそうだね。でも言えないってこと？」


　鎗やりの切っ先を思わせる鈍にぶい光を放つ、彼女の琥珀色の双そう眸ぼう。心中を見み透すかされたような寒気に、ネイトは反はん射しや的てきに顔を背そむけた。


「あ……っと、その……」


「じゃあ、まずはあたしの知ってることから話そうかな」


　何気ない足取りで、端はしの鉄てつ柵さくまで彼女が歩いていく。


「え？」


「状況が状況だし、お互たがい手持ちの情じよう報ほうを隠かくしても仕方ないんだよ」


　鉄柵に寄よりかかり、エイダが視線で虚こ空くうを射い貫ぬく。


「ふしぎなもんだよね。あたしこの学校に来るまでは名めい詠えいって五色きりだと思ってた。でもいきなり夜色名詠なんていう異い端たん色が使える子が転入してきてさ」


　異端色。それがどれだけ扱あつかいに困こまるかは、ネイト自身実感したことがある。実はネイトがトレミア・アカデミーに転入する際さい、最も苦労をしたのが転入手続きだったからだ。


　専せん攻こう色の記入欄らんには夜色名詠などというスペースは当然ない。それを無理やり書いて提てい出しゆつしたら総そう務む室に呼ばれ、次は職しよく員いん室、最後には学園長室で学園長に対面審しん査さを受けた。だが今思えば、それでもこうして入学許きよ可かを得られただけ幸運だったのかもしれない。


「灰はい色いろ名詠ってのはまあ、あたしからすればとりあえず白の反唱で還かえせたから白って思ってる。名詠士というより祓名民ジルシエの立場でね。だけどその観点で見ると、やっぱり夜色名詠は本当に全く別の色だと思わざるをえないわけだ」


　夏期合宿から帰って間もない頃ころ、エイダの反唱実験に付き合ったことがある。結果、五色の名詠のいずれも、夜色名詠の反唱には適てきさなかった。だが──


「でも、もう一つ、あたしがいまだにわけ分かんない名詠色があってさ……浸しん透とう者しや、ちび君も戦ったから覚えてるだろ。空白名詠ってので詠よび出された名詠生物」


　空白名詠。


　夜色名詠と相そう克こくするもう一つの異端色。


「ちび君は夜色名詠で空白名詠を還せたんだよね。ならさ、ちび君からみれば空白名詠ってどんなイメージ？　自分の夜色名詠と似てる？」


「……分からないです」


　色のイメージは似ているのかもしれない。夜色名詠で反唱ができたということは、祓名民ジルシエの理り屈くつならば二つは同どう系けい統とうの色と括くくられるだろう。


　それを承しよう知ちでなお、ネイトには何かが引っかかっていた。二つはどこか根本的なところで何かが違ちがう気がしてならないのだ。そう、それもひどく対照的な違い。陽ひと影かげ、正と負。いや、それ以上に隔へだたれた差があるように感じて仕方ない。


「シャオって奴から聞いたことをあえて真に受けた上で話すけど、〈孵石エツグ〉の中身が、実は空白名詠のための触媒カタリストだったことは知ってる？」


「──いえ」


　ただ、あの〈孵石エツグ〉の中身がただの一触媒カタリストでないとはうすうす感じていたことだ。


「そしてその触媒カタリストは、空白名詠の真しん精せいを詠び出すための特有触媒カタリストでもある。空白名詠の真精、アマリリスを名詠するための」


　アマリリス？





〝アマリリスっていうの。わたし昔からこの花好きだから〟


〝……黎明よあけが近づくほど、花は早く咲さくのかな〟





　今でもはっきりと覚えてる。初めてクルーエルさんの名詠を見た時だ。それに、この前浸透者に襲おそわれた時にも耳にした。


　だけど、それがよりによって真精の名前？


「しかも、アマリリスは既すでに名詠されているらしいんだ。それもクルーエルの心の中にね。クルーエルが昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいってるのは、心の中であの子と真精が衝しよう突とつを続けているから。とまあ、あたしが摑つかんでるのはこれくらい。あまり信しん憑ぴよう性せいないけどね」


「……いえ。たぶん、それ合ってます」


　ごまかし笑いを浮うかべるエイダに、ネイトは躊躇ためらいながらも頷うなずいた。


「クルーエルさんが教えてくれたんです。自分の中に黎明の神鳥フエニツクスじゃない何かがいて、それが話しかけてくるって。赤じゃない、もっと別の色の何かだって」


「……つまりクルーエル自身、ずっと悩なやんでたわけだ。そんな状じよう況きようだったなら大おお事ごとになる前に相談してくれればいいのにね……あの子、本当にそういうとこ頑がん固こなんだから」


　腕うでを組み、エイダが乾かわいた笑えみを浮かべる。


「アマリリスがどんな奴か、クルーエルは知ってるの？」


「いえ、クルーエルさん自身にも分かってなさそうでした。ただその声がすごく自分に似てるって言ってたような」


「これまた意味深なことで」


　額ひたいにしわをよせ、エイダがじっと黙だまりこむ。


「でも僕分からないんです。名詠って自分の心をかたちにして詠よび出すって母さんから教えてもらったことがあるんです。もしクルーエルさんの心の中にアマリリスっていう真精がいても、それが悪い真精のはずないのに」


「それは分からないな。たとえば名詠の暴ぼう走そうってのがあるでしょ。あれだって別に名詠者が意い識しきしてそうなったわけじゃないしね」


　エイダの反はん論ろんに、ネイトはさらに続けた。


「いえ、でもそれが真精なら話は別だと思うんです」


　第一音階の三重連れん縛ばく。特定の〈讃来歌オラトリオ〉、特定の触媒カタリストを用意し、最後に真精自身から真名を授さずかることでようやく条じよう件けんが満たされる。それはつまり──


「真精を詠ぶには、その真精に気に入られないと詠ぶことができないはずだから」


「確たしかに、それを言われるとあたしも困こまるな」


　癖くせのある亜あ麻ま色いろの髪かみを手て櫛ぐしで梳すいて、エイダが自身の足あし下もとをぼんやりと見つめる。


「結局あたしたちは、何かを知っているようでまるで知らないのかもしれない。もしかしたら核かく心しんに近いところまで来ているのかもしれないけど、それが核心であることすら気づいてないのかもしれないね」


「でも、今はそれでもやれることをやらないと」


　何かすごいことを理り解かいしようとは思わない。今はただ、大切な人のためにできることを片かたっ端ぱしからしていきたい。だけどその前に──


「……そういえば、僕も気になってたことがあるんです」


　たった一つ、何よりもまず確かく認にんしておきたいことがあった。


「エイダさんて、ティンカさんと仲良いですよね」


「ん？　まあ親おや父じの知り合いってだけだけどね。でも割わりと小さい頃ころからティンカとは知り合いだったかな」


「それなら、ティンカさんから聞いてませんか」


「何を？」


　こちらの思おも惑わくにまるで思いあたらないというように、エイダが首を傾かしげる。


　だから、ネイトは彼女に真っ向から告げた。


「クルーエルさんの本当の具合です。あとどれくらい保もつんですか」


「ちび君？」


　無理に笑おうとして、でもその表ひよう情じようは泣き笑いが精せい一いつ杯ぱいだった。


　……だめだ、やっぱり僕はすぐ気持ちが顔に出ちゃうから。


「ケイト先生がクラスで教えてくれた時は『じき治る』だし、ティンカさんも『信じてください』の一いつ点てん張ばりです。でも……僕、転入する少し前に母さんを亡なくしてるから」


　母は元から身体からだが弱かった、病びよう気きの原げん因いんだって分かってた。クルーエルのものとは違ちがう。でも、それでもすごく重なって見えるのだ。かつての母と今の彼女が。


「……僕だって、本当はクルーエルさんの具合が危き険けんなことぐらい分かってました」


　分かってた。分かってたけど、必ず治るって信じてた。


　でも今は知りたい。残された時間がどれだけなのか。


「エイダさんお願いです、もうこれ以上大切な人がいなくなっちゃうの嫌いやなんですっ！」


　母が病気の床とこに臥ふせた時、何もできない自分が悔くやしくて仕方なかった。


　何をすればいいのかも分からなくて泣いてばかりいて、それをまた寝ね床どこにいる母に心配される自分が腹はら立だたしかった。


　もう、あの時のような悔しい思いはしたくない。


「──ティンカの見立てでは一週間が限げん界かいだって話だった」


　血を吐はくような面持ちで告げエイダが顔を横に向ける。


「……そうですか」


　一週間。それがエイダが聞いた時の見立て。既すでにそれから二日は経たっているはずだ。


　もう本当に時間がない。


「ちび君、ティンカを庇かばうようかもしれないけどさ、ティンカがクルーエルをケルベルクに移うつしたのは、ちび君や他のクラスメイトを安心させようって配はい慮りよだったんだ。その気持ちは決して噓うそじゃない」


「分かってます、ティンカさんは本当に優やさしい人ですから」


　大陸中の医い師しの中から〈イ短調〉に選ばれたほどだ、彼女の医者としての力量は確かなはず。患かん者じややその周囲にも配慮できる性せい格かくだというのも分かる。でも彼女の病気が名詠式に根ざしたものであるのなら、きっと医者では助けることができない。


「だから、僕がクルーエルさんを助けたいんです」


　一人でもケルベルク研究所本部に行く、そう決意した時にためらいは全部振ふり切った。


　会いに行くだけじゃない、クルーエルさんを助けるために行く。


「……うん」


　頷うなずいてすぐ、素す肌はだを晒さらしたままの肩かたを両手で抱だきしめる恰かつ好こうでエイダがうつむいた。


「ごめん、ここ風が強いから身体が少し冷えちゃった。……あたし、そろそろみんなのとこ戻もどるよ」


　それは、泣いているのではと思うくらい寂さびしくて弱々しい声だった。


　不安定な足取りで彼女は自分の横を通り過すぎ──


「ちび君」


　背はい後ごで、ふとエイダの足音が止まった。


「ティンカが言ってたんだ。クルーエルの病気は祓名民ジルシエにも医者にも治せないだろうって。クルーエルの心の中の問題だからって。だから、もしクルーエルを助けられるとしたら、きっとあの子の心に直ちよく接せつ届とどくような何かが必要なんだと思う」


　クルーエルさんの心に直接届くもの？


　それは、いったい何だろう──


「すごく曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとしたものだけどさ。万一あの子に誰だれかの声きもちが届くとしたら、それは、君の声きもちだけかもしれない……それだけは忘わすれないで」
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〝──風、気持ちいいね〟





　かつてこの場所で、彼女は詠うたうようにそう言った。せっかくの旅行なのにアーマがいない、この場でそんな寂しさに暮くれていた時のことだ。


〝寂しい気持ちは分かるから謝あやまらなくていいよ。でもね〟


〝ミオもわたしもケイト先生も、みんなキミの近くにいるんだから。もっと頼たよってもらってもいいって気持ちはあるかな〟


　アーマの代わりに一いつ緒しよにいてくれた人が今はいない。ううん、いないわけじゃない。


　僕ぼくが今から助けにいかなくちゃいけない。どうやって、どうすれば、そんなこともまるで分かっていないけど、それでも何とかしなくちゃいけない。


「僕の声、届くのか……な」


　握にぎった拳こぶしを見つめる。白くなるほど固かたく握った手を。


「あー、なるほどね」


　不意に聞こえた声に、ネイトは反はん射しや的てきに振り向いた。


「ミラーの奴やつが『あの二人はやはり親子だよ』って言ってた理由がようやく分かったぜ。親子揃そろって頑がん固こというか、一度決めたらテコでも動かない性せい格かくなんだな」


　黒の靴くつに黒のズボン、上は白のワイシャツという出いで立たちの男だん性せいだった。服ふく装そうからは誰か判はん別べつがつかなかったが、その顔は学園で見知った顔だった。


「ゼッセル先生？」


「ったくこんなところにいたのか、クラスの連中に聞いても、どこ行ったか知らないって首振るし。探さがしたぜ？」


　トレミア・アカデミーの教きよう師しがなぜここに。まさか、自分たちを連れ戻もどしに？


「あ、あのっ！　僕たちは──」


「あー、そんな慌あわてるな。俺おれたちは単に出しゆつ張ちようで乗り合わせただけだから。お前たちが海に行こうが山に行こうが関かん与よしねえよ」


　何とか弁べん解かいしようとしたものの、それを教師に制せいされた。


「……いいんですか？」


　見み逃のがしてくれるの？　でもいくら何でも話ができすぎてる気が。


「ま、あとでケイトに叱しかられるのは覚かく悟ごしておけよ」


　不安をよそに、ゼッセル教師が気楽な足取りで柵さくまで近づき、そこから身を乗り出した。


「へえ、確たしかに良い眺ながめだな。ちっとばかし風が強いから長なが居いする気は起きねえけど」


「あ、あの……ゼッセル先生？」


　ズボンのポケットに両手を入れたまま、その教師は鉄柵に背せを預あずけた恰かつ好こうでにやりと口の端はしをつり上げた。


「好いいクラスだな。遠い医い療りよう機関に移うつされた友人のために、クラス全員がこうして見み舞まいに行くってのは普ふ通つうなかなかできないぞ。ケルベルク研究所なんてお堅かたい場所だから余よ計けいに大変だろうに」


「──全部知ってるんですか？」


「ここ寄よる前、クラスが借りきってる部屋に怒ど鳴なりこんだからな。割わりと慌てたようだったけど、中には冷静な子もいてな。『クルルのお見舞いに行くんです！』って威い勢せい良く啖たん呵か切った女の子にはちょっと驚おどろいた。金きん髪ぱつで小こ柄がらでお人形みたいに華きや奢しやな子なのに、あれだけ中身がしっかりしてるとはな」


　クルル、彼女をその愛あい称しようで呼よぶのは一人しかいなかった。


　そういえば、クルーエルさん自身はクルルって愛称はあまり好きそうじゃなかったっけ。それでも、その愛称で呼ばれて怒おこりだすことは一度もなかったけれど。


「なんか、お前たち見てると面おも白しろいよ。昔の俺たちもそんなんだったのかなって」


「僕、そんなに母さんと似にてるんですか」


「大人しそうなのに、どっか一部分がやたら頑がん固こそうなところが特にな」


　思い出し笑いなのか、低い声でゼッセル教師が笑い声を上げる。


「ミドルスクールの最上級生だった頃ころの話だ。俺、ミラー、エンネ、それにカインツとイブマリー。今トレミア・アカデミーに関係してる五人は一緒のクラスだった。ちなみに先生はジェシカ教師長な」


　ズボンからワイシャツの端をのぞかせるゼッセル教師。だらしない恰好のはずなのに、それがふしぎと似合っていた。


「あの頃は、俺たち三人は特別カインツやイブマリーと仲が良いわけじゃなかった。カインツは友人も多かったけど親友は作らずって感じだったし、イブマリーに至いたっては友人どころか知り合いも作らずって感じだった」


　それは、幼おさない頃からネイトも薄うす々うす感じていたことだった。学園時代の話を聞こうとしても、母が話してくれたのは当時の講こう義ぎ内ない容ようについてだけ。友人との学校生活などはまるきりだった。


「夜色名詠なんて聞いても笑ってバカにしてた側がわだった。……今じゃひどく後こう悔かいしてるけどな。イブマリー、その頃の話をお前にしたことあるか？」


「……いえ。母さん、ほとんど教えてくれなくて」


「そうだな、いつか時間とってゆっくり話してやりたいよ。写真もミラーが何なん枚まいか持ってたはずだ。たしか職しよく員いん室にも一枚飾かざってたな」


　そう言い終え、にわかにゼッセル教師が口を閉とじた。


　どうしたんだろう。見上げると、彼は居い心ごこ地ち悪そうな表ひよう情じようで腕うでを組んでいた。


「お前たちが見舞いに行こうとしてるクルーエル。あの子は職員室でも最近特に話題になってた。あんまり嬉うれしくはないだろう意味でな」


　嬉しくない意味で。


　その内容が何を意味するか、言われずともネイトには心当たりがあった。


「まだ一年生ながら黎明の神鳥フエニツクスを詠び出せて、さらには後罪クライムの触媒カタリストで名詠が自在にできちまう。お前ら若わかい連中から見ればすごいの一言で片かた付づくかもしれないけどな」


　そうなのだ。自分やエイダ、ミオなどはそれを見てすごいと思って、でもそれだけ。教師やサリナルヴァが見せるような特別な疑ぎ心しんや不安は抱いだかなかった。


「気持ちは分かるぜ。むしろお前らの感覚の方が正しいと思う時もある。けどな、長いこと他の生徒を見てる教オ師レらからすればやっぱり異い常じように映うつっちまうんだ。つい平へい均きん化かした生徒を正せい常じようだと思いこんじまう。あとは、実じつ際さいにそれを見ていない教師からは『偶ぐう然ぜんだ』だの『何かの間ま違ちがいでは』なんかもあったな。いずれにせよ嫌いやな空気が漂ただよってたよ」


「……そうですか」


　屋上で、寂さびしげに一人立っていた時のクルーエルの表情。今思えば、彼女が学園に息苦しさを感じるのも当然だったのかもしれない。


「でもな、ふと思ったんだ」


　錆さびついた鈍にび色いろの哀あい愁しゆうを瞳ひとみに点ともし、その教きよう師しは頭上を見上げた。


「あの時のイブマリーもそういう視し線せんで見られてたのかなって。教師から『あれは問題児だ』、『できの悪い子が逃とう避ひしているだけ』とか散さん々ざんな。俺の言いたいこと、分かるか？」


「──今のクルーエルさんが、昔の母さんと同じってことですか」


　学園で、教師からも生徒からも奇き異いの視線で見られる孤こ独どく感、圧あつ迫ぱく感。


「ああ。辛つらいと思うぜ……俺たちは、それに気づくのが遅おそすぎた。だからこそお前には伝えておきたくてな」


　なぜかは分からない。だけど、教師のその一言はとても嬉しかった。


　まるで、自分が一番欲ほしかった最後の後あと押おしをしてもらったような気がしたから。


「お前はあの子の傍そばにいてやれ。なに、俺なんかも昔は無む断だん欠席の常じよう習しゆう犯はんだったぜ。それでも何とかやってけるんだ。腹はら括くくったなら、気の済すむまで自分を通しちまえよ」


「──はい！」


　豪ごう快かいな笑え顔がおを見せるゼッセル教師に、ネイトも力いっぱい頷うなずいた。




　四奏　『そんな全すべての残ざん酷こくを心に負って』
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　その風には色とりどりの薫かおりがあった。


　歩道の両側に植えられた芝しば生ふは若わかい緑の薫り、視し界かいの遥はるか先にぼんやりと見える花か壇だんからは、風に吹ふかれて色鮮あざやかな草花の薫り。頭上からは、歩道の左手側に生おい茂しげる大たい樹じゆの濃こい緑の薫りがそっとほおを撫なでていく。


「まるでお金持ちの別べつ荘そうにでも来た気分ね」


　鮮やかに輝かがやく天上の陽ひの中、日ひ傘がさを片かた手てにティンカは歩道を進んでいった。


　ごく簡かん単たんな石いし畳だたみを基き調ちように、その端はしには名も知らぬ雑ざつ草そうが生い茂る。そのさらに外側では背せの高い木立が幾いく重えにも連なって植えられている。


　ケルベルク研究所本部、保ほ養よう区く。その区画に敷しかれた歩道は、まるで自然の並なみ木き道みちを思わせた。


「それに、これだってそうね」


　目の前に見えてきた建物を前に、ティンカはわずかに微び笑しようを洩もらした。


　赤茶けた三角屋根に丸太を組み合わせて造りあげたコテージ。規き模ぼとしては一いつ般ぱん住じゆう宅たくを優ゆうに二回りほど上回る。四、五人が寝ね泊とまりする通つう常じようのコテージと比くらべるなら相当の建けん築ちく規模と言えるだろう。ただ巨きよ大だいなだけではない。使用されている木材や外部に取りつけられた照明は最高の物を、周囲の木立や足あし下もとの花々などはきめ細やかな管理が行き届とどいているのが見てとれる。


「素す敵てき、病人でなくとも泊とまってみたくなる場所ね」


　日傘を折り畳たたみ、ティンカはコテージの扉とびらをノックした。一見すれば洒落しやれた宿しゆく泊はく施し設せつ。しかしこの建物こそが、ケルベルク研究所本部が誇ほこる療りよう養よう施設なのだ。


　ギィ、と木もく製せい特有の渋しぶみのある音を立て、その扉が開いていく。


「あ、ティンカ先生。もう休きゆう憩けい終えられたんですか？」


　隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、ケルベルク職しよく員いん証しようを胸むな元もとに下げた若い女性職員だった。まだ採さい用ようされて日が浅いのだろう。研究服に身を包み、金きん髪ぱつをピンで結ゆい上あげた姿すがたが初うい々ういしく映うつる。


「ええ、時間には早いけれどやはり気になったので」


　日傘を扉の脇わきに立てかけ、ティンカは誘ゆう導どうされるままコテージの中に足を進めた。木板造の床フローリングに、丸太をそのまま活いかした横よこ壁かべ。病びよう棟とうに閉とじこめられる、そんな閉へい鎖さ的てきなイメージを嫌きらう患かん者じやに配はい慮りよしてのことだろう。


「彼女の容よう態だいはどうですか」


　通路を先せん導どうする女じよ性せいの背せ中なかに声をかける。


「……わたしが説明するより、見ていただいた方が早いです」


　歩く速度を落とさぬまま、彼女の返答は単たん純じゆんなものだった。


「どうぞ、こちらです」


　とある個こ室しつの前で女性職員が歩みを止める。彼女と視し線せんだけで会え釈しやくを交かわし、ティンカは眼がん前ぜんの扉を開けた。


　眩まばゆい陽が射しこむ小さな一室。廊ろう下か側の壁に小さなタンスがただ一つ。必要最さい低てい限げんの調度品を除のぞいては花か瓶びんの一つ、絵画の一いち枚まいもない部屋。その中央に、木製のベッドだけがぽつんと取り残されたように配置されていた。


　ベッドに寝ねかされた一人の少女。燃もえるような、真っ赤なルビーよりも深く輝く緋ひ色いろの髪かみだけが、まるで生命の証あかしであるかのように輝いていた。


　──クルーエル・ソフィネット。


「一時間前と何なんら変化はないようです」


　眠ねむりに就つく少女を見つめ、女性職員が小さく溜ため息いきをこぼす。


「そうね。ありがとう、あとはわたくしが看みますので」


　職員を退たい室しつさせ、ティンカは個室の扉を閉しめた。


　……現げん状じよう、やはり打つ手なしなのね。


　退室した職員が残した診カ療ル録テを一いち瞥べつし、唇くちびるを嚙かみしめた。正直、わずかな期待はあったのだ。このコテージの別室には最さい新しん鋭えいの治ち療りよう機器が配置されている。研究所施し設せつには昼夜問わず名詠式に関する最新情じよう報ほうが届とどくシステムにもなっている。もしクルーエルを助けるための方法があるとすれば、この研究所で待つことが最も確かく実じつな選せん択たく肢し。


　しかし大陸に名だたる研究機関をもってしてなお、クルーエルの症しよう状じようを改かい善ぜんするどころか、進行を止めることすらできなかった。


「おかしなものね」


　うっすらと汗あせばむ少女の身体からだを濡ぬれタオルで拭ふいてやる。服を着き替がえさせ、新しいシーツに取り替かえる。


「医者と言ったって、こんなことしかしてあげられないなんて。これならネイト君にだってできることじゃない……医者じゃなくたって」


　クルーエルをここに連れてくると言った際さい、たった一人医い務む室しつにやってきて最後まで反対していた彼。あの子は今いま頃ごろどうしているだろう。


　クルーエルを助けるための最さい善ぜんの方法が、彼女をここへ連れてくることだった。自分の選択に誤あやまりはない。それは今も自信がある。だけどそれと同じくらい、クルーエルに寄より添そうネイトの姿が頭にこびりついて離はなれないのだ。


「……医者というのは憂ゆう鬱うつな職しよく業ぎようです。あんな小さな子にすら罪ざい悪あく感かんを感じてしまうのですから」


　クルーエルの髪かみ数本をそっと手て櫛ぐしで梳すき、ティンカは小さく首を振ふった。


「そうは思いませんか、サリナルヴァ？」


　背はい後ごで、小さくハイヒールの靴くつ音おとが鳴った。


「患者が治れば患者の努力、患者が治らなければ医者のせい──だがそれを承しよう知ちで選んだ道だろう？」


　振り返る。白の研究服を羽は織おった長身の女性が立っていた。緑がかった髪を短く切りそろえた、端たん整せいな顔立ちの女性だ。黒のズボンに黒のインナーシャツ、飾かざりっ気のない衣い装しようの中で、真しん紅くのハイヒールだけが鮮あざやかに目立つ。


　サリナルヴァ・エンドコート。ここケルベルク研究所本部の副所長にして、ケルベルク研究機関全体の理事、そして自分と同じ〈イ短調〉の一員でもある。


「言い返す言葉もありません、その通りです」


「なんだ、今回はやけに沈しずんでるな」


「なぜでしょうね、クルーエルさんとネイト君を引き離はなしたことを後こう悔かいしそうです」


　鋭するどい視線をわずかにゆるませ、サリナルヴァが扉とびらに背せを預あずける姿し勢せいで足を交こう叉ささせる。


「まだ幼おさない二人だからな、姉弟きようだいのようなもんだ」


「……どうなのでしょう」


　恋こい人びとというには二人ともまだ幼すぎる。でも姉弟よりも濃こい信しん頼らいで結ばれている気がしてならない。あるいは、今まさにその狭はざ間まで揺ゆれている時期？


「それで、そちらはどうですかサリナルヴァ」


「空白名詠とやらと、〈孵石エツグ〉。信頼できる機関にも極ごく秘ひ裏りに調ちよう査さ依い頼らいをしているが、正直お手上げだな。そもそも名詠式という長い歴史を持つ技ぎ術じゆつの中で、なぜ空白名詠などという代しろ物ものが今まで埋うもれ、そしてこの場面で浮ふ上じようしてきたのか」


「埋もれていたわけではないのかもしれませんよ。わたくしたちがただそれを──」





〝『大人』は大事なことを忘わすれてる！〟





「そうか、クルーエルがそう言ってたな」


　眠ねむる彼女を、サリナルヴァがじっと見下ろす。


「クルーエルの心に宿っているという真しん精せい、アマリリス。ここに来る前にざっと論ろん文ぶんをあたってみたが、やはりそのような名の真精は見当たらなかった。……まあ、論文と言っても五色以外の論文など存そん在ざいしないからそれも当然か」


「既き存そんの知ち識しきでは歯が立たないということですね」


「探たん究きゆうは未知があってこそ発はつ展てんするもの、私一個こ人じんとしてはそれは問題ではないな。そもそも、お前から報ほう告こくを受けた時から覚かく悟ごしていたことだ。しかし厄やつ介かいなのは、今回はそれに切実なタイムリミットが設せつ定ていされているということだ」


　そう、クルーエルという少女の命が。


「もう時間がないのだろう？」


「ええ、正直ここに運ばれた時点から既すでに、いつ息をひきとってもおかしくないほどの状じよう態たいです」


「なるほど……様子を見るために出で張ばってきたが、そうしている時間もないようだな」


　靴音を響ひびかせ、サリナルヴァが勢いきおいよく白衣をひるがえした。


「私はもう研究室に戻もどる。ティンカ、お前も来い」


「クルーエルを置いて？」


「誰だれがここにいても変わらないというのなら、お前じゃなくうちの職しよく員いんに見み張はらせるさ。お前は空白名詠とやらの解かい析せきを手伝え、浸しん透とう者しやとかいう名詠生物のな。その方がわずかにでも望みがつながる」


「そう……そうですね」





　　　　２





　ケルベルク研究所本部。その中心にそびえる最も巨きよ大だいな棟とうが本部研けん究きゆう棟とうだ。地下二階、地上七階建てとして設せつ計けいされた、鈍にび色いろの輝かがやきを放つ建けん造ぞう物ぶつである。


「何度来ても、この建物内だと迷まい子ごになってしまいそうね」


　研究棟のロビーをくぐり、サリナルヴァは久ひさ々びさの光景に周囲を見回した。


「慣なれればこれでも狭せまく感じるよ、お前だってここに来る前はトレミアにいたんだろう。あそこの校こう舎しやだって似にたようなものだ」


　胸むな元もとの社しや員いん証しようを揺らしながら、足早にサリナルヴァが歩を進める。


「それで、わたくしはまず何から取りかかりましょうか」


「とりあえず三階だな。研究第一課の実験室だ」


　──あら、意外。


　彼女に連れられた時は大たい抵てい、最上階にある彼女の私用実験室プライベートに案内される。今回もそのつもりで訊たずねたのだが。


「見せたいものがあるからな」


　見み越こしたように、振ふり返りもせずサリナルヴァがさらりと告げる。


「何でしょう」


「〈孵石エツグ〉と、その中身だ。まだティンカは実物を見ていないだろ？」


「ああ、そういえばそうでした」


　ここ最近クルーエルにつきっきりで、頭の中からすっかり忘れ去っていた。


「あなたがそう言うからには、それなりに興味深いものだったと？」


「〈孵石エツグ〉の外がい殻かくはただの玩具おもちやさ。中身も、実じつ際さい見てみれば分かるがただの石ころだ。強しいて特とく徴ちようを挙げるなら、蛇へびの鱗うろこみたいな鱗りん片ぺん状じようの紋もん様ようがついていてな。何かの化石みたいな印象を受けた。色は……そうだな、くすんだ真しん珠じゆ色いろかな。鈍にぶい光こう沢たくを放つ、ちょっと透とう明めい感かんのある石だった」


　五色全すべての名詠が可か能のうである究きゆう極きよくの触媒カタリスト。


　しかしその実じつ態たいは、空白名詠の真精アマリリスを名詠するための特有触媒カタリストだと聞いている。


「それがどこで採さい掘くつされたかの調ちよう査さは進んでいますか？」


「二階に専せん門もん調査班を特とく設せつした。地ち層そう、地理、歴史、生物学の専門家。それに腕うで利ききの祓名民ジルシエをクラウス経けい由ゆで調達してきた。そいつらは既すでに所外で調査中。あと名詠士だが、これはトレミア・アカデミーの教きよう師しに適てき材ざいがいたんでな、そいつを呼よび寄よせる」


　彼女が挙あげた意外な学園名に、ティンカは無む意い識しきのうちに目を見開いた。


「トレミアの教師を？」


「ミラー・ケイ・エンデュランス。あいつは今でこそ教師の職しよくについてるが、昔は我われ々われと同じ畑の学者になりたかったんだとさ。本来なら名詠式もミドルスクールまでで終えるはずだったらしい」


「ああ、学園でお会いしましたわ。物もの腰ごしから確たしかに聡そう明めいそうな印象を受けました。でもそれが、なぜ今も名詠学校の教師を？」


「あいつ曰いわく、『幼おさな馴な染じみの二人に付き合って馬ば鹿かやってたら、結局そのまま大人になってしまった』と言ってたな。ま、それほどまんざらでもなさそうだったが。とにかく名詠式以外にも言げん語ご系けい統とうでやたらと博はく識しきだからな、役に立つ」


　可お笑かしそうにサリナルヴァが笑う。彼女がそんな表ひよう情じようを見せるということは、性せい格かくの相あい性しようも彼女と合うというところか。


「なるほど、優ゆう秀しゆうな人材なのですね」


「列車に乗ったというところまでは連れん絡らくを受けている。もうじき着くだろう」


　コツ、コツ、テンポの良い歩調で先を行くサリナルヴァが階かい段だんを上り進む。


　と、まるでそれと対照的に。


　誰かが、猛もう烈れつな勢いきおいで上の階から駆かけ下りてくる足音が。


「なんだ、うちの職員にこんなやかましい奴やつがいるのか？」


　その場で足を止め、サリナルヴァが眉まゆをつり上げる。ダダダダッという擬ぎ音おんが本当に聞こえてきそうなほど、とにかく焦あせっているのが足音からでも伝わってくる。


「副所長っ、こんなところに！」


　駆け下りてきたのは小こ柄がらな女じよ性せい研究者。ケルベルクの本部研究者ということは若わかくて二十代半なかばのはずだが、小顔に童顔という組み合わせで外見はせいぜい二十代なりたてだ。


「なんだ秘ひ書しよか、どうしたそんなに息を切らせて」


　肩かたで息する女性研究者を階下から見上げ、ぽかんと首を傾かしげるサリナルヴァ。


「秘書というか、業ぎよう務む上じようは研究第一課主しゆ任にんです──って、そんな場合じゃないんです！　いったい今までどこにいたんですか、最上階のお部屋も全部探さがしたんですよ！」


　荒い息を整えることも忘わすれ、女性が一気にまくしたてる。


「クルーエルという少女の容よう態だいを見に行ってただけだ。で、どうしたんだ」


「三階の実験室の様子がおかしいんです」


「出ボ火ヤか、あるいは揮き発はつ性せいの猛もう毒どく試し料りようでもこぼしたか？」


　日にち常じよう茶さ飯はん事じだとでも言わんばかりにサリナルヴァが気楽に手を振る。


「……いえ、逆ぎやくです」


「逆？」


「……ものすごく静かなんです。わたしが入ろうとしたら扉とびらが内側から施せ錠じようされているようで、なのにノックしても大声出しても応おう答とうがなくて」


「それは確たしかに妙みようですね」


　部外者という立場も忘れ、ティンカも思わず相あい槌づちを打った。


　研究者が出入りするであろう部屋を内側から施錠。思考を巡めぐらすも、今この時この場でそうする理由が思いあたらない。


「とにかく、今それで親鍵マスターキーを取りにいこうとしていたんです」


「事じ情じようは把は握あくした。秘書は親鍵マスターキーを一階管理室から借りてこい。私とティンカは先に三階の実験室で待つ」


　相手の返事も待たずサリナルヴァが階段を駆け上がる。


「サリナルヴァ、部屋の場所は？」


　百人単位で研究者が常じよう時じ集つどうのがここの研究棟だ。三階といえど、実験室だけでいくつあるか分からない。


「第一課だから三階の一番奥おくの部屋だ……しかしなぜ通路に誰もいない？」


　無人の通路にハイヒールの硬かたい音がこだまする。


　最さい奥おうに控ひかえた鉄てつ製せいの扉に手で触ふれ、サリナルヴァが唐とう突とつに振ふり返った。


「さっき言った〈孵石エツグ〉が保ほ管かんしてあるのもこの部屋だ」


「〈孵石エツグ〉が？」


「ああ、しかし本当に開かないな」


　彼女がドアノブに力を込こめる様子はティンカにも伝わってくる。だが扉は固かたく閉とじたままだ。


「副所長っ！」


　鍵かぎの束を抱かかえ、階下から女性研究員が上ってきた。


「お、すまない。……っと、研究第一課だからこの鍵か」


　真しん鍮ちゆう色いろに輝かがやく鍵を扉に差し込み、回す。機械的な音を立てて錠じようが外れる。だが──


「ん、まだ開かないのか？」


　ドアノブを回すも、扉本体が開く気配がない。


「鍵が外れたのに開かないのですか」


「何かがつっかえてるか引っかかってるかだろうな。おい聞こえてるのか！　私だ、扉を開けろ！」


　返事は、沈ちん黙もくだった。


「応おう答とうなしですね」


「……埒らちがあかないな。二人とも退さがってろ」


　扉に近づこうとするのを、横から伸のびてきたサリナルヴァの手に制せい止しされた。


「鉄製の扉を蹴けって壊こわそうとでも？」


「そんな阿あ呆ほうなこと考えるのはクラウスくらいだ。扉の鍵は開いてるんだから、そこのつっかえ部分だけ衝しよう撃げきで外せられれば十分だろうさ」


　数歩後こう退たいし、助走をつけて彼女が一息に扉へと距きよ離りを詰つめた。体重を足先に乗せるように跳ちよう躍やく、ドアノブの真横目がけて真しん紅くのハイヒールを振り上げる。


　破は砕さい音おんにも似にた轟ごう音おんに鼓こ膜まくが激はげしく震ふるえた。サリナルヴァの鉄製の靴くつ先さきが、同じ鉄製の扉を凄すさまじい勢いきおいで蹴けり上げたのだ。


　部屋の向こう、何か乾かわいた物が割われた音が壁かべ越ごしに伝わってくる。


「……やはり向こう側の扉から何かで封ふうされていたようですね」


　しかし、今の音はいったいなんだ？


「ったく、手間をかけさせて。愛用の靴が歪ゆがんだじゃないか」


　眉まゆをひそめながらサリナルヴァがドアに手をかける。


　軋きしんだ音を立てて開く扉。陽ひの明るさに一いつ瞬しゆんまぶたを閉じ、再さい度ど開いたそこには──
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　部屋に入ってすぐの横壁、その壁へき面めんに赤の塗と料りようで描かかれた奇き怪かいな文字。


「……なるほど、あの男もクルーエルを追ってきたわけか」


　至いたる所が石化した部屋の内部を眺ながめ、サリナルヴァが唇くちびるを嚙かみしめた。


「こ……こ……こんなっ……みんなが……」


　石化した職しよく員いんを直ちよく視しできず、背はい後ごにいる女性職員が口元を押おさえてふるえだす。


「落ちつけ、適てき切せつな処しよ理りをすれば命に別べつ状じようはない」


「ほ……ほんと……です、か」


「ああ。今すぐ二階の調ちよう査さ室しつから祓名民ジルシエを呼よんで来い。それより問題なのは──」


　中央に置かれたガラス製せいの透とう明めい容よう器き。


　一ひと抱かかえはある球きゆう状じようの器うつわが、中央部が穿うがたれたように破は損そんしていた。


「〈孵石エツグ〉まで奪うばわれたか。最悪なタイミングだな」


　吐はき捨すてるように呟つぶやき、サリナルヴァが部屋中を眺め回す。


「ここにあいつが隠かくれているわけではないようだな」


「既すでに立ち去ったということでしょうか」


「ああ。だが、あいつの性せい格かくを考えるならば──」


　部屋の外、開いたままの窓まどガラスを睨にらみつける彼女。


「あいつは、まだこの研究所のどこかにいる。間ま違ちがいなくな」


「なぜそう思うんです？」


「あいつは妙みようにクルーエルとネイトを気に入っていたからな。……いや、集まるべき場所に集まるべき者の方からやってきたというところだな」


　三階の窓から地上を眺め、サリナルヴァが視し線せんを一いつ層そう鋭するどくした。


「学者ながら、どうしてもそう思わずにはいられないことがある。この世界の流れというものは時に異い様ような執しゆう念ねんと皮ひ肉にくと悪意と、そして狂くるおしいほどの愛をもって、人の道行きを試ためすものだとな」


　彼女が視線で示しめす地上、研究所本部の入り口に──





「ねえちび君、ところで何でミラー先生とかゼッセル先生まで一いつ緒しよなの？」


　背せに長大な鎗やりを担かついだ、赤しやく銅どう色いろの肌はだの少女と。そして。


「い、いえ……どうも目的地が一緒だったらしくて。でもお咎とがめなしだそうです」


　夜色の髪かみに夜色の瞳ひとみをした、小こ柄がらで幼おさない顔立ちの少年。





「ネイト君、それにエイダちゃんまで？」


　思わず、ティンカは窓から身を乗り出した。向こうはこちらに気づいていないようだが、あれは間違いなくトレミア・アカデミーの生徒だ。


　……なるほど、これは確たしかに、もはや偶ぐう然ぜんではないのでしょうね。


　クルーエル、ネイト、そしてそこに灰色名詠の敗者までもがこのタイミングで。


　それこそ名詠式で詠よび出されたかのように一いつ斉せいに集つどうなんて。


「いずれにせよ……このまま無事に終わるとは思えんな」


　地上の彼らを睨みつけるように見下ろし、ケルベルク研究所本部の副所長は一人静かに呟いた。




　空奏　『deus Arma riris ?なぜ　わたしたちを引き離す』







　透すきとおった黎れい色しよくの世界。


　赤、青、緑、黄、白。五色の小さな幻げん灯とうがどこからともなく生まれ、蛍ほたるのように飛び回ってはどこか遠くへと消えていく。


『ねえクルーエル、あなたの居い場ば所しよがあの学校にあると思う？』


　皮肉？　悪意？──否いいえ、空間に伝わる真精アマリリスの声は、哀あわれみを含ふくんだ慰なぐさめの響ひびき。


　だけど、それが自分には逆ぎやくに嫌いやだった。


「ないって言いたいの!?」


　胸むねの奥おくが煮にえたぎるほどの激げき情じように身を任まかせて叫さけぶ。


　だがその声はそれに動じるどころか、より一いつ層そう優やさしげに。


『あなたの力はわたしの力でもある。あなたはそれを何度も何度も利用した。そしてその目的は決して私し利りでも私し欲よくでもなかった。それで救えたものもある、守れたものもある。だけど、あなた自身には何が残ったかしら』


　憐れん憫びんの情じようすら声こわ音ねに含ふくみ、アマリリスがしっとりと告げてくる。


『職しよく員いん室しつにてあなたを試ためそうとした教きよう師したち、あなたを奇き異いの目で見つめる生徒たち、もっと分かりやすいのがあなたを化け物呼よばわりしたミシュダル。数日前、あなたは学校の屋上で確たしかに言った。息苦しい、夏休みが終わってから特に他の生徒の視し線せんが怖こわくなったって』


「……言ったよ」


　激情が消え、残ったのは凍こおりつくくらい冷めきった記き憶おく。


　黎明の神鳥フエニツクスを見せてくれ──教師に、名も知らぬ生徒に次々と頼たのまれた。真しん精せいと、ひいては自分そのものがまるで見世物扱あつかいされている気がして、それがすごく嫌だった。


「辛かったんだもん、今までと違ちがう目で見られて……怖かったから」


『そう、それを正直に受け止めることは勇気がいる。だけどそれを受け止めたなら、わたしの言うことも分かるでしょ？　あなたにはわたしが──』


「ううん、でもそれは、わたしだって覚かく悟ごの上でやったことだから」


　あの時にはそれが必要だった。先のことなんて考えられないくらい限げん界かいの状じよう況きようで、自分にできる精せい一いつ杯ぱいのものが名詠式だったのだから。


「それに、わたしは一人じゃないもん。信じてくれる人がいるから」


『わたし以外に、あなたを受けとめてくれる者がいるというの？』


「いるよ！」


　声の限かぎりクルーエルは叫んだ。


　たとえその声が今は届とどかないものだとしても──


　わたしは、あの時の彼の言葉を信じてる。


「ネイトは、わたしのこと信じてくれるって言ってくれた！」


『ネイト？　それはネイト・イェレミーアスのこと？』


「そうよ、他ほかに誰だれがいるっていうの！」


　アマリリスの問いかけに、叫ぶようにクルーエルは声を上げた。


『──ならばやはり、わたしはまだ、あなたをここから出すわけにはいかない』


　途と端たん、今まで宙ちゆうをさまよっていた五色の幻灯が音もなく消失した。


「え……」


　反はん射しや的に辺りを見回す。


　でも、だめだ。どんなに目を凝こらしても一メートル先も見通せない。どんな闇やみより透うすく寒い空間で、唯ゆい一いつの光こう源げんが消え去ってしまったのだから。


『わたしはネイトを認みとめない、あなたを任まかせる器うつわとは思えないから』


「なんで、なんであなたはネイトをそんなに悪く言うの！」


　自分のことなら直ちよく接せつ何を言われたって構かまわない。だけどわたしのことで、わたしじゃない人を引き合いに出してそれを悪く言うなんてあんまりじゃないか。それも今回だけじゃない、ネイトが浸しん透とう者しやと戦っている時だってそうだった。


『始まりの島ツアラベルで、わたしはこの世に生まれた全すべての人間こどもたちを見ている。だからこそ分からない、なぜあなたが彼を選ぶのか。あんなに弱くあんなに脆もろい子を』


「強いとか弱いとか、そういう言葉で括くくらないで！」


　そんな言葉で人を決めつける必要ないじゃないか。すごい名詠ができるとか、何かがすごく上手とか……わたしは、それが本当に大切なものとは思わない。


　今すぐに何かができなくてもいい、一いつ緒しよにいて、一緒に練習したりうまくなっていくことこそが大切だと思うから。


『では、何をもってあなたはネイトを選ぶ？』


「ネイトは、わたしを信じてくれてるもの」


　この学校に来たことを後こう悔かいしかけていた自分を、励はげましてくれた。


　夏期合宿、名詠式が怖いと言った自分を信じてくれた。


　悩なやんだことを打ち明けられる。他人の悩み事を、まるで自分のことのように親身になって考えてくれる。その一つ一つが、わたしはすごく嬉うれしかった。


『信じるというRiris約束。それが全すべて真実であるのならば、ね』


　数歩分ほど離はなれた先、幽かすかに灯ともる蒼そう碧へき色の幻げん灯とう。


　拳こぶし大だいの大きさから赤子ほどの大きさへ、徐じよ々じよに明るく大きく。最後に、灯ひはクルーエルの身長と重なりあうほどの大きさに成長していた。


『あなたはネイトの言葉をそのまま信じきっている。けれど果たして、その言葉が正しいと断だんじるに足るものを、わたしに示しめすことができる？』


　青い灯の中に揺ゆれる、緋ひ色いろの人ひと影かげ。


「……何が言いたいの」


『信じる、いつまでも一緒にいる。そんな言葉はこの世界で毎日何百何千回も唱えられ、そして同じ数だけ失われていく』


　影かげ絵えのようにゆらめく赤のシルエット。明めい確かくなものじゃない、けれど、どことなく女じよ性せいを思わせるやわらかな身体からだの曲線に、背せ中なかまで伸のばした緋色の長ちよう髪はつ。


『場を取り繕つくろうための軽けい薄はくな噓うそ、偽いつわり、詐さ称しよう。いえ、そんな悪意的なものでなくとも、その言葉を守ることのできない者が、この世界にどれだけいると思う？』


　灯の向こう側にいる真しん精せいが少女の姿すがたをしていることだけは、クルーエルにもはっきりと分かった。そして──


『だからこそ、クルーエル。〈約束に牙剝く者アマリリス〉としてわたしは訊きたい。あなたは何をもって、彼ネイトの〝信じる〟という約束を信じるの？』


　ゆっくりと、その真精はクルーエルの前に姿を現あらわした。




　五奏　『それでも　あなたのそばにいたいから』
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「おお、なんかやたら広い会議室だね」


　案内されるまま研けん究きゆう棟とうの一室に足を踏ふみ入れ、エイダは辺りを見み渡わたした。


　ケルベルク研究所本部、研究棟二階の大会議室。四人用の長なが机つくえが十じゆう数すう個こ集まってコの字形を形成し、まだ室内の半分以上はスペースが空いている。立食パーティでも開こうと思えば優ゆうに百人規き模ぼのものが催もよおせるだろう。


「エイダちゃんも知ってるように、名めい詠えい式しきの研究では学者だけでなく名詠士や祓名民ジルシエにも協力を要よう請せいしますからね。大おお勢ぜいが論ろん議ぎを交かわせるだけのスペースが必要なんです。あ、これはサリナルヴァからの受け売りですけれど」


　室内の中央部で、生徒を先せん導どうしていたティンカがくるりと振ふり返る。


「ふーん、まあ広いのはありがたいや。いきなりクラス全員で押おしかけたはいいけど、こんな大人数が入れる部屋あるか不安だったんだ」


　なにしろ一クラス全員丸々だ。突とつ然ぜんの訪ほう問もんでこれだけの人数を受け入れてもらえるかはエイダにとっても不安の種だった。


「さすがはケルベルク機関の本部研究所だけありますね。みなさんが泊まる部屋も、サリナルヴァが今から手配してくれるそうです」


「さすがサリナ。それが一番不安だったんだ」


「職しよく員いんの仮か眠みん室しつだから寝ね心ごこ地ちは保ほ証しようしないがな、と言ってましたけれどね」


「あー、平気。ウチら全然気にしないって」


　背はい後ごでひっきりなしに騒さわぎ立てるクラスメイトたち。列車であれだけ騒いだはずなのに誰一人として疲つかれた様子もない。野の宿じゆくと言われても平然と受け入れてしまうような顔ぶればかりなのだ。


「エイダ、あのさ」


　と、やおら男子のクラス委員がぽんと肩かたを叩たたいてきた。


「ん、なにさオーマ？」


「お前この素す敵てきなお姉様と知り合いなのか？」


　自分とティンカ。二人を交こう互ごに見み比くらべながらオーマが首を傾かしげてみせる。


　……そっか、あたしとティンカが知り合いだって、クラスじゃ知ってるのちび君やミオくらいだったっけ。


「そだよ。でもティンカはあんたが思ってるほど若くないよ。若作りなだけで」


　そう言った途と端たん、ずいっと当人が笑え顔がおのまま顔を近づけて。


「うふふふふふ。エイダちゃん、何か言いました？」


「あわわわっ、何も言ってないよ！」


　慌あわてて飛び退がる。……ふう、危あぶなかった。でもティンカ何なん歳さいだっけかな。確たしかあたしの記き憶おくでは、親おや父じと同年代だった気がしたんだけれど。


「お久ひさしぶりですわ、叔お母ば様さま」


　ふと、クラスメイトの一人がすっとティンカの前で小さく会え釈しやくした。


　ウェーブがかった金きん髪ぱつを揺ゆらせる長身の女子生徒だ。どことなく大人びた顔立ちと物もの腰ごし、目元に小さな泣きぼくろ。キリエ──学園では料理研究会に所しよ属ぞく。一年生ながらその副部長に就ついているクラスメイトだ。


「まさかこんなところで会うなんて。叔母様と会うのも数年ぶりですね」


　……え、叔母様？


　ぽかんと思考が停止している自分やオーマはさておき、二人は和気あいあいと。


「あらキリエ、大きくなったわね。料理の勉強は進んでる？」


「ええ、まだまだ覚えることが山のようです。ところで、先日トレミア・アカデミーにいらっしゃったという噂うわさも聞いてましたけれど」


「ああごめんなさい、あの時は本当に手が離はなせなくて」


「ちょ、ちょっと待った！」


　二人の間にエイダは無理やり割わって入った。


「え、あのさ。間ま違ちがってたら悪いんだけど、……キリエとティンカって、知り合いどころか、もしかして親しん戚せき？」


「そうよ」


「あら、エイダちゃんには言ってなかったかしら？」


　あっさりと頷うなずく両者。


「キリエの母がわたくしの姉です。髪かみの色は遺い伝でんの関係で違いますけどね」


「はー……あたしもびっくりだわ。世界って狭せまいね」


　ただあらためて二人を見比べると、確かに口調や顔立ちが似にているような。


「ん？　どうしたオーマ？」


　隣となりでは、なぜか彼が床ゆかにがっくりと膝ひざをついていた。


「見み目めう麗るわしきお姉様と思っていた人が、よりによってクラスメイトの母親と同年代だった時の衝しよう撃げきは……大きいぜ？」


「いや、だから言ったろ。ティンカはお姉様って言えるほど若く──」


「エイダちゃん、何か言いましたか？」


「あわわわっ、だから言ってないってば！」
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「すいませんね、大所帯で押しかけてしまって」


　コーヒーの入ったカップを手に、ミラーが苦笑いの面おも持もちを浮うかべた。


「まったくだ、これだけ大人数で来るなら前もって連れん絡らくして欲ほしいものだな」


「そうしようとも思ったのですが」


　コトンと、その教きよう師しはカップを机つくえに置いて。


「事前に連絡したら断ことわられそうだなと思いまして」


「頭の回転が早いのも困こまりものだな」


　頰ほお杖づえをつき、サリナルヴァもまた口元をやわらげた。


「実は先ほど学園のケイト教師から連絡が入ってな。担たん任にん教師としても放ほうっておくわけにはいかんそうだ。クラス生徒を引き取りに、彼女もここに向かっているとさ」


「なるほど、それで生徒たちは？」


「子こ供ども好きのティンカが適てき当とうにあやしてるさ。ネイトだけは本人とゼッセル教師からこっそり打だ診しんがあったから、クルーエルのいる保ほ養よう区くに行かせてやったのはお前も知ってるな」


「ええ。しかし一つ気になったのですが、なぜエンネとゼッセルまで彼と一いつ緒しよに？」


　眼鏡めがねの下、知的なまなざしに鋭するどいものが混じる。


「念のためな」


　研究服のポケットを探さぐり、サリナルヴァは手に触ふれた物を机の上に放り投げた。灰色の欠片かけら。乾かわいた音を立てて転がるそれを見つめ、ミラーの表ひよう情じようが険けわしくなる。


　石化した、扉とびらの欠片。


「……ここも、既すでに侵しん入にゆうを受けていたというわけですか」


「おそらくつい数時間前だ。ここは身を潜ひそめられる場所がいくつもある上、来客も多い。学生だらけの学園に見ず知らずの大人がいればすぐに怪あやしまれるが、ここでは堂々と周囲にとけこむことができる。まあ覚かく悟ごしていたことだがな」


　事実上、ミシュダルを捕ほ捉そくするのは不ふ可か能のうに近い。


「避ひ難なん指し示じは？」


「主要研究員を通じて末まつ端たんまで行き渡わたっているはずだ。この研けん究きゆう棟とうからは少し歩くが、緊きん急きゆう避難用の地下シェルターを東西南北の方向に四箇か所しよ設せつ置ちしてある。名めい詠えい実験中に名詠生物の暴ハ走ザ災ー害ドが起きた時のためのものだが、いざとなれば職しよく員いんや生徒たちはそこに逃にがす。もっとも、そうならんことを祈いのるばかりだがな」


「事じ情じようは承しよう知ちしました。避難用シェルターがあるということ、自分から生徒に伝えておきます。あくまでそれとなくですが」


「ああ、頼たのむ」


「しかし、いっそ今この段だん階かいでも徐じよ々じよに避難指示を出せないのですか？」


　トレミア・アカデミーの轍てつをあらためて踏むことはない。彼の言うことは確たしかに正せい論ろんだった。だが──


「あいにくと時間がないんでな」


　平静を保たもったまま、サリナルヴァは小さく首を横に振ふった。


「時間？」


　訝いぶかしげに瞳ひとみを曇くもらせるミラーに、サリナルヴァはコートの衣い囊のうから数すう枚まいの紙切れを取り出した。折りたたんであった紙面を広げ、投げつけるように彼へと手て渡わたす。


　ティンカがまとめた簡かん易い的な診カ療ル録テ。


「クルーエルがもう保もたない。いや、いつ力ちから尽つきてもおかしくない状じよう況きようだ」


「……そうだったのですか。自分は彼女の容よう態だいを詳くわしく知らなかったので。……なるほど、あの大人しいネイト・イェレミーアスがここまでやってくるわけだ」


「ミシュダルがいつ攻せめてくるかも分からないのは承知の上。だがそれでも、それを怖おそれて研究を止やめてしまうことは、万一クルーエルが助かる可か能のう性せいすらも閉とざしてしまうことになる。だからできない」


　不ふ確かく定てい、だが間ま違ちがいなく迫せまっているタイムリミット。そのぎりぎりまで食くらいついてしがみつく。クルーエルをこの研究所に招まねくことを決けつ断だんした時から覚かく悟ごは決めていた。


「とんだ修しゆ羅ら場ば。だが、だからこそやりがいがある」


「そういうことだな」


「……あなたを見ていると、教員を選んで正せい解かいだったのかなという気がしてきました」


「それをお前が言うな」


　呆あきれ笑いを隠かくそうともしないミラーの臑すねを、サリナルヴァは鉄てつ製せいのハイヒールで盛せい大だいに蹴けりつけた。
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　保ほ養よう区く。そう書かれた立て看かん板ばんの前を足早に通り過すぎる。


　歩道からふと視し線せんを左に移うつせば、そこには視し界かい一面に広がる森林。複ふく数すうの野鳥の鳴き声が競合するように響ひびき合う。


「トレミアもそうだけど、敷しき地ちの自然のほとんどが手を加えずに残ってるんだな。すげぇ贅ぜい沢たく、リゾート地みたいだ」


「せせらぎの音まで聞こえるわね。近くに小川もあるみたい」


　しきりに周囲の様子を見やるゼッセル、エンネ両教きよう師し。


「……研究所の建物からは離はなれた場所にあるんですね」


　一方で、のんびりとした二人を先せん導どうするかたちでネイトは足取りを速めた。


「そりゃ保養区だからな。心と身体からだを落ちつかせるには、誰だれだって静かで見晴らしの良い場所の方がいいだろ。ま、そんなに焦あせらなくてもどうやら着いたようだぜ」


　案内図を持つ手で、ゼッセル教師が進行方向をまっすぐ指さした。その方向をじっと見つめ、ネイトはぽかんと口を開けた。


「あれが病院なんですか？」


　目をこすってどれだけ眺ながめても、目の前にあるのは木もく造ぞうのコテージだ。一いつ般ぱんの医い療りよう施し設せつのような、冷たい印象がまるでない。それこそ観光客が寝ね泊とまりする宿しゆく泊はく施し設せつのような。


「ゼッセル、地図間ま違ちがえてない？」


　同じく首を傾かしげるエンネ教師。しかしゼッセル教師は地図を穴あなが空くほど見つめたまま。


「いや、確かに合ってるって。ずいぶん洒落しやれた施設だとは俺おれも思うけど」


　──ここに、クルーエルさんが。


　とくん、とくんと胸むねが騒さわぐ。嬉うれしさや興こう奮ふんの高鳴りじゃない。たった二日しか会わなかったのに、なんだかすごく緊きん張ちようする。


「あの、すいません！」


　扉とびらの前の呼よび鈴りんを押おした。小さく響ひびき渡わたる機械的なブザー。一秒、二秒……時間が経たつのが遅おそく感じる。体内時計ではそれこそ、何時間も経けい過かしたと錯さつ覚かくするくらいの時を経へて。


「お待たせしました」


　木造の扉が開き、中からケルベルク職員と思おぼしき女じよ性せいが顔を覗のぞかせた。


「ええと、クルーエルさんがここにいるってサリナルヴァさんが」


「ああ、副所長から話は承うけたまわっています。どうぞこちらに」


　促うながされるまま建物内部へ。だが数歩と歩かぬうち、ふと違い和わ感かんがあった。背はい後ごの足音が妙みように静かなのだ。


　──あれ？


　思わず、教師二人がいるはずの後方へと振ふり返る。見れば二人とも、玄げん関かん外に留とどまったままだった。


「ゼッセル先生、エンネ先生？」


「あー、気にすんな。今回あの子に会いに来たのは俺たちじゃねえからな」


　気楽に手を振るゼッセル教師、そしてその隣となりでは。


「そういうこと。外で待ってるから、ゆっくり話していらっしゃい」


　微び笑しようを浮うかべたまま腕うでを組むエンネ教師。


「は、はいっ」


　大きく頷うなずき、ネイトは先を進んでいく女性職しよく員いんの後をついていった。


　フローリングだからか、慌あわてて走ってもほとんど足音が立たない。これも患かん者じやをいたわる配はい慮りよなのだろう。廊ろう下かにつけられた歩行補ほ助じよのための手すりや車くるま椅い子す用スペース、あらためて眺ながめると、確かに病びよう棟とうらしき設せつ備びが充じゆう実じつしているようだった。


「こちらです」


　廊下の最さい奥おうに用意された部屋の前で職員が立ち止まる。


　扉に設もうけられたネームプレートに記入はない。きっとサリナルヴァからの指し示じを受け、慌あわててクルーエルが入る部屋の準じゆん備びをしたのだろう。そのどたばたでネームプレートの記入を忘わすれたのかもしれない。本当に些さ細さいなことかもしれないが、今はそれが少しだけ悲しかった。


「私は先ほどのエントランスにいるので、何かあれば」


「はい、ありがとうございます」


　通路を去っていく職員の背せを見送り、ネイトは眼がん前ぜんの扉を見つめた。


　トン……トン……


　小さく二回ノック。もとより、部屋の中から返事がないことは分かっていた。


「失礼します」


　扉を開け、部屋の中へと足を進める。たったそれだけのことなのに、緊きん張ちようで足が持ち上がらなかった。それこそ数ミリの段だん差さでもつまずいてしまうくらい。


　一いつ瞬しゆん、眩まぶしいまでの陽ひにまぶたを閉とじる。再さい度ど目を開けたその先は──


　……なんて、寂さびしい部屋なんだろ。


　その部屋は、どうしようもないくらい寂しい部屋だった。廊下側の壁かべに小さなタンスがただ一つ。必要最さい低てい限げんの調度品を除のぞいては花か瓶びんの一つ、絵画の一いち枚まいもない部屋。


　その中央に、木もく製せいのベッドだけがぽつんと取り残されたように配置されている。陽がよく射さしこむため部屋内は明るい印象。しかしそれが、逆ぎやくに物寂しさをより一いつ層そう浮うき彫ぼりにしているかのようでもある。


　ただ一つ置かれたベッドに、見覚えのある少女が昏こん々こんと眠ねむりについていた。入院患者用の衣服を羽は織おり、その上には薄うすい純じゆん白ぱくのタオルケット。


「クルーエルさん？」


　目をつむったままの彼女から返事はない。


「……返事、してくれないんですか」


　ベッドの横で、ネイトは床ゆかに膝ひざをついた。寝ねている彼女と、ちょうど同じくらいの顔の位置だった。


〝──ティンカの見立てでは一週間が限げん界かいだって話だった〟


　微笑ほほえむように寝入るクルーエル。本当に、限界に達しているとは思えないくらい優やさしい


　表ひよう情じよう。呼よべばすぐにでも起き上がってくれる、そんな気がしてならない。


「僕……どうすればクルーエルさんを助けられるんですか」


　吐と息いきが触ふれるほどに近い距きよ離り。


　自分でもふしぎだった。もし彼女が起きていたなら、目を開いた彼女と向き合っていたなら、この距離は恥はずかしくて堪たまらない距離のはずなのに。


「クルーエルさんと同じクラスになって、その日に実験室で、僕すごい失敗しちゃって。その夜のこと……クルーエルさん覚えてますか」





〝キミを見習って、わたしもちょっとだけ頑がん張ばった方がいいのかな〟





「僕、母さんとの約束のために夜よる色いろ名めい詠えいを勉強しようと思って、そのためにトレミア・アカデミーに来ました」


　でもいつからか、名詠を頑張る理由がもう一つできていた。


「クルーエルさんが頑張るって言ってたから、僕も一いつ緒しよに頑張ろうって、一緒に頑張りたくて勉強してたんです。アーマと母さん、それに……クルーエルさんに認みとめてもらいたかったから」


　初めて来る土地、初めて会う人たち。初めての、正式な名詠学校。一緒にいてくれた人がいたからこそ、転入してからの二か月は楽しかった。


「だから、お返しに何かしたかったんです」


　でも、それができないうちに……本当に、何でこんなことになっちゃったんだろう。気づいた時には全すべてが遅おそくて、それに気づけなかった自分自身が悔くやしくて仕方なかった。


　……クルーエルさん、今僕がしてあげられることって何ですか？


　ほっそりとした彼女の頰ほおを、ほんの僅わずかだけ、一いつ瞬しゆんだけ、ネイトは指先でそっと撫なでた。


　確たしかに感じる温かみ。きっと彼女だって、今もずっと闘たたかってる。





〝──おやすみのキス、して〟





「だめですクルーエルさん。僕、おやすみのキスなんて絶ぜつ対たいしません」


　口に苦い物が混じったまま、ネイトはかすれ声で小さく洩もらした。


「……だって、だってそんなことしたら……クルーエルさん寝ちゃうじゃないですか」


　眠ったまま、もう起きることはない。そんな気がする。


　だからこそ。


「ねえ、クルーエルさん」


　まぶたを閉じたままのクルーエルを、ネイトはじっと見み据すえた。


「もし僕が……おやすみなさいじゃなくて、おはようございますってキスしたら……クルーエルさんは目を覚ましてくれますか？」
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　研けん究きゆう棟とう最上階、副所長室。


　狭せまく薄うす暗ぐらい室内に二人分の吐息、そして鳥が翼つばさを羽ばたかせる小さな音が響ひびく。


「動ける人間を総動員して敷しき地ち内の主しゆ要よう箇か所しよを洗あらってみたが、徒労に終わった。ミシュダルが侵しん入にゆうしたのは確かく実じつ。だが荒あらされていたのは結局、例の三階研究室一箇所だった」


『被ひ害がいは？』


　音おん響きよう鳥ちようが伝えるクラウスの問い。これはサリナルヴァにとって予想していたものの一つだった。


「うちの者が何人か治ち療りよう中ちゆうだ、命に別べつ状じようはない。奪うばわれた物も、既すでに触媒カタリストとして使用済ずみだった〈孵石エツグ〉一つだ」


『……すんなりとは腑ふに落ちないな』


　淀よどみなく答える自分と対照的にクラウスの声には覇は気きがない。


「ああ、サンプルデータもやられたかと思ったのに、それにも一いつ切さい手を触ふれないままだ。だからこそ余よ計けいに気になる」


　トレミア・アカデミーで遭そう遇ぐうした時のミシュダルは、まだ理で動いていた部分があった。しかし今回のはどうだ。危き険けんを冒おかして研究棟の三階まで侵入しておきながら、奪ったのは既に使用され役に立たない〈孵石エツグ〉ただ一つ？


「陽動狙ねらいにしてはリスクが高すぎる行動だ。何か裏うらで別の理由があるとしか思えん」


『いずれにせよ、現げん場ばにいない私には判はん断だんが難むずかしい話だな』


「こっちはこっちで何とかする。優ゆう秀しゆうな祓名民ジルシエを貸かしてもらって心強いよ」


　クラウスの信しん頼らいする祓名民ジルシエを五人、うち二人は祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうを授じゆ与よされた者たちだ。敷しき地ち内ないの主要建けん造ぞう物ぶつに一人ずつ配置している。ここ研究棟にも一人、いや、今自分の隣となりで祓ジ戈ルの手入れをしている彼女を含ふくめれば二人か。


「ん？　優秀な祓名民ジルシエってあたしのこと？」


　耳ざとく振ふり返ったのはエイダだ。


「そうだな、頼たよりにしてるよ暴ぼう走そう娘むすめ」


　机つくえに留とまる音響鳥を抱だき寄よせ、彼女が座すわる方へと持っていく。


『あまり褒ほめないでやってくれサリナルヴァ、うちの娘は褒められるとだな』


「ああもうっ、親おや父じは黙だまってろっての！」


　エイダが必死の形相で音響鳥を睨にらみつけはするものの、当然向こうにその表ひよう情じようは届とどかない。怯おびえたのはクラウスではなく音響鳥の方だった。


「ほらエイダ、音響鳥が怖こわがってるからほどほどにしとけ」


「……くそぅ、ルフ爺じいがいれば援えん護ごしてくれるのに」


　ぶつぶつと言い残し、祓ジ戈ルの手入れに再ふたたび集中するエイダ。


『そうだ、カインツだが』


　前まえ触ぶれなくクラウスが告げた名に、サリナルヴァは反はん射しや的てきに眉まゆをつり上げた。


「見つけたのか？」


『あいつの方から音響鳥を寄よこしたよ。遠い場所に遠足に行ってきたとな。収しゆう穫かくはあったか訊たずねたんだが、どうにもあいまいな答えしか返さなくて何と言えばいいのやら』


「いつものことさ」


　あの男の放ほう浪ろう癖へきも秘ひ密みつ主しゆ義ぎも、〈イ短調〉のメンバーなら誰もが知っていることだ。


『その件けんで、もしやカインツがそちらに行ってるのではと思ったのだが』


「その報ほう告こくはまだないな。かと言って、そもそも事前連れん絡らくを寄こすくらい几き帳ちよう面めんな男でもないだろうし……と、そろそろ時間のようだな」


　輝かがやく光の粒りゆう子しが音響鳥の身体からだを覆おおっていく。名めい詠えいで詠よばれた生物が還かえろうとする前兆だ。


『そのようだな、何かあればそちらからも連絡を寄こしてくれ』


　緑色の輝きを放ち、机き上じように留とどまっていた音響鳥が還っていく。それを見送り、サリナルヴァは自分の左席に座る彼女へと身体の向きを変えた。


「さてエイダ、待たせたな。そっちの話を聞こうか」


「うん」


　クラウスと自分の会話にエイダが参加していたのではなく、エイダとの会話の最さ中なかに音響鳥が割りこんできたのだ。名詠された音響鳥の方は時間的制せい約やくがあるため、急きゆう遽きよこちらを優ゆう先せんさせることになった。


「いや、あたしのは大したのじゃないんだけどね」


　向き合っていた視し線せんを横に逃がし、エイダが窓まどの外をじっと眺ながめる。


「……これだけ高い場所だと、やっぱ見晴らしもいいね」


　広大な敷地で、もとから他ほかに高い建造物もない。研究棟最上階からならば遥はるか彼方かなたの地平線までもが見み渡わたせる。


「私も気に入っている。この陰いん気きな場所で唯ゆい一いつまともな光景だよ。もっとも、この夜中では景観も限げん定ていされてしまうがな」


　研究所敷地内は夜中から朝方まで、無数に設置された外灯によってライトアップされている。敷地内は昼夜関係なく明るいのだが、その敷地から一歩出れば、そこは真っ暗な平原が延えん々えんと続く別世界だ。


「ちび君を今夜一ひと晩ばん、クルーエルのいる病棟に泊とまらせるってのはサリナの提てい案あん？」


「提案ではなく、せめてもの妥だ協きよう案あんだな。それで少年の気持ちがやわらぐのであれば」


　椅い子すに座したままで、組んでいた足を組くみ替かえる。


「それは分かってるけど、ミシュダルがもしちび君たちを襲しゆう撃げきしてきたら？」


「ミラーの同どう僚りようの教きよう師し二人をつけた。石化を解かい除じよできる白色名詠の教師エンネもいる。その周囲にも祓名民ジルシエを配置、何かあればすぐにでも連絡が取れる態たい勢せいにしてある。私に言わせるなら、病棟にいるネイトなどよりむしろ──」


　足あし下もとの床ゆかを、ハイヒールで軽く踏ふみ叩たたく。


　地下一階の仮か眠みん室しつ。そろそろトレミアからの生徒も寝ね入いった頃ころだろう。


「仮眠室に寝ね泊とまりしてるお前のクラスメイトが不安材料だな。何かあった時にさっさとシェルター内に逃にげ込こんでくれれば助かるが、人ひと質じちに利用されると厄やつ介かいだ」


「そこはあたしが何とかするよ、クラスメイトには指一本触ふれさせないって」


「ならばさっさと下に行ってやれ。ネイトだけでなくお前までいつまでも帰らないなら、さすがにクラスメイトも不安がる」


「はいはいっと」


　祓ジ戈ルを抱え、気楽な歩調で出口に向かうエイダ。と思えば、その祓戈の到極者ジルシユヴエツサーは扉とびらの前でぴたりと足を止めた。


「サリナ、あんたこの部屋で一人だろ。余よ計けいなお節せつ介かいかもだけど、気をつけろよ」


「あの男が今さら私のような一研究者に興きよう味みを抱いだくとは思えんがな。ともあれ、その忠ちゆう告こくは真しん摯しに受け止めておくよ」


　エイダが退たい室しつし、室内には耳が痛いたくなるほどの静せい寂じやくだけが立ちこめた。


「ミシュダルが今さら私を狙ねらう理由もないだろうが……」


　机つくえの引き出しを開ける。溢あふれ出るほどの書類や小物の中に、小さな機械装そう置ちが一つ。手のひらに隠かくせるサイズのそれを手に取り、ぼんやりと見つめた。


　黄の小型精命ウイル・オ・ウイスプの放電現げん象しようを研究中、その実験の一いつ環かんとして製せい作さくした高電圧銃スタンガン。護ご身しん用ようではなく、ほとんど自分の趣しゆ味みで作ったものだ。最大威い力りよくに設せつ定ていして使用すれば相手を行動不ふ能のうにするくらいの出力パワーは出る。


「……はは、今思えば可愛かわいらしい玩具おもちやだな」


　穴あなが空くほどそれを見つめ──


「しかし、玩具はしょせん玩具だ」


　サリナルヴァは、それを部屋の隅すみに設せつ置ちされたゴミ箱へと投げ入れた。


「こんなもんであいつがどうこうできるなら苦労はない、か」


　羽は織おっていたコートを椅子の背せにかぶせ、サリナルヴァは再ふたたび机き上じようの資し料りようと向き合った。


　今は、そんな心配をする時間すら惜おしいのだから。
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「クルルがいるのはこの建物じゃないんだね……てっきりすぐ会えるかと思ったのに」


　小さな不満に頰ほおをふくらませ、ミオは目の前のベッドにうつぶせに倒たおれこんだ。


　女性用仮眠室──木もく製せいの三さん段だんベッドが十じゆう数すう個こに、それと同数のロッカーが整せい備びされた部屋だ。何日も泊まりがけで使用する職しよく員いんもいるらしく、ロッカーの上には私し物ぶつと思おぼしき備び品ひんがいくつも残っている。


「まーいいじゃない、主治医の人が明日には会わせてくれるって言ってんだから。むしろこうして寝ねる場所があることに感かん謝しやしなきゃ」


　寝ね間ま着き代わりの運動着に着き替がえながら、サージェスが飄ひよう々ひようとした口調で応こたえる。


「そういや、隣となりの男子はやけに静かだね」


　隣の壁かべに聞き耳を立てミオは目を瞬しばたたかせた。つい先さきほどまで騒さわいでいたはずなのだが、時計が十二時を過すぎた頃ころから急に静かになった。今では物音一つ聞こえてこない。


「列車で騒いでたからね。疲つかれて寝てんだろ」


　制せい服ふくを畳たたんでいた手をふと止め、サージェスが怪あやしげな顔つきで。


「山は大変だよぉ？　テント張はっても夜中に虫とか蛇へびとか入ってくるし、ゴツゴツした地面の真上で寝るんだから背せ中なかは痛いたいし。雪の上にテント張った時なんか最悪、雪が溶とけて背中とか足とかに染しみこんで冷たくて寝られないんだから……うふふふふ」


「あ、あの……サージェスってば怖こわいんだけど」


　まるで怪かい談だんを語る時のような怪あやしげな表ひよう情じようで近づく彼女から、ミオはこっそり後ずさりした。


「……あたし思うんだけど、そんな辛つらいことだらけなのになんで登山部やってるの？」


「え、いや、色々あるんだよ」


　困こまったように頰をかきながら、サージェスが視し線せんを宙ちゆうに泳がせる。


「普ふ段だんわたしたちってさ、こういう寝泊まりする場所が当たり前にあると思ってるでしょ。でもちょっと自然のあるとこ行くとそんな常じよう識しき通用しないの」


　目にかかる黒くろ髪かみを手で払はらい、友人の視線が意味ありげに目を細めた。


「それこそテントだって張れない場所で野宿だってあるし、もしテント張ったっていつ突とつ風ぷうで崩くずれるかなんてザラだからね。その時思うわけよ、『あー早く家に帰って暖かいベッドに入りたい』って。『おいしいご飯が食べたい』って」


　一ひと呼こ吸きゆう置き、彼女はどこか大人びた笑え顔がおを浮うかべてみせた。


「ありがたいよ？　帰った先で出で迎むかえてくれる人がいるって。辛いことがあればあるほど、すっごく大切に思えるから。それが実感できるってのは大きいね」


「──出迎えてあげる、か」


　自分の両の手のひらをまじまじと見つめ、ミオはぽつりと呟つぶやいた。


「あたし、そういうの体験したことがないから、そういう帰ってきた時の嬉うれしさってあんまり分からないんだよね」


「ま、無理に体験するってのもどうかと思うけどね。でも出迎えてやることは、きっとみんなできるんじゃない？」


「……うん」


　彼女が含ふくませた言葉の意味を悟さとり、ミオはしずしずと頷いた。そうだ、クルルを出迎えてあげることだけは、あたしにだってきっとできることだよね。


「だから──」


　サージェスが二の句くを継つぐ前に、仮か眠みん室しつの扉とびらが開いた。


「やっほ、ただいま」


　布ぬのを巻まいた長なが鎗やりを抱かかえ、現あらわれたのは日焼けした小こ柄がらな友人だった。


「エイダおかえりー。どこ行ってたの？」


「ちょっとサリナとお話」


「あ、ずるい～。エイダ一人だけ？」


　エイダの告げる名前はミオにも聞き覚えがあった。トレミア・アカデミーで灰はい色いろ名めい詠えいの使い手が侵しん入にゆうした時、自分の窮きゆう地ちを救ってくれたのが彼女だ。


「面おも白しろくもない話だってば、それより隣となりの男所帯が静かだね」


「うん、あっちはみんな寝ちゃったみたい」


　と言っても、女子で起きているのも自分たち三人だけなのだけれど。


「やれやれ、まあいっか」


　鎗を壁にたてかけ、エイダが深く溜ため息いき。


「とりあえず明日のことは明日にしよっか。ずっと気を張はり詰つめてたらこっちが保もたない」


「そうだね。あ、エイダのベッドはそっちだよ、窓まどの傍そば」


　部屋の一番奥おく。三段ベッドが並ならぶ中で一番窓まど際ぎわに近いベッドの、その一番下だ。


「あーっと、ごめん。あたしこっちでいいよ」


　自分が寝る予定だった、扉とびらに一番近いベッドをぽんぽんとエイダが叩たたく。


「でもそこ、人の出入りがありそうだからあんまりよく寝ねられないかもしれないよ？　あたし割わりとどこでも寝られるからそこにしようかなって思ったんだけど」


　一いち応おうミオがそう言ってはみたものの、エイダは既すでにそちらへ自分の荷物を移い動どうさせてしまっていた。


「いいのいいの、悪いけど、ミオ窓際でもいいかな」


「エイダが良いならあたしはどこでも構かまわないよ」


　持参したお気に入りの枕まくらだけを抱かかえて窓際のベッドへ。


「お、ミオのそれ家から持ってきたの？」


「そだよ～、あたしこれじゃないとダメなの」


　枕を抱えたままベッドに潜もぐり込もうとする矢先。


　……あ、いっけない。


　自分がまだ制服のままだったことにミオははたと気づいた。ついさっきまでクルーエルの見み舞まいに行く気だったから、寝ね間ま着きに着き替がえるのも控ひかえていたのだ。


「あはは、ミオそのまま寝ちゃえば？」


「やだ、しわくちゃになっちゃうもん」


　楽しげに言ってくるサージェスの提てい案あんは却きやつ下か、っと。


　鞄かばんから寝間着代わりの運動着を取り出して、制服のボタンを外す──その直前だった。


　部屋の照明が前まえ触ぶれなく消えた。


「あ、ちょ、ちょっと待って！　あたしまだ着替えてなくて──」


　今の今まで室内が明るかったからか、突とつ然ぜんの消灯で夜目がまるで利きかない。いったい誰だれが消したかも未み確かく認にんだった。


「消したのエイダ？」


　照明のスイッチは扉の真横にあったはずだから、エイダのはずだ。


　広がる暗くら闇やみの中。


「……いや、あたし明かりのスイッチ触ってないよ」


　鼓こ膜まくに伝わるエイダの声が、ぞっと背せ筋すじを冷やした。


　──え、それじゃあどういうこと？


「停電？」


　怪け訝げんそうな声こわ音ねでサージェスが呟つぶやく。


「……と思いたいけどね」


　キンッ──小さな金きん属ぞく音おん。


　扉の方向で、エイダが鎗を握にぎりしめた音がこだました。
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　僅わずかに開けた窓から入るすきま風。カーテンを揺ゆらし、山となった書類をめくり、髪かみをそっと撫なでていく。


　……今日は、ずいぶんと湿しめった風だな。


　報ほう告こく書しよを読み進める速度は落とさぬまま、風が触れたうなじの部分にサリナルヴァはそっと手を添そえた。熱風というわけでもなく寒風というわけでもない。服を一いち枚まい羽は織おるには暑く、一枚脱ぬぐには寒い。かといってじっとしていると妙みようにむず痒がゆい。湿しめり気混まじりのひどく半はん端ぱな風だ。


〝生なま温ぬるい風はどうもすかん、こういう時には決まって良からんことが起きる〟


　祓名民ジルシエの長老の口くち癖ぐせを思いだし、つい噴ふきだしてしまいそうになった。


「いや、まったくだルーファ老。人の経けい験けん則そくというものは時として、無自覚ながら非ひ常じように合理的な場合があるからな」


　ただ、あの老人が真ま面じ目めな顔つきでそう告げるのが、自分にとっては無む性しように面おも白しろく感じてしまうのだ。


「……しかし、そればかり考えていても仕方ないか」


　報告書をめくる手が突とつ然ぜんに止まる。山のように積もった報告書の中で、たった一つ気がかりな書類に自然と目が留まってしまったから。


　該がい当とう書類の決けつ裁さい名めい義ぎは研究第一課主しゆ任にん。他でもない、あの薄うす気き味み悪い自じ称しよう敗者によって侵しん入にゆうされた実験室の被ひ害がい報告書だった。


　石化の治ち療りようを受けている職しよく員いんは三人。いずれも二、三日で現げん場ばに復ふつ帰きできると報告を受けた。実験室の修しゆう繕ぜんには時間がかかる。しかしその間は予よ備びの部屋を使えばいい。奪うばわれた物は〈孵石エツグ〉一つ。だがそれすら、必要なデータは集計しまとめ終えている。その調ちよう査さ書しよも無事。結果的に損そん害がいというほどのものではない。単にあの場所で火事が発生した方がよほど被害も大きかったに違ちがいない。


「なぜだ、ミシュダル」


　カツッ、とペン先で机つくえを穿うがつ。


「研けん究きゆう棟とう内部、いわばケルベルクの懐ふところまで侵入に成功した。あるいはそれがここを陥お落とす唯ゆい一いつの機会だったかもしれないんだぞ？　危き険けんを冒おかしてまで侵入した挙あげ句く、〈孵石エツグ〉を奪い返しただけだと？」


　あまりにらしくない。何か狙ねらいがあると疑うたがってしかるべきなのに、何も思い浮うかばない。思し索さくに耽ふければ耽るほど、あの男の行動の矛む盾じゆんが一いつ層そう際きわだつばかりだ。


「……だめだな。思考が冴さえない」


　夜、何度目かの嘆たん息そく。一度通路脇わきの水場で顔でも洗あらおうとした時。


　トン、扉とびらがノックされた。


　この時間に誰だ？


「副所長、いらっしゃいますか」


「……なんだ秘ひ書しよか」


「秘書ではなく、研究第一課主任です。まあそれはさておき、どうせ今日も徹てつ夜やされるのかと思って。いつもと変わらないお茶ですけど、お持ちしました」


「む、もうそんな時間だったか」


　午前一時半、自分が最も思考の鈍にぶる時間だ。その時間に合わせ、この主任は必ず眠ねむ気け覚ましの紅こう茶ちやを淹いれて運んでくる。強きよう制せいしたわけではない、数年の付き合いで自然とそんな関係が日にち常じよう化かしたのだ。


　──研究者らしからぬ配はい慮りよがきくあたり、やはり秘書っぽいよお前は。


　苦く笑しようは心中に留とどめ、サリナルヴァは机つくえから立ち上がった。


「ああ、入ってきてくれ。鍵かぎはかかってない」


「は……………………」


　はい、そう言いかけたまま、唐とう突とつに扉の外が静まった。


　五秒、十秒。


　どれだけ待っても主任が扉を開けて入ってくる気配はない。


「ん、どうした？」


　──ッッリィィィィ…………ンッ──


　返事は、通路で何か硬かたい物が割われた音だった。今のは紅茶のカップ？


「おい、どうした！」


　扉へ駆かけ寄よる、その前に。





　──好よい夜だ





「っ！」


　扉の直ちよく前ぜんでサリナルヴァは突然足を止めた。いや、意い識しきするより先、全身を走る悪お寒かんに足が勝手に止まったのだ。その声は、まさか。


　ギィ……重苦しい音を立てながら、扉が徐じよ々じよに開いていく。


「…………ぁ…………っ…………副……所長？」


　まず目に入ったのは、両足が膝ひざまで石化した状じよう態たいで直立する主任の姿すがた。


　そしてその背はい後ご、まるで友人であるかのように彼女の肩かたに手を載のせ、旅たび装しよう束ぞく風の衣い装しようを纏まとった大おお柄がらの男が暗くら闇やみと同化するかのように立っていた。


「この時間まで居い残のこりか、その熱意には頭が下がる思いだよ。昔の俺を思いだす」


　顔を隠かくすフードの下、僅わずかに見える口元は狂きよう気きの笑えみ。


　ズッ、ズッ、ズッ。足を引きずるような音を立て、男が一歩だけ部屋に踏ふみ入る。


「俺おれが侵入していたことは分かっていたのだろう？　扉に鍵の一つかけておかないのは、お前らしくないな。まるで入ってこいと誘さそっているかのようだ、なあ？」


「当然の推すい測そくだな」


　ミシュダルからは見えぬ角度、研究服の左ポケットの膨ふくらみを手て探さぐりで確かく認にんした。


　職しよく員いん全員に持たせてある小型の警けい報ほう装そう置ち。ただ強きよう烈れつな音を発生させるだけの機械だが、この棟とうに響ひびき渡わたらせる程てい度どの音量は十分出る。


　だが、この場ですぐにそれを鳴らすわけにはいかなかった。


「何か仕し掛かけを用意してあるのなら、なぜさっさと使わない？」


　口元の笑みを一いつ層そう深め、ミシュダルが嘲あざ笑わらうように続ける。


「ま、俺がお前の立場でも使わないだろうがな。こうして人ひと質じちを取った危き険けん人物の前で迂う闊かつなことをすれば、かえって相手を刺し激げきするだけ。人質に何をしでかすか分からない。賢けん明めいなお前だからこそ使うに使えないといったところか」


「ああ。まったく、嫌いやになるくらい図星だよ」


　表ひよう情じようが歪ゆがみそうになるのを堪こらえ、サリナルヴァは極力声こわ音ねを平静に保たもった。


　──やはり、頭の回転は恐おそろしく速い。


　しかし、ならばなおさら今回の襲しゆう撃げきは理り屈くつに合わないではないか。いったいなぜ。


「だがあいにく、もはやお前に興きよう味みはない」


　一歩、ミシュダルが通路側へと後こう退たいする。濃こい闇やみの中、灰はい色いろの旅たび装しよう束ぞくだけがぼんやりと浮うかび上がり、それさえ徐々に霞かすんで消えていく。


　この最上階から場所を移うつす気か？


「途と惑まどい迷まよい悩なやむ──好いい表情だ、サリナルヴァ。しかし俺は最上階のさらに上に用があるんでな。そのついでに挨あい拶さつに寄よっただけだよ。布ふ告こくと言った方が正しいかな」


「布告？」


　それに答えることもないまま、足を石化したまま動けない主任の背後、ミシュダルの姿が影かげと完全に同化する。


「ちっ、ますます分からんことをしてくれる！」


　敗者が立ち去ったことを確認し、サリナルヴァは部下の下もとへ駆け寄った。


「すまんな、平気か？」


「……外がい傷しようはないけど、歩けないのは平気じゃないです」


「馬ば鹿か、あの男に出会ってそれだけで済すんだのなら幸運だ」


　研究服のポケットをまさぐり、朱しゆに塗ぬられた小型機器を取り出す。最も寄よりの壁かべ目がけ、サリナルヴァはそれを全力で叩たたきつけた。


　耳みみ障ざわりな警報音サイレンが、通路という通路にけたたましく鳴り響く。


「一階の連中にも届とどくはずだ、応おう援えんもじき来る。……祓名民ジルシエに足を治してもらってすぐ、お前はシェルターに避ひ難なんしろ」


「ふ、副所長は？」


「私は──」


　通路の奥おく、一いつ層そう黒く澱よどんだ先を見み据すえた。非ひ常じよう階かい段だんがある方向だ。が、あの男の目的はこの棟から脱だつ出しゆつすることではない。最上階からもう一つ上、つまりは屋上だ。そこからならばケルベルク研究所のほとんど全敷しき地ち内が見み渡わたせる。


「確たしかめたいことがある」


「危険です！　そもそも、何のためにクラウス氏から腕うで利ききの祓名民ジルシエを派は遣けんしてもらったのですか！　副所長だって避難を──」


「私が避難するのは、他の最後の一人が避難を終えてからでいい。それこそ何のためにここを任されているか分からんからな」


　ケルベルク研究所本部において所長と呼よばれる人間は確かにいる。しかしそれはあくまで名目上。今では研究所にやって来ることすら珍めずらしい。つまるところ実じつ質しつ的な最高責せき任にん者しやは紛まぎれもなくサリナルヴァなのだ。自分も、そして周囲の研究者も誰もが共通の認にん識しきを持っている。


「……今度あの役立たず所長が来たら、私あいつ殴なぐっていいですか？」


「その時は私も交ぜてほしいものだな」


「はい。ご無事を」


　小さく頷うなずき、サリナルヴァは駆かけだした。


　ズッ……ズズッ…………


　むせび泣くようにこだまする敗者の足音。それを目指して。





　外は風がやんでいた。無風にして無音。嵐あらしの前の静けさか。あるいは既すでに渦か中ちゆうにいるからなのか。


　──どのみち、これから嫌でも分かることだな。


　カンッ、乾かわいた音を立てながらサリナルヴァは非常階段を駆け上がった。広がる展てん望ぼう。外灯に照らされ、ケルベルクの敷しき地ちがさっと眼がん下かに展てん開かいした。


「まさか一人で追ってくるとは思わなかった。よほどの馬ば鹿かか自信家か。お前はどちらだ、サリナルヴァ？」


　そう告げる男は、自分から対角線上に位置する隅すみに悠ゆう然ぜんと立っていた。


「まあ、もはやそれもどうでもいい」


　黒くろ塗ぬりの鉄てつ柵さくの前で、背せを向けたままミシュダルが片かた手てを上げる。さながら、世界を覆おおい展開する漆しつ黒こくの天てん上じようを仰あおぐように。


「私とて好き好んでお前と話したいとは思わん。だが訊ききたいことがあったんでな」


　一歩、また一歩と近づいていく。距きよ離りにしてあと十数メートルほどか。


　十メートル、八メートル、五メートル。詰つめようと思えば一息に詰められる距離。にもかかわらず、この敗者は背を向けたままだった。


「なぜわざわざここで〈孵石エツグ〉を奪うばった、いや、なぜ〈孵石エツグ〉しか奪わなかった。あそこまで懐ふところに入っておきながら、使い古しの触媒カタリスト一つで満足したというのか？」


「満足？」


　ゆらりと、眼がん前ぜんの相手が振ふり返った。


「ふ、はは……ははははっ！　満足、満足か！　満ち足りると書いて『満足』！　いいなその言葉、俺にとっては理想の果てに行き着いてもまだ及およばない言葉だ」


　自分ではなく、まるで自らに言い聞かせるように敗者が奇き声せいを上げる。


「トレミア・アカデミーで言っただろう？　俺はどれだけ葡ワ萄イ酒ンを注ついでも満たされない、穴あなだらけの器グラスだとな」


　ならばなぜ──そう訊き返す前に。


「単なる思い入れだよ」


「思い入れ？」


「このくだらない玩具おもちや。俺とヨシュアが互たがいに傷きずを舐なめあい、地を這はい進み泥どろをすすって生きてきた証あかしだからさ。たった一つのものさえ得ることのできない俺たちが、たった一つすがった代だい替たい品ひんだ。研究に没ぼつ頭とうすることで全すべてを忘わすれられた、それだけの愛あい情じようを注いで造つくったんだ。取り返したくもなる」


「取り返した次は何だ？　ネイトやクルーエルに復ふく讐しゆうか？」


　トレミア・アカデミーにて、浸しん透とう者しやという名詠生物が二人を襲おそった件けんはティンカから報ほう告こくを受けている。


「復讐？　まさか、俺はあの二人が恋いとしくて堪たまらないだけだ」


「恋しい？」


「ああそうだ。サリナルヴァ、あの二人は間ま違ちがいなく──引き裂かれるぞ」


　意味が分からない。この男は何を言っているんだ。


「どんなに幸福だろうと強い想おもいだろうと関係ない。時の流れというものは常つねに人を油ゆ断だんさせ懐かい柔じゆうし、恋人のような笑え顔がおを装よそおって背中に残ざん酷こくな刃やいばを振り下ろすのだからな」


「……戯ざれ言ごとを」


　クルーエルの病を指している？　いや、いくらミシュダルが手を伸のばしたとて、そこまで些さ細さいな事実をどうやって入手できるだろうか。


「そうではない、歴史は繰くり返すのさ、サリナルヴァ。あいつらはかつての俺と酷こく似じしているからな、過か去こを見るかのようにあいつらの行く末が分かる」


「──お前とネイトたちが似にている？」


「あいつらもまた、俺やヨシュア同様に敗者となる他ないのか。だとすればその後に何に縋すがるのか、ラスティハイトに縋った俺の選せん択たく以外に、敗者を照らす道はあるのか。俺はそれが知りたい！」


　男の背はい後ごで。


　夜の帳とばりの中、灰はい色いろの飛ひ沫まつが虚こ空くうを舞まう。


　──sterei efflectis Ezehyt十二銀盤の王剣者──


　漆黒を切り裂さくように疾はしる、十二からなる銀の剣つるぎがミシュダルの周囲を覆う。


「知りたい、だと？　意味が分からん。何が言いたい」


「すぐに分かる。好よい風が吹ふいてきたじゃないか」


　目も開けられぬほど強い突とつ風ぷうの中、それに突つき動かされるようにミシュダルが鉄柵を乗り越こえた。転落防ぼう止し用ようの柵を越え、屋上の端はしぎりぎりまで歩いていく。


「サリナルヴァ、ここに来たのは僥ぎよう倖こうだったな。お前が、敗者の王ラステイハイトをその目で見る最初の人間だ」


「敗者の王ラステイハイト？　お前は既すでに灰色の真しん精せいがいるはずだ」


　トレミア・アカデミーでこの目で見た。十二の守しゆ護ご剣けんを従したがわせた真精だったはず。


　そして、一つの名めい詠えい色につき詠よび出せる真精は一体。この男とてそれは例外ではない。


「全すべては通つう過か儀ぎ礼れいだよ。王の守護者が守る奥おくに王の座すわる玉ぎよく座ざがあるように、俺の真精が持つ十二の守護剣を全すべて捧ささげることで、灰色名詠の真精は敗者の王ラステイハイトへと変へん貌ぼうを遂とげる」


　左手に抱かかえた、鱗りん片ぺんに似た紋もん様ようの石。その表面が軋きしむように亀き裂れつが入り、そこから形けい容ようできぬ色の輝かがやきが迸ほとばしった。




[image: ]


「それが、〈孵石エツグ〉に封ふうされていた原触媒カタリスト!?」


　ミシュダルの、フードの下の唇くちびるが奇き怪かいな笑えみのかたちを描えがく。


「最も深くて長い夜の始まりを共に祝おう。俺自身の、覚めることのない悪あく夢むと共に」





　風が、吹いた。





　目の前で、屋上から敗者が転落していく。


「なっ！」


　息をつくのも忘れ、サリナルヴァは柵から身を乗り出した。風に押おされたのではない。今確たしかに、あの男は自ら屋上から飛び降おりた。投身自殺とでもいうのか？


　だがおかしい。ミシュダルが落下した方向をどれだけ隈くまなく探さがしても、それらしい人ひと影かげが見当たらないのだ。





　──O vilis arsei spil謳えよ、諸人





　亡ぼう霊れいのような声が空に響ひびいた。その声につられ反はん射しや的てきに頭上を見上げ──


　旅たび装しよう束ぞくをなびかせ、自分の遥はるか上空にミシュダルはいた。


　何かに摑つかまっている様子はない。まるで何もない虚空のはずが、足あし下もとに確かつ固ことした地表があるかのように悠ゆう然ぜんと屹きつ立りつしている。


　宙ちゆうに浮うく？　いったいどんな仕し掛かけが？


　じっと目を凝こらす。見上げたミシュダル自身は先と何ら変わらない。今も、何かをしているような様子もない。だが。


　唐とう突とつに、ミシュダルの背後から覗のぞく星明かりがぐねりと歪ゆがんだ。いや、ミシュダルの周囲だけではない。この研究棟とう一帯の風景全体が蠢うごめきだした。


　ティンカやミラーから報ほう告こくは受けた。これが浸しん透とう者しやがいる時の現げん象しようであると。つまり、ミシュダルを宙で支ささえているのは浸透者？　しかし──


　なんだこの大きさは！


　研究棟と同等、いやそれ以上に巨きよ大だいな何か。それが徐じよ々じよに、完全な透とう明めい体たいから白はく霧むのような身体からだへと濁にごっていく。外灯に照らされ浮かび上がる名詠生物。


　……真精？　この化け物が真精？


　頰ほおを一ひと筋すじの汗あせが伝つたっていくのが分かった。


　今まで数多くの名詠生物、真精を見てきた。場合によっては対たい峙じしなければならない状じよう況きようもあった。冷や汗を拭ぬぐうどころか死地に踏ふみ入ったこともある。だが、見上げただけで全身から汗が噴ふき出すような感覚は初めてだ。


　灰色名詠の真なる真精──敗者の王ラステイハイト。


　あまりに近い距きよ離りのせいで名詠生物の細かい輪りん郭かくが摑めない。それでも分かる。


　威い圧あつ感かんが違ちがう、存そん在ざい感かんが違う。他の真精と格かくが違う。人が詠よび出す真精ながらも、信しん仰こうの対象になるだけの威い光こうがある。


「……なるほど、あの狂きよう気きじみた敗者がこうも妄もう信しんするわけだ」


　膝ひざがふるえだすのを懸けん命めいにこらえ、眼がん前ぜんを覆おおうほどの巨きよ体たいを持つそれを見上げた。




　間奏第四幕　『シャオ　─弱き者─』







　夜風に撫なでられ、森の木々がざわりと騒さわぐ。


「かつて、名めい詠えい式しきの研究に打ちこむ前ぜん途と有望な研究者がいた」


　周囲を一望できる小高い丘おかに、二人分の人ひと影かげがあった。


「そんな彼の下もとに一人、助手として雇こ用ようされた女じよ性せいアシスタントがいた。間が抜ぬけておっちょこちょいで、せわしない女性。名前をレインと言った。しかし雇やとったはいいものの、当初その研究者には、レインがただの足手まといとしか映うつらなかった。おせっかいで目め障ざわりだとね。そしてそれを面と向かって言ったこともある」


　一つは、背せに長大な鎗やりを担かついだ長身の男。


「だけどレインは次の日も、また次の日も彼の下にやってきた。呆あきれかえる彼をよそに、彼女が笑え顔がおで研究を手伝う日々は続いた」


　そしてその隣となりに、小こ柄がらなシルエットが立っていた。深い暗あん褐かつ色しよくの外がい套とうに、表ひよう情じようを隠かくすほど目ま深ぶかにかぶったフード。


「その中で少しずつ変化があった。要よう領りようが悪くお世辞にも有ゆう能のうとは言えないけれど、この上なく明るい彼女。失敗した時に励はげまされ、成功した時には共に喜んでくれる。そんな彼女に研究者もまた自然と惹ひかれていった。自分にはないものを持っているとね」


　ふわりと、そのフードが持ち上がった。


　二つの影かげは動いていない。風が、そのフードの覆おおいを外したのだ。


「口に出せないながらも、ずっとその関係が続くことを研究者は願うようになった。一月、一年、慎つつましくも穏おだやかで安あん寧ねいの日々が続く。しかし──」


　淀よどみなく綴つづる言葉が、フードを吹ふき上げた風に遮さえぎられ一いつ瞬しゆん止まった。


「間もなく、突とつ然ぜんの悲劇が二人を引き裂さいた」


　艶つややかで均きん斉せいがとれた唇くちびる、涙なみだに濡ぬれているような深い色に輝かがやく黒こく瞳どう。少年か少女か分からない、中ちゆう性せい的てきな顔立ちがあらわになる。


「きっかけは、たった一本の電気ケーブル切せつ断だんから始まる短絡シヨート。しかし小さな火花は消えることなく周囲の埃ほこりに着火し、周囲の薬品に燃もえ移うつり……最後には研究所そのものを巻まき込こんだ火か災さいという最悪な現げん象しようを招まねいてしまった。その事じ故こで研究者は自分の右みぎ腕うでを失い、レインの方は二度と帰らぬ者となった」


「それって有名な事件か、シャオ？」


　訊たずねるように顔を向けるもう一人の男。


「いいや、本当に小さな小さな研究所の事故だから」


　肩かたに止まった木の葉を手のひらに載のせたまま、シャオがそっとまぶたを閉とじる。


「右腕を失い、研究者としての誇ほこりも地位も失い、最も愛すべき者さえ失った。文字通り全すべてを失った男はあてもなく大陸をさまよった。あるいは、レインの後を追おうと死に場所を探さがしていたのかもしれない。けれど、とある荒こう野やにて、彼は一人の老人と出会う。自分とまるで同じ過か去こを背せ負おった老人と。その老人の名は……ヨシュア」


　手のひらに載せた木の葉が、再ふたたび風に乗って飛ばされていく。その一方で、ざわめいていた森や足あし下もとの雑ざつ草そうはしんと静まりかえっていた。


「老人は男の身の上に同どう情じようの念を抱いだき、語りかけた。互たがいに最愛の者を失った者同士、せめて彼女たちに誇れるものを見出さないかと。──その日から、老人と男は狂くるったように研究に没ぼつ頭とうした。それは何かを成なし遂とげるというより、愛する者を失った哀あい惜せきから抜ぬけ出すためのもの。狂きよう気きにまみれた執しゆう念ねんだった」


　それはさながら、ありとあらゆるものがシャオの声に耳を傾かたむけているかのように。


「全てを失った二人が求めたのは、決して失われない存そん在ざい。絶ぜつ対たいで永えい久きゆうで不ふ可か侵しん。言うなれば限かぎりなく信しん仰こうに近いもの。だが信仰と違ちがうのは、今の二人にとっては非ひ常じように具体的な拠より所どころが必要だったということだ。目で知覚し肌はだで触ふれ、実感できる拠り所」


　そして、ゆっくりとシャオがまぶたを開ける。


「それが、Laspha主の名を冠かんする王たる真精だった」


　肺はいに残る空気を吐はき出し、隣となりの男へと顔を向ける。


「君が聞きたがっていた、ミシュダルという敗者が生まれたきっかけだよ。アルヴィル」


「しかしなんでまた、あの男はトレミア・アカデミーの連中にご執しゆう着ちやくなんだ？」


　背せ中なかに負う鎗やりを地に刺さし、アルヴィルと呼よばれた長身の男が腕うでを組む。


「出会ってしまったんだよ。自らの過か去こを映うつすような二人の少年少女と」


　濡れる黒瞳にケルベルク研究所を映し、シャオが自らの唇を指先でなぞる。なぞった先、そこにはいつの間にか夜色の口紅ルージユが引かれていた。


「夜色名詠式というものを一いち途ずに練習している少年、あまりに純じゆん粋すいでまっすぐで、適てき度どに力を抜ぬくということもできない不器用な子。そしてその隣となりで少年を支ささえる緋ひ色いろの少女。似にてると思わない？　ネイト、そしてクルーエル。それにミシュダルとレイン。研究者ミシユダルと名ネ詠イ士ト──境きよう遇ぐうは違えど、かつての二人にとてもよく似ている関係だったんだ」


「良い表ひよう現げんか分からんけど、過去の自分と比くらべてその二人に嫉しつ妬としてるってか？」


「……ううん。きっと、彼は答えを知りたいだけだろうね」


　ケルベルク研究所を瞬まばたきもせずに見つめ、シャオが首を横に振る。


「最愛の女性と出会って、そして分け隔へだたれた。その後に自分が選んだ敗者の王ラステイハイトという選せん択たくが、本当に自分の望んだものだったのかどうかを」


「だからああもご執心なわけか」


「自らへの憎ぞう悪おと憤いきどおり、怨おん念ねんにも似た悲ひ壮そう。全てを失った空っぽの彼が空白名めい詠えいにたどり着くのも、あるいは必然と言えるのかもしれない」


　ゆらりと、シャオの周囲の空気が歪ゆがむ。歪みの方向は、ケルベルク研究所。それを視し界かいの端はしに捉とらえたまま、シャオが再びフードをかぶる。


「アマリリスによって封ふう律りつされた敗者の王ラステイハイト。だがアマリリスと同じ属ぞく性せいを持つ、空白名詠の触媒カタリストたるツァラベル鱗りん片ぺんならばあるいは──」


「敗者の王ラステイハイトの封律も解とける？」


「いや、おそらくは幻げん影えい体たい。だが場合によっては本物を詠よび出すよりもタチが悪い」


　シャオの示しめす方向を眺ながめ、アルヴィルが苦く笑しようにも似た溜ため息いきをつく。ケルベルク研究所の真上、空間の亀き裂れつが描えがき出す奇き怪かいな名詠門チヤネル。


「だけどよ、それを教えるためにわざわざトレミア・アカデミーへ行ったんだろ？　どうだったんだ」


「全ては伝えてない。だけれど必要な欠片ピースは与あたえた。あとは彼ら次し第だい」


「やれやれ、誰かさんがその空白名詠の真しん精せいとやらをきちんと名詠して手なずけていればこんな面めん倒どうなことにはならなかったんだがな。六年前だっけ？　一度は成功したんだろ」


　鎗やりの柄えで、アルヴィルがつんとシャオの脇わき腹ばらをつつく。


「……やめて、くすぐったいよ」


「で、どうなんだっての」


「始まりの島ツアラベルでのあの大爆発ゲシユタルロアを成功とは呼よべないよ。本来の名詠者たる自分は拒きよ絶ぜつされ、現あらわれた真精アマリリスは当時十歳さいだった少女──クルーエルを選んだ。〈始まりの女イヴ〉と〈牙剝く者アマデウス〉が名詠者をネイトしか認みとめないように、アマリリスもクルーエル以外を認めようとはしなかった」


　そっと自らの右手を眺めるシャオ。


　手の甲こうに、あたかも花の形のように穿うがたれた小さな火傷やけど。六年前、風の砕けた日ゲシユタルロアによって負った、消えることのない傷きず跡あとだ。


　同時に、アマリリスによる名シ詠ヤ者オに対する反はん逆ぎやくの証あかしでもある。


「名じ詠ぶ者んに対する真精アマリリスの反逆から引き起こされた風の砕けた日ゲシユタルロア。それを大陸で目もく撃げきしたヨシュアが始まりの島ツアラベルへと赴おもむき、空白名詠の真精アマリリスと出会う。アマリリスを怖おそれたヨシュアは敗者の王ラステイハイトを名詠するが、それは逆に封律されてしまう。敗者の王ラステイハイトを失ったヨシュアはアマリリスに対たい抗こうするため〈孵石エツグ〉を精せい製せいし、〈孵石エツグ〉は後にトレミア・アカデミーへと伝わる。──それが始まりだった」


　装しよう束ぞくの布ぬので、その手を隠かくすようにシャオが覆おおう。


「〈孵石エツグ〉は競演会コンクールで暴ぼう走そう。同時期、ヨシュアから話を聞いたミシュダルもまた〈孵石エツグ〉を利用しつつトレミア・アカデミーへ侵しん入にゆう。結果的にクルーエルは、自らに宿ったアマリリスの力を引き出さざるを得ない状じよう況きように陥おちいり、アマリリスの覚かく醒せいを招まねいた」


　このままアマリリスとの衝しよう突とつが続けば、クルーエルの身は保もたない。


　そればかりか、始まりの名詠として存そん在ざいする空白名詠の調ちよう律りつ者しやが消えれば、五色全すべての名詠までもがこの世界から消えてしまうかもしれない。


「それで、今ケルベルクにいる連中でそれを止められる算さん段だんは？」


　フードを目ま深ぶかにかぶった状じよう態たいで、シャオが小さく微笑ほほえむ。


「夜ネ明イけト、彼一人では無理だろうね」


「んじゃ、どうすんの？　まさかお手上げとか言わないよな」


　鎗を肩かたに担かつぐアルヴィル。


「トレミアで伝えるべきものは伝えた。あとは調律者アマリリスと止まり木クルーエルの両者が互いの道行きをどう選せん択たくするかで全てが決まる。『clue-l-sophie neckt緋色の背約者〈クルーエ・ル・ソフイ・ネクト〉』であれば、空白名詠もろとも全ての名詠が消えるだろう。けれどもう一つであれば」


　透すきとおったまなざしで、シャオは遥はるか彼方かなたの研究所を見つめ続けた。


「クルーエルに、もしも彼の声が届とどくのならば──」




　間奏第五幕　『レイン　─名めい詠えい式しきって、なんですか─』







〝主任研究者のミシュダルさんですか？　初めまして、このたび求人募ぼ集しゆうの公告を見て来ましたレイン・アルマーニャです。名詠式のことは全然分からないけど、よろしくおねがいします！〟





　最初は、ただやかましいだけの奴やつが来たと思っただけだった。
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〝おい、言っておいた実験準じゆん備びができてないぞ〟


〝……すいません。言われた試薬と器具の名前が分からなくて〟


〝前に一通り教えたはずだが？〟


〝あ、あの……全部はまだ覚えきれてなくて〟


〝…………〟


〝……ご、ごめんなさい。わたし、名詠式のこと全然知らなくて！〟


〝なら、なんでこんな求人募集に応おう募ぼしてきた〟


〝え……っと、家から近いし、それに知らないことも勉強できると思ったからです〟


　教えたことへの習得が遅おそく、覚えたとしてもすぐ忘わすれてしまう。手先もお世辞にも器用とは言えず、高価な実験器具や試薬をいくつ駄だ目めにしたかも分からない。


　今まで何度かアルバイトを雇やとったが、これほど無む能のうな人間はいないようにも見えた。


　唯ゆい一いつの長所と言えば底そこ抜ぬけに明るく人見知りしない性せい格かくということらしいが、自分にとってはそれも悪いことにしか作用してないように見えた。





〝あら、ミシュダルさんてばまた実験室で寝ね泊とまりしちゃったんですか〟


〝……いつものことだ〟


〝あー、どうせまたご飯もろくに食べてないんですね。いいですよ、わたしが朝ご飯作ってあげます。規き則そく正しい食事は大切です！〟


〝要いらん、それよりこっちの論ろん文ぶんを至し急きゆう複写コピーしてこい〟


〝とりあえずパンとハムエッグ、それにサラダは基き本ほんですよね。あ、あと紅こう茶ちやかコーヒーはどっちがお好きですか？〟


〝……人の話を聞いていたか？〟


〝もちろんです、ミシュダルさんてば実験室で寝泊まりしたから、朝ご飯食べてないんですよね！〟


〝…………〟


　人なつこいと言えば聞こえはいい。だが自分にとってはおせっかいなだけだった。


　一度思い立ったらテコでも動かない頑がん固こさと、何かに熱中するとすぐ周りが見えなくなるドジでどうしようもない女だと。





　けれどそんな中で、それでも何かが変わっていったのは、いつからだっただろう。





〝ミシュダルさんミシュダルさん！〟


〝気が散るから廊ろう下かを走るなと言っただろ……もしやまた何かドジをやったのか〟


〝あ、あの、違ちがうんです！　実験室で寝かせておいた研究溶よう媒ばいのうち、フラスコＤとＦとＫに反はん応のうがあったんです〟


〝──なに？〟


〝しかも、Ｆのなんか既すでに発生が確かく認にんできて〟


〝ばか、それを早く言え！〟


〝あ、ちょ、ミシュダルさんてば速っ、置いてかないで！　あ、あのっ！　廊下を走るなって言ったのミシュダルさんじゃないですかぁぁぁっ〟


　いつしか、自分もまたそんなどうしようもないゴタゴタに順じゆん応のうするようになっていたのかもしれない。いや、たった二人きりだったからだろう。


　ろくに実入りのない小さな研究所、他のアルバイトや職しよく員いんが次々と大手の研究所、そう、たとえばケルベルク研究所などの最大手に身を寄よせていく中で。





〝あれ、マイスさんは？　今日お休みですか？〟


〝あいつならもう来ない。ミンティア天てん立りつ研究所でお偉えらい方の使いぱしりになるそうだ〟


〝ふーん。まああっちの方がお給料も良いですしね〟


〝まあな〟


〝……ねえ、ミシュダルさん〟


〝なんだ〟


〝この研究所、とうとうミシュダルさんだけになっちゃいましたね〟


〝そうだな〟


〝……ねえ、ミシュダルさん〟


〝なんだ〟


〝アルバイトも、もうわたし一人になっちゃいましたね〟


〝そうだな。何ならお前も、どっか別の働き口を探さがしても構かまわんぞ〟


〝え、だめですよ！　ミシュダルさんがどっか行くなら別ですけど〟


〝あいにく、俺おれはここを動く気はない〟


〝じゃあ、わたしもここにいます〟


〝変わった奴やつだな、ここに残ったってろくなこともないぞ〟


〝はい、それは知ってます〟


〝どうしてだ？〟


〝わたし……今まで色んな求人に応おう募ぼしてきました。でも採さい用ようされても……わたしすごく不器用だし要よう領りよう悪いからすぐ辞やめさせられちゃったんです〟


〝当然だな、俺だってお前ほど使えない助手は初めて見た。……おい、なんだその気味の悪い笑えみは〟


〝でも、ミシュダルさんはこのお仕事辞めろって言わないですから。本当は最初の一週間くらいで辞めさせられるかと思って、ずっとビクビクしてたんですよ？　でもそうじゃなかった。それにミシュダルさんは──〟


〝なんだ〟


〝わたしのこと『助手』って言ってくれました！〟


〝……言葉のあやだ〟


〝いいんです、それでも。わたしそれだけですごく嬉うれしいです〟


〝ふん、性格の歪ゆがんだ研究者に頭のネジが外れた助手か〟


〝だいじょうぶです、いつか優ゆう秀しゆうな助手になってみせますから！　二人だけだけど頑がん張ばりましょうね！〟


〝……ああ〟


〝あれ、ミシュダルさん？　どうしたんですか。顔赤──〟


〝何でもないっ！〟


　レインだけは、ずっと自分と一いつ緒しよだった。


　なぜ彼女が自分のような面おも白しろ味みのない人間の下もとで延えん々えんと働き続けたのか、それは分からないままだった。分からないまま、それでもいつしか、この関係が続くことを願っている自分がいた。





〝ミシュダルさん、雪ですよ、雪！〟


〝雪なんかこの季節ならいくらでも降ふるだろう？〟


〝そうなんですか？　わたし別の地方の生まれで、雪なんてほとんど見たことなくて〟


〝雪が珍めずらしいか。……それなら、午前はどうせ頼たのむこともなさそうだから好きなだけ近くで眺ながめてこい〟


〝え、いいんですか？〟


〝ああ。それだけ物もの欲ほしそうな目で雪を眺められたらこっちが困こまる〟


〝わぁっ、ミシュダルさんが優やさしくしてくれたの初めてかも〟


〝……お前、俺を今までどんな目で見てたんだ〟


〝えへへ。ねえミシュダルさん、それならもう一つお願いがあるんです〟


〝なんだ〟


〝少しでいいんです、一緒に外行って雪見ましょう〟


〝あいにく俺は忙いそがし──〟


〝………見てくれないんですか〟


〝ああっ、もう分かった！　分かったから泣くな〟


〝ホント？　やったぁ、ありがとうございます！〟


〝……噓うそ泣なきか〟


　噓泣きであったことに、なぜかほっとした自分がいた。それに気づかれるのが恥はずかしくて、外に出てからも不ふ機き嫌げんを装よそおっていた。


　ただ、彼女にはあっさりとばれていた。





〝ねえミシュダルさん、雪って名めい詠えい式しきで詠よび出せるんですか〟


〝ん？〟


〝こんなに綺き麗れいなんだもん、名詠できたら素す敵てきじゃないですか〟


〝氷の粒つぶをただ詠ぶだけならできるだろうが、こんな感じに降らすことはできないだろうな〟


〝ふぅん……じゃあ、名詠式で恋こい人びとを詠ぶことってできますか？〟


〝は？　恋人？〟


〝ええ。理想の相手なんかをばーんと〟


〝お前、名詠式をなにか勘かん違ちがいしてないか〟


〝できないんですか〟


〝当たり前だ〟


〝……あー、良かった〟


〝良かった？〟


〝だってもしそんなことができちゃったら、ミシュダルさんはその人につきっきりになっちゃって、わたしのことなんか見てくれなくなっちゃいそうだから〟


〝……レイン？〟


〝ねえミシュダルさん、わたし思うんです。本当に大切なものは名詠式じゃ詠べないんじゃないかって。こんなに綺麗な雪も、恋人も、きっとこの空の星明かりだって詠べない。なら、名詠式の価か値ちっていったいなんなんだろうって〟


〝名詠式の価値か、難むずかしいな〟


〝だからね、わたし思うんです。名詠式で詠び出せるものを詠び出して詠び出して詠び出して、そして最後に──詠び出せないまま残ったものが、本当に大切なものなんじゃないかなって。大切なものを消去法的に教えてくれるのが名詠式なんじゃないかって〟


〝直感的な発想なのがお前らしいな〟


〝あー、なんですかその呆あきれ笑い！　ミシュダルさんもあれですか、『女は直感と感かん情じようで動く』みたいなこと言う人ですかぁ！〟


〝いいや、男だって似にたようなもんだ。ただ、男はそれを言うと恰かつ好こうがつかないから、直感で感じたことにアレコレめんどくさい理由をつけるのさ。後づけでな〟


〝ふーん、それなら女わたしたちの方が分かりやすくていいですね〟


〝そうかもしれないな〟


〝……でもね、ふしぎと、間ま違ちがってる気がしないんです。名詠式だけじゃ本当に大切なものは手に入らないって〟


〝だから、それを研究者の俺に言うな。飯のタネがなくなるだろうが〟


〝あ、そうでした！　でも、そうなったら──〟


〝そうなったら？〟


〝二人で、どっかに小さなパン屋さんでも開きましょう。きっとそれも楽しいですよ〟


　思えば、そんなくだらない会話をしている時が一番幸せな時間だった。


　だが自分は、それに気づくのが遅おそすぎた。


　どんなに幸福だろうと強い想おもいだろうと関係ない。時の流れというものは常つねに人を油ゆ断だんさせ懐かい柔じゆうし、恋人のような笑え顔がおを装って背せ中なかに残ざん酷こくな刃やいばを振ふり下ろす。


　研究所のあの事故が、自分から全すべてを奪うばっていった。


　今は全ては空っぽだ。


　だから、今でも夢ゆめに見ては苛さいなまれる。





〝二人で、どっかに小さなパン屋さんでも開きましょう。きっとそれも楽しいですよ〟





　あの時に、気の利きいた言葉の一つもかけてやれなかったことを。


　あの場で勇気を出して頷くことだって、苦手な愛あい想そ笑いの一つだって、こうなることを知っていれば──




　六奏　『目覚めの時、紡つむぐ約束』







　　　　０





「……お前の言うとおりだったよ、レイン」


　遥はるか上空から真下の研究所をぼんやりと見下ろし、ミシュダルは首を振ふった。


「結局俺おれはお前に何一つしてやることができないまま、こうして代わりに、失わない絶ぜつ対たい的てきなものを求めた挙あげ句くに最強の真精ラステイハイトへと行きついた」


　だがこうして詠よび出せたということは、この真しん精せいですら真に自分の欲ほつしたものではないのかもしれない。もっとも、それを笑って話す相手はもうどこにもいないのだが。


　真精ラスティハイト。


　それは、人を模もした彫ちよう像ぞうに似にた真精だった。


　古代の人間が理想の美を追い求めて彫像に彫ほるような、あの端たん整せいで麗うるわしき顔立ち。そのモチーフはおそらく聖せい衣いを纏まとった聖人。頭の上には茨いばらの冠かんむり、ただし身体からだは上半身だけ。胸の部分から下は、身体も腕うでもその衣ころもも綺き麗れいに消失していた。それが空中十数メートルを浮ういているのだ。翼つばさも何もなく、重力を無む視しして宙ちゆうに浮く。


　だが──自分を背に乗せて浮遊する敗者の王ラステイハイト本体は灰はい色いろではなく、濁にごった半はん透とう明めいに近い、霧きりのように霞かすむ姿だった。地表に伸のびた敗者の王ラステイハイトの巨きよ大だいな影。そこから湧わくように這はい出てくる無数の名めい詠えい生物も、灰色名詠生物と浸しん透とう者しやが入り乱みだれた群ぐん体たいだ。


「……所しよ詮せんは虚きよ像ぞうというわけか」


　実体ではなく、さながら鏡に映うつった偽いつわりの身。


「『敗者の王ラステイハイトはもういない』……なるほど、ヨシュアの言うとおりだな。が、まあそれも構かまわん。今の俺にはむしろこいつの方が似につかわしい。俺と同じで空っぽ、さしずめ虚像の王か」


　自じ嘲ちようの笑みをこぼし、ミシュダルは眼がん下かに展てん開かいする光景を見下ろした。敗者の王ラステイハイトの上じよう昇しようは止まらない。七階建ての研究棟すら遥か足あし下もとに、ケルベルク研究所の敷しき地ちがほぼ一いち望ぼうできる高度まで昇のぼり続ける。


「これが俺にとって最後の名詠だ。だから、さあ教えてくれ」


　地上に溢あふれかえる灰色の名詠生物と浸透者。大たい群ぐんの中で、ミシュダルは頭上を見上げた。


「夜よる色いろ名詠の使い手ネイト・イェレミーアス、そしてクルーエル・ソフィネット。お前たち二人は、やはり過か去この俺やレインと同じ道をたどるのか？　お前たちが頼たよるのは何だ？　俺やヨシュア同様に最強の真精か？　それとも、俺とレインが見み出いだせなかったものを、お前たちは見つけられるのか？」


　その答えを、教えてくれ！
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　リィィィ……ン……


　研究所に忍しのび寄よる異い変へんをまず告げたのは、窓まどガラスがどこか遠くで響ひびく音だった。


「警報サイレン？　上の階から？」


　暗くら闇やみの中、ミオは仮か眠みん室しつの天てん井じようを見上げた。停電が起きたかと思ったら、今度は立て続けに警報サイレンの音。いったい何が。


「あれ。なにこの、避ひ難なん訓練みたいなやかましい音」


　眠ねむっていた女子も次々と目を覚ます。


　……なんだろう、すごく嫌いやな予感がする。既き視し感かんではない。もっと現げん実じつ的で明確な恐きよう怖ふが迫せまっている気がしてならないのだ。


「みんな、静かにっ！」


　響き渡わたるエイダの怒ど号ごうに、周囲でざわついていた女子が静まりかえる。


　……ジッ……ジジジッ……


　耳みみ障ざわりな音を立て、天井の照明が明かりを取り戻もどす。


「電気が復ふつ旧きゆうしたと思ったけど、そういうわけでもないのね。さてどうしよっか。ここに留とどまる？　それとも廊ろう下かに出て様子を見る？」


　小こ刻きざみに点てん滅めつを繰くり返す照明を睨にらみつけ、携けい帯たいしていたらしい登山用照明具カンテラをサージェスが鞄かばんから取り出した。


　──たぶん、何かあったんだ。


　こんな大きな研究所で警けい報ほう機きが鳴り響くなんてちょっと普ふ通つうじゃない。誤作動と思いたいけれど、こうして停電も重なるなんて。


「しっ、誰だれか来た！」


　扉とびらの前でエイダが聞き耳を立てる。規き則そく正しい足音。歩調が速いということは走っているからだろう。足音は自分たちの部屋のすぐ真正面で止まり──


「おいっ、俺おれだ。開けてくれ！」


　声は、教室の男子クラス委員の声だった。


「オーマ？」


　扉の鍵かぎを外すなり勢いきおいよく扉が開く。息を切らせながら、運動着姿すがたの男子生徒が転がりこむように入ってきた。


「どうしたのオーマ、こんな時間に」


「それは俺の台詞せりふだっての！　どうなってんだ。こんな夜中に突とつ然ぜん警報サイレン鳴りだして起こされて、廊下に出てみれば職しよく員いんの人が全員血相変えて走ってるときた。こっちが何か訊きこうとしても『答えてる時間がない』でろくに相手にされねえし」


　手当たり次し第だい聞いて回ったのか、彼の額ひたいからは既すでに大おお粒つぶの汗あせが滴したたり落ちていた。


　それにしたって職員の人たちが総そう出でで？　いったいどれほどのことが──


「よかった、みなさん無事だったようですね」


　にわかに、凜りんと落ちついた声が通路に響いた。


「ティンカ！」


　詰つめ寄よるエイダ。一方で、白銀しろがね色の髪かみの女じよ医いは微かすかに表ひよう情じようを厳きびしくした。


「……みなさん、今日の昼に避ひ難なん用シェルターの場所は聞いているはずですね。今からそこに向かいます、急いで準じゆん備びをしてください」


　シェルターに？


「事情は移い動どうしながら話します、とにかく今は急いで──」


　彼女が言い終わらぬうちに。


　ぼとっ、と、彼女のすぐ背はい後ごに何かが落下した。灰はい色いろの鱗うろこに、やけに細長い四し肢しと爪つめを持った石ト竜カ子ゲ。──こいつは、まさか！


「ティンカ、動くなっ」


　石ト竜カ子ゲが無む防ぼう備びな彼女の背せ中なかに向けて爪を振ふり翳かざす。それと交こう叉さするタイミングで、エイダの祓ジ戈ルが眩まばゆい銀ぎん閃せんを放った。


　唸うなるような鳴き声を洩もらし還かえっていく、灰色の名詠生物。


「ティンカ、平気？」


「ええ。ぎりぎり触さわられる前で助かりました。……しかし、もう棟内に侵しん入にゆうしているのがいるなんて。既すでに一次防ぼう衛えい線せんも突とつ破ぱされたのね」


　煙けむりを発し消しよう滅めつする石ト竜カ子ゲをじっと見つめ、ティンカが重苦しい息をつく。


　トレミア・アカデミーで目まの当たりにした光景が頭を過よぎった。あの時と同じように、灰色名詠の生物の襲しゆう撃げきを受けている？


「なあミオ、今のって……名詠生物？　灰色だったけど、あんなのいるの？」


　こっそりとオーマに耳打ちされ、ミオは小さく首を縦たてに振った。忘わすれもしない、あの晩ばんあの男を前にして味わった恐きよう怖ふは並なみ大たい抵ていのものじゃなかった。


　いや、でも決定的に違ちがうのはおそらく──今回は、競演会コンクールで起きたのと同じくらい大だい規き模ぼな暴ぼう走そうが起きているということだ。


「なるほど、大体今ので分かってきた。あいつが来たわけね」


　鎗やりの柄えで床ゆかを叩たたき、鋭えい利りなまなざしでエイダが通路の奥おくを見み据すえる。その後ろで、オーマがクラスの男子を引き連れて通路に現れた。


「とりあえず男子はこれで全員。ネイトはクルーエルの方についてるらしいんでいないけどな。女子はどうなの？」


「うちらも平気だよ」


　オーマの問いに頷うなずくサージェス。


「では行きましょう。多少早足で歩きますが、その間も極力静かにお願いします」


　言うなり、ティンカが小走りに近い速さで先せん導どうする。その背をミオは慌あわてて追った。


　通路沿ぞいの部屋という部屋に照明が灯ともったまま。だが内部は一人の職員も見当たらない。


「幹かん部ぶ職員は他の棟への連絡、その他の職員もそれぞれ別ルートで避難シェルターへと退たい避ひするようにさせました……さて、これから外に出ます。何が起きてもわたくしの指し示じに従したがってくださいね──命に関かかわりますので」


　非ひ常じよう扉とびらの前でさらりと告げる彼女の言葉、その一つ一つが鉛なまりのように重い。


「……はい」


　小声でミオは頷いた。にこりと、小さな微笑ほほえみを浮うかべてティンカが扉を開ける。





　建物の外は、既すでに異い常じような光景だった。





　──石化した職員たちが、扉を開けた先の芝しば生ふに何人も転がっていたのだ。


　外がい灯とうに取りつけられた拡かく声せい器きからけたたましく響ひびく警報サイレン。それに混まざり、祓名民ジルシエと思おぼしき者の怒ど号ごうと誰だれかが泣なき叫さけぶ声。途と切ぎれることのない人の悲鳴が周囲に充じゆう満まんし、おぞましく奇き怪かいな合唱を奏かなでる。


　……な……なに、これ。


　恐怖から来る嘔おう吐と感に、ミオは思わず身体からだをくの字に折り曲げた。


「っっっっ、い、嫌いやぁっっ！」


　すぐ背後、絶ぜつ叫きようを上げるクラスの女子。男子の何人かも口元を押おさえて顔を背そむける。


　……当然だ。自分は一度学校で目にしたからまだ覚かく悟ごはできていた。けれど耐たい性せいがない状態でこれを直ちよく視しし、平然としていられるはずがない。


「ティンカさん、生徒たちは？」


　名詠士と思しき若わかい男だん性せいが駆かけてくる。


「はい、何とか全員無事でした」


「良かった。早く避難シェルターへ、ここも長くは保もちません！」


　傷きずだらけの腕うででシェルターへの方向を指し示しめす彼。その姿に、ティンカの双そう眸ぼうがゆれた。


「あなた……避難路を確かく保ほするために残ってくれていたの？」


「後こう輩はいは大事にしろ、そう教わってきたんで」


　頰ほおをかきながらはにかむ名詠士。


　……この人。


　彼の顔をじっと眺ながめ、ミオは拳をぎゅっと握にぎりしめた。この人、トレミア・アカデミーの競演会コンクールで来らい賓ひん席せきにいた人だ。来賓席、それも、同どう窓そう生せい用の席に座すわっていた人。


「あ、あの」


　あたしたちの先輩の人ですよね──思わず口に出しかけて、けれど最後まで言えなかった。彼は、そんな時間の浪ろう費ひのためにここに残ってくれたわけではないのだから。


「さ、行って！」


　そんな自分の表情にも気づかず、彼の方は厳きびしい表情のまま鋭するどく告げてきた。


　だからミオは、彼の横を走り去る際さいにせめて小さく会え釈しやくした。彼に伝わったかは分からない。けれど、伝わっているものだと信じたかった。





　足あし下もとすらろくに見えない夜道を駆かけ抜ぬける。


　芝生に隠かくれた小石に何度もつまずきそうになり、そのたびに友人に助けられた。


「ミオ、平気？」


「……う、うん」


　不安げに顔を覗のぞくサージェスに、ミオはかろうじて笑顔を向けた。


　進行方向の先の、発光塗と料りようで描えがかれた夜間標ひよう識しき。昼にミラー教きよう師しから案内してもらった時に見た標識だ。あれを越こえればもうすぐのはず。それと同時──


　がさっ、と最も寄よりの茂しげみが揺ゆれた。風の吹く方向と違ちがう、明らかに異い常じような揺れ。


「だ、だれかいるの？」


　小さく悲鳴を上げ、反はん射しや的に飛び離はなれるクラスメイト。


　……いったい、何がいるの。


　全員が足を止めてその茂みを凝ぎよう視しする。だがどれだけ待てども、茂みから何かが飛び出してくる気配はない。吹ふき荒あれる風にあおられ、茂みの葉が擦こすれるざわめきが繰くり返されるだけだ。


「風？」


　何人かが胸むねをなでおろす。だが──


「いや、違う！　みんな離れろっ！」


　エイダの声が裏うら返がえる。それとほぼ同時に、茂みの空気がぐねりと歪ゆがんだ。


「え？」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすクラスメイト目がけて空間の歪みが迫せまる。この現象、見覚えがある！


　浸しん透とう者しやとかいう奴やつだ！　灰色名詠の生物が出てくるとばかり思っていたのに、まさか、この敷地には浸透者も溢あふれかえってるの？


「そこ、退さがって！」


　エイダに続き、顔を蒼そう白はくにしてティンカが叫さけぶ。だが、そう叫ばれた方の少女は何が起きたかすら分かっていなかった。


「え、……え、え？」


　空間の蠕ぜん動どうにも気づかず周囲をきょろきょろ見渡す彼女。エイダが、ティンカが駆け寄る。だけど、だめだ、間に合わないっ！


　──『Ruguz青の歌』──


　浸透者の足あし下もとの芝しば生ふが青く光った。青く輝かがやく石が芝生に転がる。サファイア？


　ピシリッ。澄すんだ音を立て、サファイアと同色に輝く氷柱が、周囲の空間ごと浸透者を氷結させた。


「……間一髪だったわね」


　聞き覚えのある声にその場の全員が振り返る。振り返り、クラスの何人かが引き攣つっていた表情をやわらげた。そう、それは自分たちの知った顔だったから。


「……あれ、ケイト先生？」


　クラス委員のオーマがぽかんと口を開ける。彼の目の前、若わか葉ば色いろのスーツの上に旅行用の上着を羽は織おった女性教きよう師しの姿があった。


「まったく、夜行列車を乗り継ついできたかいがあったわね──それにしてもあなたたち、よりによってクラスで講こう義ぎ休んで旅行だなんて、なかなか活動的じゃない。……おかげで学園長から素す敵てきなお説教を賜たまわるはめになったし」


　……せ、先生ってば、じりじり詰つめ寄よってくるの怖こわいよ。


「あ、あの先生？」


　サージェスが慌あわてて手を振ろうとするのを遮さえぎる形で。


「ま、だけど無事で良かったわ」


　腕うで組ぐみし、ケイト教師が微笑ほほえんだ。


「あなたたちの行動は確たしかに身勝手だったけど、その気持ちも分からないわけじゃないから。でもね、今度からはちゃんと教師わたしに相談してからにしてちょうだい」


　周囲に目をやりつつ早口に告げ、教師がティンカへと小さく頭こうべを垂たれた。


「ティンカさん、うちの生徒がご迷めい惑わくをおかけしました。状じよう況きようが今も把は握あくしきれていないのだけれど、とにかく緊きん急きゆう事じ態たいということは承しよう知ちしているつもりです」


「いえ、こちらこそ。とにかく今はこの先の地下シェルターへ、詳くわしい事情はそこでお話しします」


　ティンカが踵きびすを返そうとするのを制せい止しするように。


「……いや」


　上空を見つめ、エイダが低い溜ため息いきを洩もらした。今までほとんど聞いたことのない、呆ぼう然ぜんとした声こわ音ねで。


「事情説明は必要なさそうだよ」





　空気が、怯おびえたように震ふるえた。





「じ、地じ震しん？」


　いや、でも地面は揺ゆれてない。揺れてないのに肌はだがびりびりと痛いたむ。直後、外灯に照らされている周囲に、ひどく昏くらい影かげが押おし寄せてきた。


　なにこの、巨きよ大だいな影？


　ふと横を見渡せばティンカ、ケイト教師が頭上を見上げ共に呆然と佇ちよ立りつしていた。その視し線せんにつられてミオも頭上を見上げ──そのまま、言葉を失った。


　……なに……あれ。


　背せ筋すじが怖おぞ気けだった。


　遥か頭上を旋せん回かいするのは巨大な真しん精せいだった。人の彫ちよう像ぞうのような外見。まるで何かの聖せい人じんの姿を思わせる。頭上を飛んでいるから分からないけど、大きさは競演会コンクールで見たあの五色の怪かい物ぶつヒドラよりあるかもしれない。


　しかも、ヒドラとは何かが違う。あのヒドラは怖いというイメージしかなかった。しかし頭上の真精はそれに加え、抵てい抗こう意い欲よくすら失うような尋じん常じようじゃない緊迫感があるのだ。





　──O vilis arsei spil謳えよ、諸人





　合唱を思わせる重じゆう厚こうで荘そう厳ごんな響ひびきが、脳のう天てんへ叩たたきつけるように降ふってきた。


　と同時、真精から伸のびた灰はい色いろとも白はく濁だく色しよくとも似につかない異い様ような影から、何かが無数に浮うかび上がってくる。その形はまるで蛇へび、石ト竜カ子ゲ、そして有翼石像ガーゴイル……まさか！


　瞬しゆん間かん、氷柱で肺はいを射い貫ぬかれたように呼こ吸きゆうが凍いてついた。


「エイダ、追い払って！」


　ミオが叫さけぶと同時、呆ほうけたように頭上を見上げていた彼女がはっと視線を尖とがらせた。


「ち、っざけるな！」


　完全に実体化する前に、浮かび上がってきた名詠生物へとエイダが鎗やりを一いつ閃せんする。陽炎かげろうのように歪ゆがむ名詠生物の影。そして沸わきたつように煙けむりを発して還かえっていく。瀬せ戸と際ぎわながら、完全に現あらわれる前に送そう還かんしたらしい。


「……洒落しやれにならないね。〈讃来歌オラトリオ〉まで使う真精初めて見たよ」


　乱みだれた息を隠かくそうともせずエイダが吐はき捨すてるように呟つぶやいた。


「ねえエイダ、あたし思ったんだけど、もしかしてあれが──」


　ミシュダルという男がずっと探していたという、敗者の王ラステイハイト？


　最後まで言わずとも伝わったのだろう。エイダも無言で頷うなずいた。


「エイダ、あなた、アレ倒たおせそう？」


「無理。祓名民ジルシエは空飛んでる相手は天てん敵てきなんだ。センセ、どうにかして撃うち落とせない？」


「無茶言わないで、そもそもどうやって飛んでるかすら分からないのに」


　ケイト教師、そしてエイダが互たがいに顔をしかめる。


「ただでさえ空を飛べる真精なんて限られてるのに、その中でアレをどうにかできる真精なんて……」


　空を飛ぶ真精、それを聞いてミオがまず思い浮かべたのはクルーエルの黎明の神鳥フエニツクスだ。でもクルーエル本人は意い識しきを失ったまま。それに黎明の神鳥フエニツクス一体でどうにかなる相手じゃない。大きさがまるで違うのだから。


　学園長の疾竜ワイバーン？　いや、おそらくはそれでも分ぶが悪い。でも、どうすれば。


「上のアレはひとまず後回しで、地上にいる下したっ端ぱを取り除のぞくことを優ゆう先せんですね」


「だけど、あいつを残しておいたらキリがない」


　鎗を握にぎりしめるエイダに、ティンカが首を横に振る。


「少なくとも、今のわたくしたちではあの高度上空圏けんまでたどり着く方法がありません。よしんばできたとしてもあの巨大おおきさです。そう容よう易いに落とせるとは思えません」


「……対たい抗こう策さくが見つかるまで時間稼かせぎが精一杯か」


　ぎりっと、周囲に聞こえるくらい強くエイダが奥おく歯ばを嚙かみしめる。


　──でも、あの時はどうしたんだっけ。


　競演会コンクールでも似にたような状況だった。あの時だって本当に絶望的な状況で──





〝トカゲなどではない。小こ娘むすめ、我われを知らんのか？〟





　それは風の悪戯いたずらだろうか。懐なつかしいというほど古くもない、けど思いだして胸むねがいっぱいになる記き憶おくが風に巻まき上げられてよみがえった。聞いたことのある声。そうだ、初めてネイト君と会った時。その肩かたに乗っていたのは──


「……あ……あ……っ」


　ネイトが母親から預あずかったという、あの名詠生物。


　夜色の小さな小さなトカゲ。トカゲって言うと怒おこるけど──


　そっか、そうだった。


　いる……いるよ！　たった一体だけ、遥か頭上の真精までたどり着けるのが！





　　　　２





　透すきとおった黎れい色しよくの世界。


　蒼そう碧へき色の灯ひから生まれたのは、一人の緋ひ色いろの髪かみの少女だった。


『敗者の王ラステイハイト、虚きよ像ぞうと分かっていてそれを詠よび出すなんて。さすがに長年執しゆう着ちやくしていただけのことはあるわね。そうは思わない、クルーエル？』


　歳の頃ころは十六、七歳さいだろう。すらりと伸のびた長身に、その背中まで伸ばした艶つややかな髪。髪色と対照的な、深い蒼碧色の瞳ひとみ。白はく磁じを思わせるほど白くきめの細かい肌はだに、華きや奢しやな腕、折れそうなほどにか細い足。


　身を覆おおう衣服などない。だが真っ赤に燃もえる炎ほのおの如ごとき紅あかい長ちよう髪はつが、まるで天衣のようにその裸ら身しんを愛いとしげに雅みやびやかに包みこんでいた。


　──アマリリス。


　それは、まるで裸の自分を映うつし出すかのような真精だった。


「…………」


『どうしたの、そんなに悲しい表情して』


「……わたし、みんなのところに帰りたい」


　あんなにみんなに心配かけてばっかり。遠くまで来てもらって、なのにここでもまた、こんな場面に巻き込こんで。


『それはダメ。なぜならあなたは、まだわたしの問いに答えてないでしょう？』


「……だって」


　唇くちびるを嚙かみしめ、クルーエルはその場でアマリリスをじっと見み据すえた。


「わたしは……そんなの言葉にできないよ」


『それはなぜ？』


「だって、だってそうでしょ？　わたしはネイトと今までずっと一いつ緒しよにいて、競演会コンクールだったり夏期合宿だったり夏休みだったり、色んなことを一緒に見てきたんだよ！」


　自分とまるで同じ容よう姿しの真精もまた、自分を試ためすかのように見つめてくる。怖こわいわけじゃない、むしろその逆、あまりに優やさしすぎるその瞳に甘あまえてしまいたくなってしまう。


　──でも、だめ。


　決してこの真精に甘えちゃいけない。この真精じゃない、わたしは……もっと別の大事な人がいる場所に帰りたいから。


「あなたはたった数か月だって言うかもしれない。でも時間なんて関係ないもん、すごく近い距きよ離りで、一緒にいることができたから。だから、その思い出全部を一言で言い表すのなんかできないよ！」


『なにをもって彼を選ぶか、だからそれも言葉に表せない？』


「そうよ、悪い？」


　……言葉にしたくなかった。


　わたしはミオみたいに勉強だってできる方じゃないし、本だって読む方じゃない。綺き麗れいな言葉も知らないし、表現しようとしたってきっとうまくできやしない。


『ならば言葉の代わりに、別のもので証しよう明めいして』


「──え？」


　それは、どういうことだろう。


『どんなものでもいいの。決して偽いつわりえぬかたちで、あなたと彼の約束をわたしに示しめして。あなたが信じるように、わたしもまた彼を信じられるように』
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　……地じ震しん？


　テーブルにうつぶせになった状じよう態たいから、ネイトはぼんやりと顔を持ち上げた。空気の振しん動どうで肌がびりびりと痛いたむ。鼓こ膜まくも麻ま痺ひしたような感覚だ。


　なのにテーブルは震ふるえてない。その上に載のった花か瓶びんも同様だ。地震ではない？　でも空気は確かに震えてる。怯おびえたように。


　このコテージの中じゃない。この震えは外から？


「夜中だってのにやけに嫌いやな空気だな」


　ソファーに座すわっていたゼッセル教きよう師しが弾はずみをつけて立ち上がる。


「外、見に行くの？」


「玄げん関かんから辺りを覗のぞくだけだよ」


　椅い子すから立ち上がろうとするエンネ教師をゼッセル教師が手で制す。もう片かた手てに触媒カタリストを携たずさえているのは警けい戒かいのためだろう。


「何もなければいいんだけどな」


　自分たちのいる待合室から玄関先の扉とびらは直結している。自分、そしてエンネ教師の視線を背中に浴び、ゼッセル教師が落ちついた仕草で扉の鍵かぎを解かい除じよした。数センチずつ、ゆっくりゆっくりと時間をかけて扉を開けていく。


　延えん々えんと茂しげる芝しば生ふに花か壇だん、そしてその先に広がる森林。扉が全すべて開ききった先は、昼間と何ら変わらない光景があった。


　だが──


「……なんだ……」


　扉から身体からだ半分を覗のぞかせた状じよう態たいでゼッセル教師の顔色が豹ひよう変へんした。


「ゼッセル？」


「二人とも来てくれ。……はっきり言って、俺おれの目の錯さつ覚かくだと思いたい」


　椅子から跳はね起きるように立ち上がり、ネイトは扉まで駆け寄った。扉脇わきに立つゼッセル教師の前を通つう過かしてコテージの外へ。


　──え？


　冷たい空気が肌に触れる。だが全身をなめ回すように駆けめぐった悪お寒かんは、決してその風のせいではなかった。


「……なんで、研究棟とうの方角が赤く燃もえてるの」


　隣となりに立つエンネ教師が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


　ううん、それだけじゃない。研究棟からかなり距離があるにもかかわらず、警けい報ほう機きの音がコテージにまで嫌いやというほど伝わってくるのだ。


　──何かあったんだ、それもかなり大だい規き模ぼな何かが。


　闇やみ夜よの中、必死で研究棟の方角に目を凝こらす。その直後。


　かさっ。


　小さな衣きぬ擦ずれのような音が鼓こ膜まくを震わせた。今のは……コテージの屋根から？


　反はん射しや的にネイトは頭上を見上げた。同時、三日月形の瞳ひとみと目が合った。灰はい色いろの表皮をした、四し肢しの細長い石ト竜カ子ゲ。それは自分ではなく、自分とゼッセル教師の間に立つ女性へと照準を映うつし──


「エンネ先生、上っ！」


　叫さけぶと同時、ネイトは全力で女性教師を突つき飛ばした。


　屋根から飛来する灰色の名詠生物。


「くそっ、よりによってこいつか！」


　それを迎むかえ撃うつかたちでゼッセル教師が力ちから任まかせに殴なぐりつけた。地面に叩たたきつけられながらもすぐに跳はね起き、石ト竜カ子ゲが再さい度ど飛びかかる姿し勢せいをとる。


「ゼッセル離はなれて！」


　一いつ瞬しゆん早く、エンネ教師の携えた指タ揮ク棒トが石ト竜カ子ゲの鼻先を打ち据すえた。先せん端たんが乳にゆう白はく色しよくに輝かがやく指タ揮ク棒ト。あの輝きは、触媒カタリスト用の真珠パール？


　──『Nussis還れ』──


　金切り声を上げて光の粒つぶとなる名詠生物。


「……最っ悪、この前の研究所のは軽く心ト的ラ外ウ傷マもんだったのに」


　苦虫を嚙かみつぶしたような表情でゼッセル教師が額ひたいに手をあてた。


「ここにいるのは今の一匹ぴきだけのようだけど、研究棟の方はどうなのかしら」


　コテージ内から響ひびく足音にエンネ教師が顔を向ける。慌てて外へ飛び出してきたのはケルベルク研究所の女性職しよく員いんだった。


「どうですか？」


「……だめです、向こうの通信室は連れん絡らくがつきません」


　弱々しく首を振る彼女。


「通信どころじゃないってか。向こうには腕うで利ききの祓名民ジルシエだって待機してたはずなんだがな。それがこの状況、どんな騒ぎになってるんだか」


　指の関節を鳴らし、ゼッセル教師が苦く笑しようする。彼の視線が指す先は研究棟ではなく、さらにその上空だった。


「真しん……精せい？」


　かすれ声と共にエンネ教師が後ずさる。


　研究棟の上空を旋せん回かいする何か。研究棟から立ち上る火の粉に照らされ浮うかび上がるのは、まるで古代彫ちよう刻こくを思わせる真精だった。これだけ距きよ離りがあるというのに視し認にんできる。実際の大きさがどれだけなのか、想そう像ぞうするだけで冷や汗あせが頰ほおを伝っていく。


　──さっきの空気の震ふるえは、あいつが原げん因いんだ。


　ここにいてもなお息が詰まりそうになるほどの圧あつ迫ぱく感かん。初めて見る名詠生物、だが直感的に悟さとった。あれが敗者の王ラステイハイトなのだと。


「ま、ここで愚ぐ痴ちってても埒らちがあかないわな」


「同感。行くなら早く行きましょう」


　視線で合図を交かわし、教きよう師し二人が足早に歩きだす。


「あ、あのっ！」


「来るな、とは言わないぜ？」


　振り返らぬままゼッセル教師が片かた手てを上げた。


「ただ、あの子をコテージに一人にしてもいいのか？」


　──クルーエルさんのこと？


　研究棟に行く代わりに彼女を一人にするか。この施し設せつに留とどまって彼女を守るか。


　両方は、選べない。


「この状況だ、今さら半端に慌てても仕方ねえよ。俺たちは先に行く、お前も来るんだったら精せい一いつ杯ぱい腹はらくくってから来い……迷まよってる時間はあんまりなさそうだがな」





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　高速で打ち下ろしてくる不ふ可か視しの腕を風鳴りで認にん識しき。すれ違ちがいざまに、エイダは虚こ空くうを祓ジ戈ルで穿うがった。キィィ……ンと甲かん高だかい悲鳴が何もないはずの場所から生まれる。


　背はい後ごから忍しのび寄よっていた浸しん透とう者しやの断だん末まつ魔まだ。


「これで、三体目！」


　呼こ吸きゆうを整える間もなく後方へ跳ちよう躍やく。直後、今の今まで自分が立っていた場所へと灰はい色いろの大だい蛇じやの牙きばが襲おそいかかった。


「はっ！」


　呼気を一気に吐き出し、大蛇を打ち払はらう。


　──『Nussis還れ』──


　灰色の煙けむりを上げ、名めい詠えい光こうを放ちながら消失していく名詠生物。


「サリナ！　そっちの芝しば生ふに一人いた！」


「言われんでも分かってる」


　倒たおれた研究員を背に担かつぎ、サリナルヴァがシェルターの方向へと運んでいく。


　自分が退たい路ろを確かく保ほしサリナルヴァが救助。即そく席せきの連れん携けいを組んで三十分足らずだが、その間に発見した研究員は既すでに四人目だ。


　……この調子だとまだまだいそうだな。


　灰色名詠だけならまだしも、その合間合間を縫ぬうように襲って来る浸透者が厄やつ介かいだった。いつどこからやってくるかも分からない状じよう況きよう。ろくに呼吸も整えられない。


「──くそ、それにアレもか！」


　エイダが頭上を見上げると同時、周囲の影かげが突とつ如じよ暗さを増ました。自分の影に重なるように、宙ちゆうを旋せん回かいする敗者の王ラステイハイトから伸のびた影。


　──まずいっ、ここもあいつの射程圏内だ！


　祓ジ戈ルを抱かかえ、エイダは身を投げ出して影の範はん囲いから脱だつ出しゆつした。


　吹雪ふぶきのように降ふりそそぐ大量の塵じん灰かい。続いて聞こえる、ジッ、という奇き怪かいな音。振り向いた先、直径十メートルほどの範囲が全すべて灰色に染そまっていた。


　石化した芝生、木々。範囲内にあるものは無差別に、灰の激げき流りゆうは呑のみこんだもの全てを灰色に凍とう結けつさせる。敗者の王ラステイハイトが降らす灰色の雨だ。


「落とそうにも近寄ることすらできないってか……」


　石化した名詠士や祓名民ジルシエ。彼らを見た時に警けい戒かいしていなければ、自分もとっくにあの灰の渦うずの餌え食じきになっていただろう。


「エイダ、平気か！」


「何とかね、それよりさっさと連れていけっての！」


　身を伏ふせたまま、かろうじて聞こえるサリナルヴァの声にこちらも声を張り上げた。


　一向に減へる気配のない灰色名詠の生物。そいつらに注意を払っていれば不ふ可か視しの浸透者に不意打ちを食くらう。それも回かい避ひしたとして、頭上を旋回する敗者の王ラステイハイトの射しや程てい圏けん内ないに入ればあの広範囲無差別放射。
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「……行ったか」


　木こ陰かげに身を寄せ、エイダは小さく安あん堵どの息をついた。唯ゆい一いつの救いは研究所の敷しき地ちの広さだ。これだけ広ければ敗者の王ラステイハイトとて照しよう準じゆんを集中しにくい。


「残りは第二、第三研究棟か。あの真しん精せいに見つかる前に急いで見て回ら──」


　石化した芝生を迂う回かいしようとして。


「なるほど……」


　ごくりと、エイダは唾つばを飲みこんだ。


「王がいるなら当然その部下だっているはずだもんね」


　十二銀盤の王剣者イーゼハイト。十二の守しゆ護ご剣けんを保ほ有ゆうする銀色の真精が、自分の進路を断たつかたちで立ち塞ふさがっていた。祓戈の到極者ジルシユヴエツサーの称しよう号ごうを持つ祓名民ジルシエと互ご角かくの技ぎ量りようを持つ真精。こいつとは戦いたくない、エイダをしてそう思わせる数少ない相手でもある。


「……あは、はははは」


　こんな状じよう況きようなのに笑いがこみあげて仕方ない。それもどうしようもない憤いきどおりが化けただけの笑いだ。……ったく、ただでさえきっつい状況なのに。この不ふ条じよう理りさったらいくらなんでも泣きたくなるよ。


「女の子あたし一人に真精三体ね。ははっ……最悪っ！」


　眼がん前ぜんに立ち塞がる三体の真精へと、駆かけた。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　カサッ……ササッ


　茂しげみの中を這はい回る灰色の大蛇。向こうの空間が揺ゆらいで見えるのは浸透者だろうか。


　文字通り息を殺し、ミオは木立の陰に身を潜ひそめていた。


　──やっぱりだ。


　悪い予感が的中した。もうこの研究所全体が、既すでに制せい圧あつされかかっているのだ。急がないと、急いであれを取りにいかないと。


「……みんな無事かな」


　クラスメイトは自分を除のぞいて皆みながシェルターに避ひ難なんしている。ケイト教きよう師しもついているからまずは一安心だろう。気がかりなのは単たん独どく行動中のエイダだった。敵てきから隠かくれて移い動どうする自分たちと違ちがい、彼女は積極的に『削けずる』側だ。危き険けん度も段だん違ちがいのはず。


「今度ばかりは、他ひ人とのことより自分の身を案じることを優ゆう先せんさせた方がよさそうです」


　柔にゆう和わな視し線せんをいつになく細め、隣となりに隠かくれるティンカが小声で呟つぶやく。


「今から探さがすもの、とても大事なものでしょう？　まずそのことだけ集中しなければ」


「……うん」


「では参りましょう、どうやら先ほどの相手も別の場所に移動してくれたようです」


　足音を殺しながら先を行くティンカの後を追う。足あし下もとの草を踏ふむ音すら立てないよう移動する。それだけは何があっても守るよう言われたが、それはミオにとって精神をヤスリで削るような作業だった。一メートル歩くだけで気が遠くなる。


「どうやら、ここには何もいないようですね」


　木陰でにわかに足を止め、ティンカが正面を睨にらみつける。


　錆さびた青せい銅どう色をした、立方体型の建物。


「ここが薬品保管庫です」


　南京ナンキン錠じようのかかった扉とびらを前に、ティンカが釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで振り向いた。


「ミオさん、こんなところに本当に目的のものがあるのですか？」


　確かく証しようはない。本当はサリナルヴァに訊たずねれば確実だったのだが、そんな話をする間もなかった。


「あるとしたらここしかないから……とにかく探します」


　部屋に入った途と端たん、薬品と黴かびの臭においが混まじった刺し激げき臭しゆうが鼻をついた。薄うす暗ぐらい空間に、硬こう質しつの床ゆかに足音が反響する。よし、まずは扉脇わきの壁かべにある照明のスイッチを。


　──いや、だめだ。


　はたと、スイッチへと伸のばした手を止めた。明かりはつけられない。周囲を徘はい徊かいしている名めい詠えい生物の恰かつ好こうの目印になってしまう。


「この暗くら闇やみの中ですが、辛しん抱ぼう強づよく探すしかないでしょうね」


　苦く笑しようを浮うかべたティンカが肩かたをすくめてみせる。薬品保管庫にずらりと並ならぶ棚たなの数、少なく見積もっても百近い。相当の重労働。だけど音ねを上げてなんかいられない。


「うん、手分けして探しましょ！　あたしは右列の端はしから探しますから、ティンカさんは左列の端からお願いします」


　頷うなずくティンカに目配せし、ミオは保管庫の通路を小走りに駆けた。


　──あたしにできるのはこれくらいだから。


　だから、ネイト君も早く来て！





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　トン──


　どれだけノックしても返ってくる返事は静せい寂じやくだけだった。もちろん、本当はそれもとうに分かりきっていた。


「失礼します」


　暗い部屋。壁伝いに手て探さぐりで進み、やっとのことでネイトは窓まどのカーテンへと行き着いた。音を立てないよう静かにカーテンを開く。室内に入る外がい灯とうの明かり。その光の中、ぼんやりと照らされる部屋の中央。そして木もく製せいのベッド。


　昼間とまるで変わらぬまま、彼女はそこで深々と眠ねむりについていた。


「クルーエルさん」


　一歩だけ、ネイトは彼女の寝ね入いるベッドへと足を進めた。


「僕ぼくたちは、名詠式を何のために勉強してるんでしょう」


　一歩、また一歩。


「単にすごそうだからという人もいるだろうし、単に興きよう味みがあるという人だっているだろうし、中には」


〝ねえ、キミは、名詠が怖こわいと思ったことってない？〟


　気づいたときには、彼女はすぐ目の前で眠りについていた。


「クルーエルさんが言ったように、名詠式を悪いように使うために勉強してる人もいるかもしれません。でも僕は、名詠式をこうして勉強して良かったと思ってます……そうでなかったら、僕はクルーエルさんと会えなかっただろうから」


　クルーエルさんだけじゃない。アーマだってカインツさんだって、ケイト先生やミオさんエイダさん。クラスメイトの人みんな。


　大切な人、もの。全部なくしたくない。だから──


「僕も、行きますね」


　研究棟とうへ。みんながそこにいるから。だけど──だけどっ────


「……ごめんなさいっ！」


　ベッドの端に手を触ふれた途端、言葉にできない激情が胸むねの堰せきを突つき破やぶった。


「ごめんなさい、ごめんなさい！　本当に、僕っ……」


　口を手で覆おおってもなお、指の隙すき間まから嗚お咽えつが洩もれる。


　ずっとずっと我が慢まんしてたのに、隠かくすことも止めることもできなかった。


「クルーエルさんにだけは……何もしてあげられないなんて…………」


　自分がずっと勉強していたこと。自分が唯ゆい一いつできること。灰はい色いろ名めい詠えいだって真しん精せいだって、名詠式だ。それならきっと名詠式で何とかできる。でもそれだけじゃ、名詠式だけじゃ一番大切な人は助けられない。


　──それはきっと、ずっと前に、母さんとカインツさんも通った道なんだ。


「クルーエルさん……僕はクルーエルさんに、何をしてあげられますか」


　ここにずっといてあげること？


　こうしてずっと声をかけ続けること？


　分からない、分からないけど、それはどちらも違う気がする。


「僕、本当に何もできないから……」


　クルーエルさんがしてほしいって思うことってなんだろう。


　分からない。だから──


〝一緒に詠うたってほしいとか、尊そん敬けいしてるとかさ。男の子が女の子にそういうの言うのはね、大たい抵ていプロポーズの時なんじゃないのかな？〟


〝うんうん。で、キミは何かな。わたしに愛の告白というやつなの？〟


　だからせめて──


〝『おやすみなさいのキスして』って言ったとき〟


〝ねえ、今わたしがそれをお願いしたら、キミは何て答えてくれる？〟


　僕は。


〝わたし、キミの返事が聞きたい。割わりと本気で。もしキミがだめって言うならいいよ。でも、もし『いいよ』って言ってくれるなら……わたしも、わたしだって……〟


　僕は、あの時のあなたに応こたえたい。


〝いつか、今じゃなくても、返事を聞かせてくれると嬉うれしいな〟


「僕は……」





　──クルーエルさんのこと、大好きです。





「僕、クルーエルさんのこと大好きです！　本当に、ずっとずっと大好きですっ！」


　我慢しようとして、だけど叫さけぶのが止められなかった。


　目の前が見えない。それは涙なみだが止まらなかったから。涙が頰ほおを伝って唇くちびるを伝って、彼女のベッドにこぼれ落ちてなお、止まらなかった。


　……泣かないってずっと決めてたじゃないか。


　エイダさんの前だってミオさんの前だって耐たえてたのに、なんで……なんで。一番隠しておきたかった人の前だと、耐えられないんだろう。


「一いつ緒しよに勉強して、遊んで、笑って──ずっとずっと、一緒にいたいんです」


　だから、お願い……目を開けて！


〝ティンカが言ってたんだ。クルーエルの病気は祓名民ジルシエにも医い者しやにも治せないだろうって。クルーエルの心の中の問題だからって。だから、もしクルーエルを助けられるとしたら、きっとクルーエルの心に直ちよく接せつ届とどくような何かが必要なんだと思う〟


「……おやすみのキスはしませんて、僕決めたんです」


　この時この場所でも、それだけは絶ぜつ対たいに譲ゆずらない。


　だけど、だけどもし。





〝万一あの子に誰だれかの声きもちが届くとしたら、それは、君の声きもちだけかもしれない〟





　──どうかお願い、届いて。


「クルーエルさん……」


　そっと、彼女の前まえ髪がみをはらった。


　右手で頰に触れる。熱を帯び紅こう潮ちようした頰は、あたたかかった。


　そして──


　彼女の唇に、ネイトは自分の唇を重ねた。




　おはようございます、クルーエルさん


　もう、目覚めの夜明けあさです




　それは本当に一いつ瞬しゆんのこと。


　けれど、今まで生きてきた中で最も長い一瞬だった。


　……目を、覚ましてください。


　多くは望まない。


　ただその想おもいだけを願った一瞬だった。


「……すぐ帰ってきます」


　触れた感かん触しよくを実感する前に、ネイトは自ら唇を遠ざけた。


　待ってる人が向こうにも大おお勢ぜいいる。


　だから──


「見守っててください」





　　　　３





　研究所本部敷しき地ち内ない、中央広場──


「……ふざけるなっての、あんなのありかよ」


　がくがくと笑いだす膝ひざに鞭むちを打ち、ゼッセルはかろうじてその場に踏ふみ留とどまった。


　灰はい色いろ名めい詠えいの奴やつらだけかと思ってたらとんだ伏ふく兵へいもいたもんだ。


「ゼッセル、平気!?」


「……んなの屁へでもねえよ」


　背中合わせになるエンネに無理やり虚きよ勢せいを張はる。


　……ったく、こりゃ肋ろつ骨こつが数本イッちまったか。左ひだり肩かたも動かねえし。


「油ゆ断だんしたつもりはなかったんだけどな」


　目に捉とらえられない名詠生物、浸しん透とう者しやと言ったか。ミラーから事前に報ほう告こくを受けてはいた。だが目に見える灰色名詠の生物を相手に連れん戦せんする最中、一瞬だけその存そん在ざいが頭から消える。その一瞬が文字通り致ち命めい的てきとなってしまった。


　まるで予期せぬ一いち撃げきだったせいで完全に無む防ぼう備び。おかげで無ぶ様ざまな一撃を食くらってしまった。目に見えない、それがここまで厄やつ介かいな相手だとは。


「おいミラー、何でまたこんなだだっぴろい場所を死守しろってんだ！」


　中央広場。中心に巨きよ大だいな台だい座ざが設せつ置ちされ、そこから半径十数メートルは見晴らしの良い広場になっている。おまけに東西南北四方向から主要な通路と繫つながっているため、当然の如ごとく敵の数も桁けた違ちがいだ。


「最後の生命線だ」


　埃ほこりで曇くもった眼鏡めがねのブリッジを押おし上げ、ミラーが淡たん々たんと告げてくる。


「既すでにここ以外の主要ポイントはほぼ全すべて陥おとされた。残るこの広場は各棟からシェルターへ抜けるための必ひつ須す退避路。さらに言えば、他のブロックで奮闘している祓名民ジルシエや名詠士との連絡も、ここが陥ちれば途と絶だえてしまう。他にも──」


「あー、わかった、もういい！　十分！」


　オーケイ、死んでも守れってことか。


　動かない左手の代わりに歯でフラスコのコルクを嚙かんで固定、右手を使ってこじ開ける。


　触媒カタリストとなる赤く揺ゆれる液えき体たいを周囲に撒まき散らす。いや、その直前に。


「そこの三人、台座の陰かげに隠かくれろ！」


　サリナルヴァの絶ぜつ叫きようが広場に響ひびいた。


　……ん？


「ゼッセル、上！」


　サリナルヴァの絶叫を引き継つぐようにエンネが悲鳴を上げた。刹せつ那な、広場全体が一ひと際きわ暗さを増した。夜よ闇やみの中、何か巨大な影が広場を包み込む。


　ぞくっ。身もだえするほどの寒気に、握にぎっていたフラスコが滑すべり落ちた。この威い圧あつ感かん。


　──あいつか！


　本ほん能のう的に、恐きよう怖ふが身体からだを動かした。ミラー、エンネと共に台座の陰に転がり込む。直後、一瞬にして広場全ぜん域いきが灰色の灰かい燼じんに呑のみこまれた。


「数十秒だ、その間は絶対に灰を吸すいこむな！」


　広場に続く舗ほ装そう路ろから聞こえるサリナルヴァの怒ど号ごう。


　……吸いこむか肌はだに触ふれると石化ってわけか。


　息を止めたままゼッセルは声にならない笑い声を洩もらした。轟ごう音おんと砂すな埃ぼこりを巻まき上げ、頭上を凄すさまじい勢いきおいで通つう過かする敗者の王ラステイハイト。敷地内を一定周期で旋回し、標的を発見すれば今のような灰燼の雨。地上からでは近寄ることすらできないとは。


　さて、もしこの広場は死守したとしても、あの親玉どうするかね。
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　……なにこれ。


　舗装路を駆ける足を不意に止め、眼がん前ぜんに展てん開かいする異い様ような光景にネイトは息を呑んだ。目の前、直径十メートルほどの範はん囲い全すべて。それが円周状に綺き麗れいに石化していたのだ。木も芝しば生ふも、路面も灰色に染そまっている。


　今まで見てきた灰色名詠の仕し業わざじゃない。いったいどんなことをすればこんな真ま似ねができるのか。


「これが……敗者の王ラステイハイト？」


　つっと顎あごを伝っていく冷たい汗あせ。……ううん、でもだめだよ。こんなとこで怖おじ気づいてたらこの先一歩だって前に進めない。こんなところで立ち止まってちゃだめなんだ。


「──急がないと」


　黒の帳とばりが降おりた夜の道。外灯がぼんやりと照らすとはいえ、せいぜい視し界かいは数メートル。


　足場も不安。敵に不意をつかれたら逃にげる余よ裕ゆうもない。その状じよう況きようを知った上で、あえてネイトは路面を全力で駆け抜けた。時間がない。クルーエルの体調も、おそらくは研究棟の状況も。


　全力疾しつ走そうに心しん臓ぞうが悲鳴を上げ、呼吸も肺が握にぎりつぶされたように苦しい。不安定な足あし下もとに視界のきかない闇やみ夜よ。こうして走るだけで精神が摩ま耗もうしていく。


　ふと、唐とう突とつに視界が開けた。


　中央に巨きよ大だいな台だい座ざのある広場。十数本の外灯に照らされて、床ゆかに積もった大量の灰燼が鈍にぶい色に光り輝かがやく。まるでそこだけ灰色の雪が降ったかのようなありさまだ。


　カツッ……


　ハイヒールの音が広場手前の通路から届いた。


「サリナルヴァさん？」


　長身に癖くせっ毛の髪かみ、赤いハイヒール。サリナルヴァ・エンドコートに間違いない。だが彼女は自分などまるで目に入っていないように、視し線せんを彼女自身の真正面に向けたままだった。


　研究服をなびかせ、通路を風のように彼女が駆け抜ける。と思いきや、彼女が突然頭部を守るように腕うでを十字にクロスさせた。


「っぐ……！」


　刹せつ那な、小さい呻うめき声を上げ、長身の彼女が優ゆうに数メートル吹ふき飛んだ。まるで虚こ空くうにはじき飛ばされたように。……既き視し感。かつて、トレミア・アカデミーでエイダにまるで同じことが起きた。


　まさか浸しん透とう者しや？


「サリナルヴァさんっ！」


「ネイト？」


　一瞬、ぽかんと呆ほうけたように口を開け、だがすぐに彼女は表情を鋭えい利りなものにした。


　直後、サリナルヴァの真正面に人ひと形がたの歪ゆがみができる。


「いや……だめだっ、来るな！」


　が、ネイトはそれにかまわず浸透者の背はい後ごへと一気に距きよ離りを詰つめた。


「ネイト、何を」


　右手に黒こく曜よう石せきの欠片かけらを握にぎりしめ、浸透者の朧おぼろ気げな体表を全力で殴なぐりつけた。もちろんそれだけでは浸透者は倒たおせない。だけど、今ならきっとできる。


　絶ぜつ対たいすぐ戻もどる。そうクルーエルさんと約束したから。


　──『Nussis還れ』──


　ピシリッと音を立て、ガラスに罅ひびが入ったような亀き裂れつが虚空に生じた。反唱の作用と浸透者の反作用。右手に走る激げき痛つうに肩が落ちそうになる。


　だが、その均きん衡こうは一瞬だけだった。


　チリン、鈴を鳴らしたかのような清らかな音と共に空間の歪みが消失していく。


「……消えていく？」


　呆然とした面おも持もちで、口を半開きにしたまま彼女がぼんやりと呟つぶやいた。


「平気ですか」


「まさか、浸透者を反唱で還かえしたのか？」


　驚きよう愕がくのまなざしで瞬まばたきを繰くり返す彼女。


「ええ、それは少し前に一度できましたから。ホントは今も無む我が夢む中ちゆうでしたけど」


「ティンカからそれらしいことは聞いていたが、まさかこの目で直ちよく接せつ見られるとはな。いや、だが正直助かった」
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　コートにまとわりつく灰はいを手で払はらい、サリナルヴァがゆらりと立ち上がった。


「少年、お前が浸透者を相手にできることは心強い。だがさて、どうしたものか」


　目の前の敵が消えてなお、彼女の表情は厳きびしいままだ。


「有う象ぞう無む象ぞうの下っ端ぱを倒したところで、どうも素す直なおに解かい決けつするわけでもないらしい」


　遥はるか上空を旋せん回かいする真しん精せいを見上げ、サリナルヴァが毒を吐はくような声こわ音ねで呟く。


　自分たちの広場からまだ距離はある。だがやはり、遠目からでもあらためてその巨大さと形けい容ようできぬ重圧感がひしひしと伝わってくる。それこそ肌はだがざわつくほどに。


　天上を完全に支し配はいしつつある敗者の王ラステイハイト。あの高度までたどり着け、なお敗者の王ラステイハイトに対抗できるとしたら──


「あの……サリナルヴァさん、協力してほしいことがあるんです」


「何か手があるのか？」


　夜色名詠の真精。おそらくは、それが最後の希望になる。


　問題は、詠よび出す前の段階ステツプだ。


〈讃来歌オラトリオ〉はいい。真精の名前も分かる。あと一つ、夜色名詠の真精を詠び出すための特有触媒カタリスト。それをいかにして準じゆん備びするか。


「夜色の炎ほのお、分かりますか」


　一いつ瞬しゆん怪け訝げんなまなざしで片かた目めを細め、しかし彼女はすぐに興こう奮ふんしたように声を上げた。


「夜色……炎えん色しよく反はん応のうか！　それがお前の真精に必要な触媒カタリストなのか？」


「はい。だけど炎も相当大きな場所で焚たかないと」


「ああ、それは中央広場こいつを使え。派は手でに燃もやしてやればいい」


　言うなり、彼女が白衣をひるがえす。


「あとは炎色反応に使う薬品を取ってくればいいんだな」


「いえ、その必要はないでしょう。既すでにミオ・レンティアが保ほ管かん庫こに向かっています。保管庫の場所と鍵かぎは付き添そいのティンカさんが」


　からんと小石を踏ふみつけ、眼鏡めがねをかけた教きよう師しが歩いてくる。その後ろにはゼッセル教師、そしてエンネ教師の姿も。


「そうか……さっきあの二人とすれ違いに会ったから何かと思ったが」


　半分ほどが石化したハイヒールで地を踏みつけ、サリナルヴァがとある通路の先を見み据すえたまま動きを止めた。


「しかし、だとしたら遅おそくないか？　とうに戻もどってきてもいいはずなのに」
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「……これも違う、これも、これも」


　棚たなに並んだ薬品を取り出し、ラベルを確かく認にんしては床ゆかに並ならべていく。床には既に、足の踏み場すらないほど敷しき詰つめられた何十にも及およぶガラス瓶びん。一つ一つ棚に戻す時間すら惜おしい状じよう況きようでの苦く肉にくの策さくだが、それすら限げん界かいに近づいてきた。


「これもかぁ……」


　右手と左手に抱かかえた瓶を床に降ろし、ミオは疲つかれ混まじりの声で呟いた。


　もうこれで何個目だろう。既に百を数えているかもしれない。収しゆう穫かくがないまま焦あせりだけがつのる。もうかなりの時間ここに留とどまっている。いつ灰色名詠の生物が襲おそってくるかも分からないのに。


「ミオさん、これかしら」


「え？」


　唐とう突とつに名を呼ばれ、はっと我われに返った。


　振り向けば、茶色のガラス瓶を抱えティンカがすぐ隣となりに立っていた。


「え、あ、え……」


　ガラス瓶に貼はられたラベル名を何度も何度も確認した。


　原子番号37、『Rb』──ルビジウム。


「こ、これです！」


　渡わたされたガラス瓶を胸むねに抱え、ミオは思わず飛び跳はねた。間違いない、夜色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアを彩いろどる夜色の炎、その生成に必要不ふ可か欠けつな物ぶつ質しつだ。


「ティンカさんも持てるだけ持ってくれますか」


「はい、もう持ってますよ」


　両手に一瓶ずつ抱えたまま彼女がくすりと微笑ほほえむ。


「では急ぎましょう。あとはコテージにいるネイト君をサリナルヴァが呼んでくればいいんですよね？」


「きっと……何とかなるはずです」


　ぎゅっと、瓶を抱える両手に力を込こめた。そうだ、この瓶さえあれば。きっと何とかなる。この状況からだって逆ぎやく転てんの余地は必ず……


　──ピキッ──


　え？


　不意に鼓こ膜まくを揺ゆらした音に息が詰まった。


　今の音、なに？


　最初は手に持つガラス瓶が割れたのかと思った。何か硬い物に罅ひびが入った、そんな感じの音だったから。


「ミオさん……あれを」


　ティンカが表ひよう情じようを強こわ張ばらせる。その視し線せんが見つめるのは、保管庫の奥おくにある明かり採とりの小窓だった。言われるままにじっと目を凝こらす。ふと、窓の外で何かが蠢うごめいた。


　何か、細長いもの。


　外部の外灯に照らされ、影かげ絵えのようにゆらゆらと蠢く灰色の影。


　……まさか。


　その窓の亀裂が一ひと際きわ大きさを増ました。そして、同時だった。ティンカの悲鳴と、窓ガラスが割れるのは。


「見つかった！　ミオさん、走って！」


　言われる前に、ミオは反はん射しや的に駆けだしていた。床に散らばるガラス瓶を蹴け飛とばし、ただただ出口までの最短距離をひた走る。呼こ吸きゆうすら止め、無む酸さん素そ運動で出口まで──


　だが、ミオは見てしまった。


　扉とびらのすぐ脇わきから伸のびた影。それはまるで翼つばさを持っている石せき像ぞうのような。


「まさか、有翼石像ガーゴイル？」


　ティンカの声が裏うら返がえる。それほどの窮きゆう地ちだということを実感する前に、有翼石像ガーゴイルの影が確たしかに嗤わらった。


　歪んだ鎗やりを片かた手てに、扉の陰から石像が躍おどりかかる。


　前に有翼石像ガーゴイル、背はい後ごにも灰はい色いろ名めい詠えいの蛇へびが。


「だめっ、これだけは渡わたさないもんっ！」


　ガラス瓶を抱える手が真っ白になるくらい、ミオは必死に瓶を抱えた。


　これがなきゃ夜色の炎ほのおは生まれない。夜色の炎がなければ夜色名詠だって完成しない。何があっても、これだけは──


　汚よごれた牙きばを見せて大だい蛇じやが飛びかかってくる。


　ガラス瓶を抱えたままミオは目をつむり──





　その途端、目の前いっぱいに迫せまっていた灰色が、虹にじ色いろに変わった。





　な、なにこれ！


　目の前で日が射したような強きよう烈れつな光の奔ほん流りゆう。それが津つ波なみのように薄うす暗ぐらい部屋に流れ込んできた。息が詰まるほどの眩まぶしさに思わずミオは目を閉とじて……


　……え？


　再ふたたびまぶたを持ち上げてすぐ、ミオは我わが目を疑うたがった。


　なんで。なんで、飛びかかってきたはずの大蛇が、有翼石像ガーゴイルが、灰色の煙けむりを上げて還かえっていくの？


「やれやれ、方向音おん痴ちが役に立ったのは初めてかもな」


　コツッと、誰だれかの靴くつ音おとが聞こえた。


　扉の向こうから、まず見えたのは枯かれ草くさ色のコートだった。


　……あ……あっ……。


　枯れ草色のコート、そして今の、虹色の名詠光。それだけで、扉の向こうに誰がいるのか知るには十分だった。


「やあ間かん一いつ髪ぱつだったね」


　くすりと微笑ほほえみかける彼。その仕草にあわせ、茶とも金とも区別のつかない髪がそっとゆれる。


「まったく、本当にずるいタイミングで現あらわれるものですね」


「そう言わないでくださいティンカさん、ボクの方も色々あったもので。ここに着いたのもほんのさっきなんです。でも大方の事じ情じようは把は握あくしているつもりですから」


「そう、それは助かります」


　さっきまであんなに緊きん迫ぱくした表情のティンカすら、彼を見て安あん堵どの息をついていた。


　そう、彼がここにいる。


　それだけで、あんなに苦しかった空気がこんなにも穏おだやかになるなんて。


「平気かい」


　じっと見つめられる。


「あ……あ……」


　声が出なかった。声が出ないのに、代わりに目の端はしから何かがこぼれてきた。だめだ、またあの時と同じだ。名前が出てこない。あの時は緊きん張ちようのせいだったけど、今度は嬉うれしさのあまり頭が真っ白になってしまっていた。


　やっぱり、やっぱりだ。


　夢ゆめにまで見た、あたしが世界で一番憧あこがれてる人。やっぱり、胸むねを張はって言える。この人こそ最高の名詠士だ。


「そんなに大切に抱えているなんて、そのガラス瓶びん、とても大事なものなんだね」


「あ……あ……あの」


　この瓶、あたしの代わりに持っていってもらえませんか──


　そう言おうとして、だけどその言葉は全すべて、肩かたを彼に触ふれられて吹ふき飛んでしまった。


「それは君の仕事だよ」


「──え？」


「それを守り通したのはボクじゃなくて君。だから最後までやりとげよう。ね？」


　理り屈くつじゃない。でもその言葉には力があった。あたしの中にある崩くずれかけていたものを修しゆう復ふくし、前より一いつ層そう強くするくらいの力が。


「……は、はいっ！」


「いい返事だ。さ、行こう」


　そう言って、彼が枯れ草色のコートをひるがえす。その背に、ティンカが再ふたたび。


「希望、あなたに託たくしていいのかしら？」


　独ひとり言かも分からないその呟つぶやきに。


「さあどうでしょう。気まぐれで優ゆう柔じゆう不ふ断だんなボクなんかより、お似に合あいの二人がいるかもしれませんよ」


　悪戯いたずらっぽく幼おさない笑え顔がおで、彼──カインツ・アーウィンケルは片かた目めをつむってみせた。


「だからこそ、あとは彼女次し第だいなのかもしれませんね」
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　　　　４





　おはようございます。





　時間の流れる感覚すらない、全ての光という光が消えたその場所で──


　唇くちびるに、何か温かいものが触れた気がした。





　……あ。


　同時に、すごく懐なつかしいものを、思いだした。


『クルーエル、どうしたの？』


　歩きだす自分の背にかかる、疑ぎ問もん調ながらも優やさしい声こわ音ね。本当に、少しでも心を許ゆるせばすぐにでも受け入れてしまいそうになるほど甘あまくて懐かしくて、心ここ地ちよい声。


「……思いだしたの」


　自然とうつむいていた顔を、クルーエルはそっと上げた。


「あのね、わたしやっぱり、帰らなくちゃいけないみたい」


『それはなぜ？　ここにいる限かぎりあなたは安全なのに。ここでわたしが傍そばにいる限り、あなたを傷きずつけるものは何もない。ほら、こんなにも暖かい場所で、安らげる場所で、それ以上にあなたは何を望むというの？』


「……違うよ」


　乾かわいた涙の跡あとを手で拭ぬぐい、クルーエルは首を振ふった。


「わたしは何も望まないよ。ここがそうだって言うんなら、暖かい場所も安心な場所も欲ほしくない」


『それはなぜ？』


「だって、ここはすごく寂さびしい場所だから。ここにはわたしとあなたしかいないから」


　そう、あの時、小生意気な名めい詠えい生物が教えてくれた。


〝今小娘おまえは板ばさみにあっている。成長と停てい滞たいの葛かつ藤とう。殻からを破やぶりかけ、だが抜ぬけ出せずにいる雛ひなのようなものだ〟


〝暖かく安全な場所からあえて抜け出ることは容よう易いではない〟


　ようやく、わたしは実感できた。


　こんなにも独ひとりぼっちの世界だからこそ、あの時の言葉の意味が分かった。


〝それを、あの二人は殻から抜け出した。だから任まかしただけのことだ。案ずることもない〟


　あの時の自分には、そう告げてきた相手の真意が分からなかった。


　そんなわたしに、返ってきた言葉は──





〝お前にもいつか分かるだろうさ〟





　やっと分かった。


　こんなにも、どんなに叫さけんでもわたしの声が届とどかないくらい遠い場所。それから抜け出すことがどれだけ苦しく辛つらい痛いたみを伴ともなうか。でも、それでも。


「もう決めたの。ここがどんなに暖かくて安全でも、わたしはこの殻ばしよを抜け出したいの。それでみんなのところに帰るよ。一人ぼっちは寂しいもん」


『だとして、あなたはどうやってここを出るつもり？』


　そう、それがアマリリスからの絶対的な提てい題だい。


　あらためて、クルーエルは周囲の空間を見回した。とてつもなく広い場所だった。捻ねじれたメビウスの環わの如ごとく、どこまで行ってもまたもとの場所に帰ってきてしまう。


　行って、戻って、現れては還って。ここはもしかしたら、名詠式が生まれる場所にとても近い場所なのかもしれない。


　けれど、もう平気だ。


　わたしは──


『ここから出たいのならばわたしに教えて。決して偽いつわりえぬかたちで、あなたと彼の約束をわたしに示しめして。あなたはまだ、わたしが訊たずねた問いに対する答えを見つけ──』


「見つけたよ」


『……え？』


　振ふり返る。


　そして、クルーエルは自分の生き写しのような真しん精せいに向かって両手を広げた。


「まだまだちっちゃくて華きや奢しやで、おっちょこちょいで挫くじけっぱなしで、お姫ひめ様さまを守ろうなんてこと言えそうもない子。一度決めたらすごく意い固こ地じになっちゃって、その割わりに何かあったらすぐ自信なくしちゃって悲しい顔する子。ねえ、それが誰か分かる？」


　無言のまま、アマリリスが首を横に振る。答えが分からないのではなく、問いの意味そのものが分からない──彼女の蒼そう碧へき色のまなざしが素直にそう告げてきた。


　だから、両手を広げたまま、クルーエルはにこりと微笑ほほえんだ。


　もう一人の自分に、自分の想おもいが伝わるように。


「ただ単にね、放ほうっておけないと思ってたの。うん、最初は本当にそれだけだった。だけど少しずつ、彼の良さが見えてきた。呆あきれるくらいまっすぐで前向きで、一いち途ず。だけどそんなことどうだっていいくらい──彼は優しかった」


　不器用な言葉しか知らないし、出てこない。うまい単語が使えるくらい器用じゃない。でも、それでも溢あふれる想いは枯かれることがなかった。


「一いつ緒しよにいてすごい派は手でな思い出とかがあったわけじゃないよ。でもね、一緒にいてすごくほっとできた。一緒にいてくれる、ただそれで嬉うれしかったし暖かかった。だから、彼のところに帰りたいの」


　もう一度、キミの隣となりにいたいから。





　おはようございます。





　──ピシリッ──


　目の前の空間に、小さな、本当に小さな亀き裂れつが走った。


　真っ暗な空間に、光が射さしこんだ。


　夜明け色の光。温かい光。


『詠うた？……いいえ、違う！　これは──』


　光を真っ正面から受け止め、アマリリスが目を見開いた。


『……ただ一いつ瞬しゆんのくちづけ？……うそ、そんな！　〈讃来歌オラトリオ〉でも何でもない、ただそれだけのことで、この場所まで声が届くなんて……クルーエル！　まさかこれが、あなたの答えだと……いうの！』


　眩まばゆく輝かがやかしい光を受け、名詠門チヤネルのかたちに空間の亀裂が広がっていく。





　もう夜明けあさです。





　優しい光を全身に浴び、クルーエルはそっとまぶたを閉とじた。


　……呼よんでくれて、ありがとう。


　こんなに遠い場所だけど、それでもキミの声は届いたよ。


　そして──





　──クルーエルさんのこと、大好きです。





　こんなわたしを……好きになってくれてありがとう。


　光の扉とびらをくぐる直前でぴたりと足を止めた。背はい後ごにいる、自分とまるで同じ姿すがたをした真しん精せい。彼女が自分の片かた腕うでを摑つかんでいた。


『ねえ、なぜわたしじゃだめなの。わたしならあなたの望みを全すべて叶かなえられる。あなたを心から愛してる……それでも、わたしが嫌きらい？』


「ううん、そうじゃないよ」


　これだけ奇き妙みような空間に誘さそいこまれ閉とじこめられて、それでもふしぎと怒いかりは感じなかった。いや、最初はあったのかもしれない。だけど、目の前に溢あふれている優しい夜明けが、その濁にごった感情すら流してくれた。


「でもね、一緒に詠うたいたいのはネイトなの。それ以外思いつかないよ」


　自じ身しんの写し身に、クルーエルはくすりと微笑ほほえんだ。


『……あなたの選せん択たくは決して最良のものではないわ。残ざん酷こくな流れに引き裂さかれるかもしれない。それでも、あなたはネイトを選ぶの？』


「うん、もう迷まよわない」


　どんなに離はなれていても届くものがある。それが分かったから。


『──ふふ』


「何がおかしいの？」


『いえ、ごめんなさい……あのね、今なんだか、すごくあなたらしいと思ったの』


「え？」


　初めて見た。


　目の前の真精が、本当に微かすかにだけど、小さく微笑ほほえんでいたのだ。


『あなたの答えはとても稚ち拙せつ。子こ供どもっぽくて幼おさなくて、とてもじゃないけど人に誇ほこれる答えじゃない。だけどそんな答えを誇らしげに答えられるくらい、今のあなたは幸せなのね』


　幸せ。面と向かって誰だれかから訊きかれたのは初めてだった。けれど……うん、今ならはっきり言える。わたし、トレミア・アカデミーに入学して良かった。


　──彼と出会うことができたから。


『そうね……あなたの選せん択たくが正しいかどうかは、今もわたしには分からない。だけど、あなたが自らの意い志しでそれを選ぶというのなら』


　光の粒つぶが目の前の真精を包んでいく。


　儚はかなく淡あわく透すけていくその身体からだ。


『お行きなさい、わたしの愛する子。どうか、あなたを守る黎れい明めいの翼つばさが永久とこしえに穢けがれることのなきよう』


　幽かすかな、それは目の前の自分ですら見み逃のがしてしまいそうになるほど小さな表情。


　けれどアマリリスが口元に浮かべたのは、紛まぎれもなく優しそうな微笑みだった。


「──うん」


　その微笑みに小さく頷うなずき、クルーエルは夜明け色の扉とびらをくぐった。





　……まぶしいや。


　横顔を照らす月明かりに、クルーエルはまぶたをこすった。数回、小さくまばたき。薄うす暗ぐらい部屋にも少しずつ目が慣なれていく。


「……わたし、帰ってこれたの？」


　自分の声が、鼓膜を通じて確かに聞こえた。夢ゆめじゃない。わたし、帰ってこれたんだ。


　胸むねに手をあてて呼こ吸きゆうをととのえる。ずっと、今まで息すらしていなかった。そんな錯さつ覚かくを覚えるくらい、長い夢を見ていた気がする。だけど、そんなぼうっとしてる時間なんてない。みんなのところに行くって決めたんだから。


「これ、わたしの服だよね」


　自分の制せい服ふくはタンスの一番上の棚たなに折りたたんで入っていた。しわ一つない制服に腕を通す。そのさらりとした感かん触しよくすら懐かしい。


　と、唐とう突とつに扉が開いた。


「物音……その部屋、誰かいるの？」


　扉が半分ほど開き、見知らぬ女じよ性せいが顔をのぞかせた。胸むな元もとに揺ゆれるケルベルク研究所のネームプレート。


「あ、あの──」


　反射的に会え釈しやくしようとする自分を見た途端、彼女の動きが固まった。


「……く、クルーエル・ソフィネット？　うそ、まさか……あなた、目が覚めたの？」


「はい、ずっとご迷めい惑わくかけたかもしれませんけれど」


　はにかむように笑って会釈し、クルーエルは部屋の窓まどへと歩いていった。かけたままの鍵かぎを外して窓を開けた瞬間、心ここ地ちよい風が髪をなでた。


「だ、だめよ無理に歩き回っちゃ！　まだ安静にしてないと！」


「ごめんなさい、でもわたし、行かなくちゃいけないから」


「行くって……いったいどこに」


　険けわしい表情を崩くずさない彼女に、クルーエルはそっと目元をやわらげた。


「わたしの大切な人たちのところです」


　その声に応じるかのように、紅あかい風が吹ふいた。いつの間にか制服の肩かたに留とまっていた一輪の花。それが風に溶けるように細分化し、緋ひ色いろの輝きを発しだす。


　花が姿を変えた緋色の輝きが、さらに無数の緋色の羽へと移うつり変わっていく。





〝どうか、あなたを守る黎れい明めいの翼つばさが永久とこしえに穢けがれることのなきよう〟





　……そっか、この子に必要な触媒カタリストって、血じゃなくても良かったんだ。


　緋色の花アマリリス、自分の一番好きな花こそが──


『お帰りなさい、クルーエル』


　窓の外、優ゆう雅がなまでに煌きらめく翼を広げ、黎明の神鳥フエニツクスが地に降おり立つ。


「え、え……な……まさか……フェッ…ニ…クス？」


　ぺたんと、後ろの女じよ性せいが目を瞠ったまま床ゆかにしゃがみこんでしまった。


「あ、あの、だいじょうぶですか」


　驚おどろきのあまり声が出ないらしく、代わりに必死でこくこくと頷うなずく彼女。


「……副所長からそれとなく話は聞いてたんだけど、本物って初めて見たから。……でも、そんなの詠よび出せるくらいなんだから、私が心配することもないのかな」


「はい、──わたし、もう本当にだいじょうぶです」


　目め眩まいに似にた頭ず痛つうも、骨ほねの髄ずいまで灼やかれるような熱も、自分でもふしぎなくらい綺き麗れいに治まっている。そしてきっと二度と起きない。そんな気がする。


「もう一度、あなたの背中に乗っていい？」


　輝く紅の翼をそっとなでる。


『そのために来たのです。さあ、道行きを教えて。クルーエル、あなたはどこに飛ぶ？』


「うん、わたしは──」


　わたしは、わたしが行きたい場所は。





　　　　５





「ったく、どういうことだよこれは！」


　広場に、ゼッセル教きよう師しの溜ため息いき混まじりの叫さけび声が響ひびいた。


　──広場に集結する敵てきの数が一いつ層そう増ふえてきてる？


　大おお粒つぶの汗あせを拭ぬぐうことも忘わすれ、ネイトは擦かすれた呼こ吸きゆうをととのえることに専念した。サリナルヴァが浸しん透とう者しやをおびき寄よせ、自分が反はん唱しようで送り還かえす。即そく席せきの連れん携けいが嚙かみ合い、浸透者はこれで五体を送還した。だが数は一向に減へった気がしない。


「おい少年、お前にはまだ肝かん心じんの仕事が残ってるんだ、今から無理してどうする」


「だって……」


　慣なれぬ反唱の反作用か、相手に直ちよく接せつ触れた両りよう腕うでがひどく痛いたむ。赤く腫はれたりするような箇か所しよはないのに、指をろくに曲げることすらできないのだ。


「……浸透者に効きく反唱ができるのは僕ぼくだけだから」


「それは二の次だ、お前には大仕事がある。違ちがうか？」


　叱しかるようなまなざしでサリナルヴァに見つめられた。


　それはもちろん自分だって分かってる。だけど──


「その表情だとあまり納なつ得とくしてないな、まあそんな頑がん固こなところは少年らしいよ。……しかしミラー、ネイトをこれ以上浸透者と戦わせてられん。お前たち三人で何とか防ふせげ！」


「善ぜん処しよしますよ、むしろ最初からそうです」


　エンネと背中合わせになる教師が淡たん々たんと頷く。


「しかしこの灰はい色いろ名めい詠えい生物の数。察するに、この場所以外の重要拠きよ点てんは全て制せい圧あつされたということでしょう」


「分かってるなら死ぬ気であたれ！　もはやここ以外、まともに広い場所などないぞ！」


　一定面積以上の、広い空間。そう、夜色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリアに必要な特有触媒カタリストたる夜色の炎を燃もやすために必要な空間だ。


「モノはミオとティンカが取りに行っているんだったな。じき戻ってくる、それまでこの人数でやるしかないだろう」


　ゼッセル、エンネ、ミラー教師。自分と、それにサリナルヴァ。


　たった五人で小さな防ぼう衛えい線せんを作り、広場に次々と集結する名詠生物を相手にする。その困こん難なんさを再さい認にん識しきし、ネイトは表情をしかめた。今の時点で既すでに、他人の身を案ずるどころか自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだったから。


「問題はここの死守だけではないです。敗者の王ラステイハイトに対たい抗こうできるという夜色名詠の第一音階名詠ハイ・ノーブルアリア。万一ミオさんティンカさんが戻もどってきても、それを成功させるには大事な条じよう件けんがあります──夜色の炎の発生、そしてネイト君の〈讃来歌オラトリオ〉の完成が同時であること！」


　反唱用の宝ほう石せきが組み込こまれた指タ揮ク棒トを振ふり翳かざし、エンネが声を張はり上げた。その視線は遥はるか上空を旋せん回かいする敗者の王ラステイハイトへ。


「触媒カタリストとして炎が燃え立てば、当然上空のアレにも見つかります。そうなれば途と中ちゆうで妨ぼう害がいされるのは必ひつ至しでしょう」


　炎が燃えれば確実に見つかる。


　だから、見つかることは前ぜん提ていの上で、炎の発生と同時に名詠が完成しなければならない。


「……しかし、炎を詠よび出せる赤色名詠士ゼツセルが既に肩を傷いためてる」


「あ？　俺おれは余よ裕ゆうだっての、んなこと言ってる暇ひまあったらミラーもエンネも動け！」


　額ひたいに汗あせをしたたらせながらゼッセル教師が豪ごう快かいに吠ほえる。


「少年、お前だけでも先に〈讃来歌オラトリオ〉の用意を──」


「それは、だめです」


　右手に石炭の欠片かけらを握にぎりしめ、ネイトは即そく座ざに答えた。


〈讃来歌オラトリオ〉途中の名詠士ほど無防備なものはない。それに一度〈讃来歌オラトリオ〉を始めてしまえば、その途中で浸透者が来た時に反唱が使えない。ギリギリまで、自分も広場の防衛役として粘ねばらなくては。


「言うと思ったよ。だが本当に、〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたうための余力だけは残しておけ！　そうでなければ全すべての努力が水の泡あわだ」


「はい！」


　近づいてくる灰色名詠の石ト竜カ子ゲを牽けん制せいするように睨にらみつける。その途と端たん、石ト竜カ子ゲがまるで飛び退のくように後こう退たいした。


　逃にげた？


　一瞬の安あん堵どは、瞬まばたき一回分にも満たない僅わずかな時間だった。キン、という硬かたい音を立て空中から何かが降ふってくる。ネイトが身をひねって回かい避ひできたのは本当に偶ぐう然ぜんだった。


　首くび筋すじを掠かすめて地に刺ささるのは、一本の銀ぎん剣けん。これは！


「……ちび君、逃にげろ！　一体……そっち……行っ、た！」


　広場に通じる建物の陰から、祓ジ戈ルを支ささえによろよろとエイダが現あらわれる。顔面は蒼そう白はく、脇わき腹ばらを押おさえた手は真っ赤に濡ぬれて──


「エイダさんっ！」


　その場に膝ひざをつく彼女。が、その身を案じる間も与あたえられはしなかった。


　先に飛び退いた石ト竜カ子ゲを従え、銀色の真精がじわりじわりと距きよ離りを詰つめてくる。ケルベルク研究所で遭そう遇ぐうした時と変わらない、対たい峙じするだけで冷たい汗あせが一気に噴ふき出すほどの重じゆう圧あつ感かん。


　──まずい。


　内心、ネイトはほぞを嚙かんだ。生なま半はん可かな名詠では相手にもならない。かといって長大な〈讃来歌オラトリオ〉を詠うだけの距離も既にない。





　好いい表情だ夜色名詠士、お前のその表情が見たかった。





　脳のう天てんに直ちよく接せつ降りそそぐように、低い嗤わらい声が上空で轟とどろいた。同時、周囲の影が一いつ層そう濃こさを増ます。まさか……すぐ真上に。


　見上げたそこに、上空全ぜん域いきを覆うほど巨大な真精と、その肩かたに乗る敗者の姿すがたがあった。


「やれやれ。どこに隠かくれているかと思い探さがしてみれば……まさかそんな広場に堂々と突っ立っているとはな」


　地上の人間がケシ粒つぶに映うつるほどの遥か頭上。


「クルーエルという女はどうした？　まさかお前一人で俺おれをどうにかするつもりだったとは言うまい？」


　遥かな高みから、ミシュダルが声を張り上げる。


「クルーエルさんのことなんか、お前には関係ないじゃないか！」


「ははっ、何をそんなに動どう揺ようしている。そうだな……そういえば以前あの学園で会った時、あの女はたいそう顔色が悪かったな」


　──やっぱりそうだ、この男は知っててわざと言ってきてたんだ。


「なあお前まさか、そのクルーエルとやらを助けられると本気で思っているのか」


「クルーエルさんは助かるもの！」


　途端、その言葉を待っていたかのように、ミシュダルが満面の笑えみを浮うかべた。顔すら見えないほどの上空にいるはずなのに、それだけは分かった。


「いいや。お前たちはやはり俺と同類だよ、逃にげられない糸に搦からめ捕とられた蝶ちようのようなものだ。全てを失って拠より所をなくし、俺と同様、地に這はう敗者となる」


　……そんなことない。


「クルーエルさんは僕ぼくが助ける！　お前なんかに負けないんだから！」


「悲しいな。この状じよう況きようで、それは遠とお吠ぼえにしか映らんよ」


　地上に灰はい色いろ名めい詠えいの真精、上空には敗者の王ラステイハイトを従えたミシュダル。加えて、今も刻こく一いつ刻こくと広場に無数の名詠生物が集つどいつつある。そんなことは百も承しよう知ち。だがそれでも、この時だけは譲ゆずれなかった。ここで心を折ってしまったら、クルーエルもまた二度と目覚めない。そんな気がしたから。


「僕は……諦あきらめないもん！」


　絶対、絶対に。


　クルーエルさんと一いつ緒しよに学校に帰るんだ。


「では、お前の縋すがるものを俺に教えてくれ！　俺と違ちがう道があるというのならな！」


　夜の帳とばりの中、敗者の王ラステイハイトの全身がぼんやりと発光していく。朧おぼろ気げに光を放ち、徐じよ々じよに空中で凝ぎよう固こしていくそれは大量の灰かい燼じんだった。


「いけないっ、ちび君逃げろ！」


「ネイト！」


　エイダ、サリナルヴァの絶ぜつ叫きよう。


　真上から降りそそぐ瀑ばく布ふの如ごとき灰の雨。放ほう射しや範はん囲いが広すぎる。自分はおろか広場の全員が、回避など到とう底てい間に合わない。


　ミシュダルの歪んだ笑みが一ひと際きわ強まり──


　ザァッという波なみ飛沫しぶきのような音と共に。


　今しも広場に降り積もるはずの灰の雨が、一瞬にして虹にじ色いろの光の中に蒸じよう発はつした。


「……っ！」


　目を見開いたのは自分だけではなかった。広場にいた全員が、ミシュダルが、目の前に起きた現象に皆みなが言葉を忘わすれて立ち尽つくす。





　──Selah pheno sias世界の半分は、 orbie Laspha虹色に染まり──





　極ごく彩さい色しきの光が、夜の空を真っ二つに切り裂さいた。


　洪こう水ずいのように光が天上に浸しん透とうする。世界中あらゆる宝ほう石せきをちりばめたような煌きらびやかさと、幽ゆう玄げんたる月つき影かげの清せい廉れんさが融ゆう和わした至いと高たかき輝かがやきが。


「っ！　なんだ……っ？」


　ミシュダルの口をついて出る驚きよう愕がく混まじりの怒ど号ごう。


　溢あふれる光に照らされ、剣を持った灰色の真しん精せいが消えていく。敗者の王ラステイハイトが小こ刻きざみに震ふるえ、光にまぶたを灼やかれたミシュダルが目を閉とじる。


　光の洪水の中、たった一人、歩いてくる人がいた。


　七色に染そまった世界の中、枯かれ草色のコートだけは不思議と色を失っていなかった。


「久しぶりだね」


　ようやく戻った夜色の帳。片かた手てを上げる彼の姿が外灯に照らしだされた。


「……カインツさん？」


　器用に彼が片目をつむってみせる。その背はい後ごから。


「えへへ。おまたせー、ネイト君」


　ひょっこりと、金きん髪ぱつ童顔のクラスメイトが顔をのぞかせた。……ミオさんまで？


「感かん謝しやしてよー？　怖こわい思いして取りにいったんだから！」


　その両手に、大きなガラス瓶びんを山ほど抱かかえ。


「ふん、まったくお前の遅ち刻こく癖へきを何とかしたいものだな。さて、あとは少年が〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたい終えるまでここを死ぬ気で守り通さないとな」


　足あし下もとに降り積もった灰燼を踏ふみつぶし、サリナルヴァが深ふか々ぶかと息を吐はく。ところがその隣となりに立つカインツは落ちついた様子で首を横に振った。


「いえ、その必要もないでしょう」


　ミシュダルでも敗者の王ラステイハイトでもない。


　虹色名めい詠えい士しが見つめるのは──自分だった。


「あの時より少しだけ凜り々りしく見える。大切なもの、見つけたみたいだね」


「──はい」


　だから、ネイトもまたじっと彼の視し線せんを受けとめた。


「でも思うんです。……それはもしかしたら、名詠式だけじゃ手に入らないものかもしれないんだって」


　だって僕の本当に大切なものは。ううん、大切な人は……


「そう。本当に大切なものは名詠式では手に入らない。なぜなら名詠式は、大切なものを守るためにあるものなのだろうからね。失ったものを手に入れるためのものじゃない」


　口元を引き締しめて彼が頷うなずく。そして。


「名詠式では大切なものは手に入らない。だけど、本当に大切なものが何なのか、それを教えてくれるのも名詠式なのかもしれないね。そしてそれが分かったならば──」


　意味深なまなざしで彼は頭上を見上げた。


「君の声は、きっと彼女にも届とどいたはず。そうは思わないかな」


　ひらひらと、雪の結けつ晶しようのように地表に降りそそぐ真しん紅くの羽を彼が指さす。


　あ、あれ……真紅の……羽？


　この真っ赤な羽は、あの鳥の。


　……うそ、だってクルーエルさんは今も──





　わたしがどうしたって、ネイト？





　すぐ真上で、赤い何かが羽ばたく音。それに誘さそわれて頭上を見上げ──


「ごめんね、お待たせ」


　降り積もる真紅の羽に交じる、無数の紅あかい花びら。


　そう、それは彼女が大好きな花だった。


「……あ…………」


　声が、でなかった。


　代わりに、なにか温かいものが目の端はしからこぼれた。


「もう、なにそんな顔くしゃくしゃにしてるのよ」


　優やさしげなまなざしをたたえたまま彼女が苦く笑しようし、緋ひ色いろの髪かみがふわりとそよぐ。


「だって……だってだって！」


「あーあ、泣きそうな顔しない。男の子でしょ？」


「……泣いてません」


　目の端を拭ぬぐい、ネイトはじっと彼女を見つめた。黎明の神鳥フエニツクスから飛び降り、彼女が隣に並ならぶ。


「おはよう、ネイト」


　小さく、小さく微笑ほほえむ彼女。それだけで十分だった。


「──おはようございます、クルーエルさん」


　おかえりなさい。


　言葉にしなくても彼女は頷いてくれた。


「キミの声、届いたよ。だから次は、わたしがキミのお願いに応こたえる番だね」


　彼女が意い識しきを失う前、屋上で交かわした細ささやかな願い。





〝いつか、一緒に詠ってくれますか〟





　あの日あの時の、約束の続き。


「……いいんですか」


　夜色の瞳ひとみと、蒼そう碧へき色の瞳が重なった。


「もちろん、わたしで良ければ喜んで」


　瞳の中で、彼女がにこりと微笑んだ。


　彼女と背中合わせに、ネイトは広場の台だい座ざに立った。見つめ合う必要はなかった。背中越しに、相手の確たしかな鼓こ動どうが感じとれたから。


　そして──





　deus SeRはじまりは la ele fearsいつだつたのだろう


　──sheon auf dimi-l-shadi黄昏〈はじまり〉の鐘を rien-c-soan鳴らしましよう





　YeR et dia balie tis,沢山の道を歩いてきた fert ele sm thes,振り返つても思い出せないくらい neckt ele多くの道


　──elma Ies necktわたしはあなたを evoia twispeli kei愛〈のぞ〉みます





　世界をしっとりと濡ぬらす雨のように──


　研究所の敷しき地ちを越こえ、大陸を越え、遥はるか彼方かなたまでもその詠うたは静かに浸しん透とうしていった。
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　研究所、地下シェルター。


　そこはオーマたち生徒にとって、必ずしも心落ちつける場所ではなかった。傷きずだらけの名詠士に手当をほどこす医い師したち、石化した者たちの治ち療りようにあたる祓名民ジルシエたち。


　呻うめき声、泣き声、怒ど声せいもが入り混じった閉へい鎖さ空間。耳を塞ふさいでないと自分まで胸が詰つまって苦しくなる部屋だった。


「……サージェス、そっち全員ちゃんといるか」


　女子が集つどう場所まで歩き、オーマはそこに座すわっていた女子の隣に腰こし掛かけた。


　本当は、そんな行動に意味はない。全員いるのは何度も確かめたこと。けれど、そんなことでもして気を紛まぎらわせなければやっていられなかった。


「クルーエルとミオを除のぞいたらね」


　同じ事を考えたのか、隣に座るサージェスが妙に大おお仰ぎような仕草で首を振る。


「そういやミオどうしたんだ」


　探さがし物があるとティンカと共に行動しているはずの彼女。探し物ったって、こんな状況で何を探してるんだ？


「わたしも分かんない。……無事だといいんだけど」


　サージェスと顔をつき合わせ、オーマは内心首を傾かしげた。


　自分が驚おどろいたのは、この状況の敷地を歩き回れるミオの精せい神しん力りよくだ。頭は良いけど運動は駄だ目めで、おっとりした控ひかえめな性せい格かくの女子。そうだとばかり思っていたのに、まさかあんなに気き丈じような一面があったなんて。


　──ん？


　シャッターの開く音に、反はん射しや的にオーマは扉とびらの方向へと振り返った。また誰だれか怪け我が人にんが運び込こまれたのか、最初はそう思ったが。


「良かった、さすがに名詠生物もここまでは来ていないようですね」


　扉の前に立つのは、白銀しろがね色の髪が特とく徴ちようの女性医師だった。


「ティンカさん、外はどうなってますか。ミラー教師やエンネ、ゼッセル教師は？」


　真っ先に口を開けたケイト教師に頷き、続いて、彼女は何かを含ふくんだ視線でじっと自分たちを見てきた。俺おれ……いや、うちのクラス全員を？


「みなさんにお願いがあるんです。多少の危き険けんを冒おかすことになりますが、シェルターを出て外の中央広場に来て頂いただきたいんです」


「広場に来いって、どういうことですか」


　訝いぶかしげなまなざしで訊たずねるサージェスに、ティンカは優やさしげな表ひよう情じようを崩くずさぬまま。


「ミオさんからの伝言です、『みんなにお願いしたいことがあるの』って」


　ミオの？


「だけど、シェルターの外はどうなってるんですか。多少の危険とは？」


　続けざまに問い詰めるケイト教師を、真正面から彼女が見つめ返す。


「そのままの意味です、みなさんが避ひ難なんした時から、今も事じ態たいは解かい決けつしていません」


「そんな状況で──」


「ですから、事態を解決するための、最後の大仕事をみなさんにしてほしいんです。……あら、もう始まってますね」


　始まる？


「耳を澄すまして。この詠うた、聞こえませんか」





　mihhiy xedia,何度も転んで、 arma-c-dowa tis道に迷つて、うつむいて


　──O la laspha, yupa Lom世界〈誰も〉があなたを忘れても dremre neckt lostasia U meide僕は、あなたのことを忘れない





　詠が、聞こえた。


　シャッターを閉じていても確かに聞こえる。いや、シャッターの壁かべに浸透するように響いてきた。


　まさか〈讃来歌オラトリオ〉？


　だがそれは、今まで聞いたどんなものとも違う、ふしぎな音色の旋せん律りつだった。





　nevaliss Lor et zely Yemそれでもあなたはわたしの腕を jas yumy, yupa solin離さず優しく握つていてくれた


　──zette Yerだからこそ cana arcasha Loo ifexあなたが何処で泣こうとも LoR zarabearc sm ferme誰より先に迎えにいきます





　jes qo, et isel Lom小さな秘密の心の日記 pheno getie-l-yutie zeonはじめてあなたの名前を lef cirkus書き記した


　──Lom giris leya mihhyaあなたは此所にいる lef hid, ravience Stalwari至美者〈願い高き人〉





　初めて聞く旋律。なのにどこか懐なつかしく感じる。それはもしかしたら、その詠を口ずさむ声に聞き覚えがあったからなのかもしれない。


　……この声。


　目を閉とじてても分かる。他ほかならぬクラスメイトの歌声だった。


「なあ、これクルーエルの声じゃね？」


　耳打ちするようにサージェスに呟つぶやくと、その彼女も無言で頷いてきた。


「うん、それにネイティっぽい声も聞こえるね」


　まさかこの〈讃来歌オラトリオ〉を詠っているのはネイト、そしてクルーエル？


　だとすれば……


　まったく。あいつら厄やつ介かい事ごとを押おしつけやがって。


「あー、ケイト先生？」


　呆あきれ笑いを隠かくす気にもなれず、オーマは頭を乱らん暴ぼうにかきむしった。厄介事な気もするけど、どうも行かなくちゃいけなそうだ。それも、クラス全員で。


「なんか俺ら、やっぱり行かなくちゃいけない感じしませんか」


　詠が、旋律がそう思わせる。


　自分たちも、呼よばれているのだと。
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　ケルベルク研究所を一望できる小高い丘おかで──





　O la laspha, elmei忘れないために orator da evoia miqvy身近に留めておきたくて


　──Hir qusi clar,約束しました Ema lef memoriわたしの歌を贈ります





　O la laspha, clue phes da leya dis伝わるぬくもりよどうか lucs hid zayixuy永久〈とこしえ〉に


　──jes kless qusi sari lef sophit,その旋律は心の刻〈ふるえ〉 faite lef zarabel涙の讃歌〈まつり〉





　丘を越え、背はい後ごの森までも浸透していく交こう響きよう歌か。


「アマリリス。なるほど、それがクルーエル・ソフィネットと共に出した答……『clue-l-sophie緋色の neckt背約者』ではなく、『co lue -l-sophie nett旋律を息吹く者』を選んだのか」


　かぶっていたフードを外し、シャオが濡ぬれる黒こく瞳どうを細めた。


「やれやれ、どこぞの馬ば鹿か娘むすめもこれくらい上品に歌でも嗜たしなんでくれればな」


　鎗やりを地に刺さしたまま、ふてくされるようにして男が芝しば生ふに寝ね転ころがる。


「エイダ・ユンのことかい、アルヴィル？」


「あいつ絶ぜつ対たい、俺と会ったら鎗振り回して追いかけてくるぜ？　やってられるかっての」


「それもまた、好かれている証しよう拠こだよ」


　アルヴィル、そう呼ばれた男がそっぽを向くように顔を背そむける。だが彼の視し線せんは、あくまで研究所を見つめていた。


「ていうかどうなってるのかね。そもそも合唱って発想自体、名詠式にはないはずなんだけどな。いや、合唱でもないか。いったいどんなことすればあんな真ま似ねができるんだか」





　meh getie memori, meh muzel hyne, opha sm EgunI lins空白〈からつぽ〉の地に注がれた一欠片の愛しみは今でもわたしの秘密の宝物


　──Hir sinka I, bekwist HIr qusi celena poe lef wevirne spilそれは世界を濡らす愛しい夜の抱擁〈うた〉なのだから





　共に別の詠うたを奏かなでている。なのにその旋律は互たがいに互いを打ち消し合うこともなく、むしろ相手を補おぎなうように。


　一つずつの詠は、もしかしたら決して完成度の高いものではないのかもしれない。けれど二つあるから、重なって響ひびくからこそ、こうも胸むねを締しめつける旋律が生まれる？


「〈全すべての歌を夢ゆめ見みる子こ供どもたち〉……そうか。イブマリー、伝えるべきものは伝えていたというわけか」


　目を細めるシャオに、長身の男はやおら芝しば生ふから上半身だけを起き上がらせた。


「ったく、お前が手伝えっていうからわざわざ一いつ緒しよにミシュダルを追って来たってのに。どうすんの？」


　すると、訊きかれた当人は返事の代わりにそっと微笑ほほえんで。


「うん。あえて言うなら、もう少しこの詠を聴きいてたいな……羨うらやましいくらい綺き麗れいな詠だ。自分にはあんなに優やさしい詠はできないよ」


「これまた控ひかえめなご発言で、それじゃ俺ら何のために来たんだか」


「そうふてくされないで。ちゃんと理由もあるんだ」


　口元の笑みを消し、シャオの黒瞳が研究所をじっと映うつし出す。


「かつてアマリリスは力で以もつて敗者の王ラステイハイトを封ふう律りつした。だがその一方で、力という一方的な歪ゆがみゆえミシュダルという敗者は諦めなかった」


　力による支し配はいは繰くり返しを描えがく。真精という力に抑よく圧あつされた者は、復ふく讐しゆう心しんからまたそれを超こえる力を求めるだけ。


「矛む盾じゆんのようにも聞こえるけどね、敗者の王ラステイハイトという力に妄もう信しんしたミシュダルを止めるのは、あの敗者より弱い者でなければできないことかもしれない。だからこそ──」


　花の形状に痕あとの残る腕うでを天に向かって伸のばす。


「あの二人が、詠わなくてはならないんだ」
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　……なんだ、この詠うたは。


　泉いずみの如ごとく地上から悠ゆう然ぜんと溢あふれ、そこから天上へと注がれる〈讃来歌オラトリオ〉。


　畏おそれにも似にた感情にミシュダルは全身をふるわせた。





　zette, noelだからこそ、 clar et yehle Weo eleその日あなたが奏でた詠を


　──Yer she saria stig lef xeoi,夜色の祝謡〈ちかい〉をあなたの下へ Yer zayixuy-c-olfey she ora遍〈なが〉く、永久〈なが〉く、いつまでも





　xshao jes今でもわたしは、 medolia os qusi Yem lihit心の奥にじつと大切に抱えてる


　──ifex I lostasia Loo, xshao世界〈誰も〉があなたを忘れても Years neckt lostasia Loo僕は、あなたのことを忘れない





　心の琴きん線せんを震ふるわせ、さらに奥おくの深い部分へと浸透していく旋せん律りつ。なのに、それは奇き妙みようなほどの安らぎがあった。胸の内を開いて澱よどみの尽ことごとくを洗あらい流すかのような。


　身体からだが言うことを聞かない。


　命令を与あたえていたはずの敗者の王ラステイハイトすら、宙ちゆうに浮ういたまま動きを止めていた。


　──まさか、真しん精せいすらこの旋律に聴き惚ほれているとでもいうのか。


　力の具ぐ現げんとでも言うべき敗者の王ラステイハイトが、まさか、こんなたった一つの詠で？


「……ふざけるなっ、そんな馬ば鹿かげたことがあるか！」


　力に溢あふれた巨きよ大だいな真精。


　その威い光こうに縋すがる自分が、これではまるでちっぽけな存そん在ざいに見えてしまうではないか。


「俺は……間ま違ちがってなどない！」


　レイン、お前なら────お前ならなんて言ってくれる？





　ティンカに誘ゆう導どうされるまま、オーマは広場に続く最後の曲がり角に足を進めた。


「なんか変な気分だな」


　怖こわいくらい周囲が静まっていた。聞こえるのは背後のクラスメイトの足音と、そして研究所内に流れている神しん秘ぴ的な詠だけなのだ。


　あれだけ暴あばれ回っていた名詠生物たちが、しんと息をひそめて動きを止めていた。


　……これじゃまるで、子こ守もり歌うたですやすや眠ねむってる子供みたいだ。


　それでも周囲に目を配りつつ、ティンカの背中を追って角を曲がる。建物で埋うめ尽つくされていた視界がさっと広がった。


　まず最初に目に入ってきたのは、広場の一番外側で灰はい色いろ名めい詠えい生物と対たい峙じする、端たん整せいな顔立ちの名詠士だった。枯かれ草色のコートに、茶か金か判はん断だんに迷まよう髪かみ色いろの。


「あれ、あのコート着た人って虹にじ色いろ名詠士の……」


　伝説とも言うべき虹色名詠士、カインツ・アーウィンケル。一度トレミアの競演会コンクールで遠目に見ただけだが間違いない。


　そしてそれだけではなかった。


　ゼッセル、ミラー、エンネ教きよう師し。それにケルベルク研究所の副所長、エイダ。その六人が集つどうその中心──広場の台座の上に立ち、そろって詠う二人の姿すがたがあった。


　夜色の髪に夜色の双そう眸ぼうをした中性的な顔立ちの少年。そして。


　今の今まで病気で倒たおれていたはずのクルーエル。


「……クルーエル、病気が治ったのか？」


「あ、みんな来てくれたんだね！」


　ガラスの瓶びんをいくつも抱かかえ、金髪童顔の小こ柄がらな少女が走り寄ってきた。


「ミオ、あんた平気だったの！　心配したんだからね」


　声を上げるサージェスに、ミオが普ふ段だんの柔にゆう和わな表情のまま頷うなずいた。


「ごめんね心配かけちゃって。でも話はあと、みんなこれ一個こずつ持って！」


　遮しや光こう用の黒い小瓶をミオがクラス全員に渡わたしていく。ちょうど片かた手てで持てるほどの大きさの小瓶。それをじっと眺ながめ、オーマは首を傾げた。


「って、なんだよこれ」


「えへへ。魔ま法ほうの道具だよ」


　片目をつむって嬉うれしそうにミオが言葉をはずませる。しかしそれもそこそこに、彼女は広場に響ひびき渡るほど大きな声で。


「みんな、今から言うこと聞いてちょうだい！」





　なんだ、何をやろうとしている……？


　トレミアの生徒らしき学生が次々と広場に集まり、台座の周りを囲むように輪を作っていく。その様子を、遥か上空からミシュダルは見下ろした。


　何かを企くわだてようとしているのは間違いない。この状じよう況きようで何かができるとも思わないが、それでも不安材料は減へらすに越こしたことはないはずだ。


　そう、蹴け散ちらすだけならいくらでもできただろう。そのはずなのに──





　lu wi lis, orbie clar onc落つことさないように、 Yem qhaon lef paje無くさないように


　──Isa da boema fotonさあ生まれ落ちた子よ doremren O hearsa neighti loar新しい風が吹き始めました





　balie pheno yun defeaいつか二人が大人になつて、 fel Yem nuel, nevaliss多くのことを忘れても


　──eposion lef hypne,微睡〈ゆりかご〉の時間は eposion lef xeo,約束の鐘によつて elmei jes muas defea終わりを告げたのです





　……なぜだっ、なぜ動けない！


　唇くちびるから血が噴ふき出すほど強く歯を嚙かみしめてなお、膝ひざをついた状じよう態たいから立ち上がれない。


　敗者の王ラステイハイトも、地上の名詠生物も、全ての詠よび出されし名詠生物こどもたちがその詠の旋律に打たれ、しんと静まりかえっていた。


　そういえば──レイン、お前と一いつ緒しよに歌ったことは、なかったな。
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「クルル、準じゆん備びできたよ！」


　広場の中央に立つクルーエルに向かい、ミオが両手を振って合図する。〈讃来歌オラトリオ〉を詠うたいながら、クルーエルがミオに向かって頷いてみせる。


　そして──





　da vequ uc solitie xin,胸に秘めた秘密の日記が shadi kaon, nevalissぼろぼろになつて崩れても





　クルーエルは、空を仰あおぐように両手をいっぱいに広げた。


　優しい風が吹いた。無数の紅あかい羽が彼女を包み込こむ。それはまるで、競演会コンクールで彼女が見せた名詠の続きであるかのように。


　緋ひ色いろの花の花か弁べんを両の手のひらにそっと載せ、クルーエルが祈いのるように手を合わせて瞳を閉じる。そして次の瞬間。





　Ze la Selu oraあの日に聴いた、 elmei sophie doremren君の歌は忘れやしない





　無数の紅い羽が赤光を放ち、そこから眩まばゆいまでの炎ほのおが生まれた。


「……っ、何だ？」


　吹ふきこむ真しん紅く色の風に、オーマはあやうくまぶたを閉じかけた。


　竜たつ巻まきのような炎ほのおの渦うずが広場を覆おおう。汗あせが噴き出すほどの熱量と上じよう昇しよう気流に、広場に積もった灰が煽あおられどこか遠くへ飛んでいく。


　なのに、その渦の中心にいる自分たちはまるで火傷やけどをしないのだ。そう、まるでおとぎ話にでも出てきそうな幻げん想そう的な炎だった。


　──クルーエルすげえじゃねえか。


　今の今まで病気で倒たおれていた学生にできる名詠とは思えない。てか、こんなんできるなら競演会コンクールで見せてくれよ。


「いやはや、わたしもびっくり」


　珍めずらしくサージェスまでもが溜ため息いきをつく。


「ほらぁ、サージェスもオーマも感心ばっかりしてないで！　用意はいい？」


　小瓶を抱え、ミオが肩かたを怒いからせる。


「はいはい、男子おれらは準じゆん備びはとっくにできてるっての」


「女子うちらもだよ。ね、みんな？」


　一いつ斉せいに頷くクラスメイトたち。


「じゃあ行くよー！　せーの」


　ミオの号令で、周囲を舞まう紅い風に向け、生徒たちが一斉にガラス瓶を投げ入れた。


　響き渡わたる、ガラス瓶の割われる音。


　その一瞬後に。





　目の前一面に広がる紅い炎の風が、瞬またたく間に夜色の炎へと姿を変えた。





　広場に集う者たちが歓かん声せいを上げる、その中で──


　ネイトは、クルーエルに向き直った。


〝……ありがとうございます〟


　詠を続けたままだから声には出せない。だけど、彼女には伝わってくれた。


〝お礼はみんなにもね。わざわざ来てくれたみたいだよ〟


　片目をつむってクルーエルが微笑ほほえむ。


〝さ、最後は君の番だよ〟


　そっと、添そえるように手を握にぎられた。


〝だいじょうぶ。わたしも一緒にいてあげる。一緒に詠よんであげるよ〟


　彼女の想おもいに応こたえるように、ネイトは無言で頭上を見上げた。夜色の輝かがやきに満ちた天上。きっと自分たちを見てくれているであろう相手に向けて。


　夜色の炎が空へと昇のぼり、輝く名詠門チヤネルを形成する。


　そして、ネイトは、クルーエルは、共に詠の終詩を紡つむぎ終えた。




O sia Selah phenoわたしの涙を拭つてくれた……その歌は


──ende Werそして she pridiaあなたは





Miscross via-ol-dia ris その歌は──co lue -l-sophie nett夜明け色の歌だつた


──Ive lef黄昏の、 Armalaspha始まりの女〈イヴ〉──La Selah she あなたはmaria sm夜明けに neight微笑んで




　終奏　『あなたは詠うたうように微笑ほほえんで』







　　　　０





　夜よる色いろの天上に輝かがやく、星ほし屑くずよりもなお煌きらびやかに浮うかび上がる夜色の名詠門チヤネル。


「なんだ、あの馬ば鹿かげた大きさの名詠門チヤネルは」


　一度見ただけでは、ミシュダルをしてそれが現げん実じつとは信じられなかった。


　敗者の王ラステイハイトのものと互ご角かく、いやそれ以上？


　まぶたをこすり上空の名詠門チヤネルを凝ぎよう視ししようとした瞬間、乾かわいた音を立てて名詠門チヤネルが光の粒つぶとなって破は裂れつした。──名めい詠えいの終しゆう了りよう？


　思わず息を呑のんだ刹せつ那な、猛もう烈れつな衝しよう撃げきが全身を襲おそった。


「……っ！」


　突とつ風ぷうに似にた衝撃波に打たれ、あやうく敗者の王ラステイハイトの肩から転落しそうになった。慌あわてて体たい勢せいを立て直す。が、敗者の王ラステイハイトはまだ衝撃の余よ韻いんで動けずにいる。


　なんだ、なにが起きた？


　この高度上じよう空くう域いき。それも敗者の王ラステイハイトが体勢を崩くずすほど重い一撃を与あたえられるような奴やつが、この世のどこに存そん在ざいする？


　地上からなんらかの狙そ撃げき？　いやそんな様子はなかった。ではいったい──


　視線を自分のいる高度に戻もどした途と端たん、巨きよ大だいな影かげが目の前を通り過すぎた。


「っ！」


　……あれは。


　夜空を滑すべるように疾しつ走そうする一体の名詠生物。あまりに大きく雄ゆう大だい、畏い敬けいの念などとうに捨すてたはずの自分ですら思わず見とれるほどの威い厳げんを備そなえた真しん精せい。


　それは、夜色の竜りゆうだった。





　　　　１





「研究者としての不幸、ここに極きわまれりか」


　最初に口を開けたのはサリナルヴァだった。


「敗者の王ラステイハイトに続いてこんなとんでもない真も精のを見せられてしまったら、あと十年は今日を超こえる驚おどろきに巡めぐり会えなそうだ」





　夜色の竜が降おり立つ風ふう圧あつで髪かみが逆さか立だつ。


　目も開けていられないほどの突風の中、ネイトは必死で目を見開いた。竜が降り立つ衝撃で地が揺ゆれる。その真精を見上げる自分と、自分を見下ろす真精。


「あ、あの……」


　目の前の存在に対しかける言葉を探さがしあぐね──


『ネイト、相変わらず背せは伸のびてないようだな』


　先に口を開けたのは竜の方だった。相手は声を抑おさえているはずなのに、軽く呼よびかけられただけで津つ波なみのように音の衝撃が押おし寄よせてきた。


「……アーマ？」


『なんだ、よもや我われを忘わすれたとは言わさんぞ』


「あの、えっと、ちょっと見ない間にすっごく大きく育っちゃってない？」


『…………』


　なぜか沈ちん黙もくする目の前の竜。あれ、なんでだろう。僕ぼくもしかして変なこと言っちゃったかな。──と思いきや。ぽん、とクルーエルに肩かたを叩たたかれた。


「気にしないでいいわよネイト、ただでかいだけの飛びトカゲだから」


『む、そのやたら挑ちよう発はつ的な声は小こ娘むすめ？』


　まるで気づかなかったと言わんばかりにアーマが首を持ち上げる。


「ったく、相変わらず出てくるの遅おそすぎなのよ！」


　見上げても視界に収めきれないほどの巨体の竜。周囲の者のほとんどが緊きん張ちようで自然と口を閉とざす中で、彼女だけは威勢良く声を張はり上げていた。


「でも、出たからにはちゃんとそれっぽいことしてくれるんでしょうね？」


『それはネイト次し第だいだな』


　竜の三日月形の瞳ひとみが、再ふたたび自分を照らす。


「……僕？」


「君が、自分で決着をつけなくちゃいけないということさ」


　沈黙を保たもっていたカインツが頭上の敗者の王ラステイハイトを、そしてミシュダルを指さす。


『そういうことだ。さっさと乗れ、連中はいつまでも待ってはくれんぞ』


　そう言うなり、竜は翼つばさを勢いきおいよく羽ばたかせた。





　風の音しか聞こえない。


　目が回るほどの急きゆう激げきな上じよう昇しように息が詰つまる。数回瞬まばたきする間に、もう地上の人は爪つめの先ほどの大きさになっていた。
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「アーマってちゃんと飛べたんだ」


『前からうまく飛べただろう』


　吹ふき荒すさぶ突とつ風ぷうの中、ぽつりとこぼした呟つぶやきに、竜りゆうが耳ざとく答えてくる。


「え……ちっちゃい時は確たしか四十秒くらいが限げん界かいで」


『何を言う。そんなはずは』


　がくんと。言い終わる前に、突然に竜の姿し勢せいが崩れた。


「──いま、ちょうど四十秒だったわね」


　隣となりにいるクルーエルが妙みように青ざめた表ひよう情じようで呟いた。


『むぅ、どこぞの小娘の体重が凶きよう悪あくこの上ないせいかもしれんな』


「なっ……、そんなわけないでしょ！」


　青ざめていたはずの顔を真っ赤にして怒ど鳴なるクルーエル。それを愉ゆ快かいげに眺ながめ、竜が翼を大きく羽ばたかせた。


『それより、なぜ小娘までついてきた？』


「悪い？　最後までネイトと一いつ緒しよにいるって決めただけだもん！」


『ふ、まあ構かまわんがな。それより摑つかまっていろ、多少派は手でに動くぞ』


　直後、猛もう烈れつな勢いで竜が空中で進路を直角に切り替かえた。あまりに唐とう突とつな転回に一いつ瞬しゆん気が遠くなる。あやうく背に摑まっていた手を離はなしかけた。


　意い識しきを覚かく醒せいさせたのは、すぐ鼻先をかすめた灰はい色いろの驟しゆう雨う。


　──敗者の王ラステイハイト。


『素す直なおに近づかせてはくれないらしい、それなりに追い込こむぞ。だがネイト、お膳ぜん立だてをしてやるのはそこまでだ』


「うん、ありがとうね」


　僕が、決着をつけなくちゃいけない。


　あの男の拠より所は絶ぜつ対たい不ふ可か侵しんな存そん在ざいだ。力の象しよう徴ちようとして敗者の王ラステイハイトを求め、学園ではクルーエルの力に興きよう味みを示しめし、その果てに空白名めい詠えいにまでたどり着いた。


　仮かりにアーマが敗者の王ラステイハイトを倒たおしたとしても解かい決けつにはならない。単にミシュダルの信しん仰こうの対象が敗者の王ラステイハイトから、より強い真精アーマへと移うつるだけなのだから。それでは何一つ変わらない。


「ネイト」


　はたと、手にクルーエルの指先が触ふれた。


「……ううん、ごめん、やっぱり何でもないの」


　何かを言いたげなまなざしで、けれど躊ちゆう躇ちよするように彼女が下を向く。それでも、彼女の伝えようとしていたことは確かに伝わった。


「ごめんね、こんな時に言うことじゃないよね」


「──いいえ」


　こんな時だからこそ、必要なのだと思う。


　だから、ネイトは自分から彼女の手に自分の手を添そえた。


「クルーエルさん。これが終われば、また一緒に学校に行けますね」


　蒼そう碧へき色の瞳をじっと見つめる。


　瞳の交こう叉さ。互たがいに無言で、どれだけそうしていただろう。悠ゆう久きゆうを感じさせるほど長い時の経けい過かを感じながら。最後に。


「うん、待ってるからね！」


　にこりと、満面の笑えみで彼女は頷うなずいた。


『さて、行くぞ』


　敗者の王ラステイハイトが放つ灰かい燼じんの嵐あらしを急きゆう降こう下かでかいくぐり、その真下から螺ら旋せんを描えがくように一息に上昇する。敗者の王ラステイハイトの鼻先を竜の翼が掠かすめ、その風圧で一瞬灰はい色いろの真しん精せいが怯ひるんだように動きを止めた。





　飛べ！





　それは誰だれが言った言葉だろう。アーマか、クルーエルか、あるいは地上にいる誰かかもしれない。そして、もしかしたら──彼ら全員かもしれない。


　背せ中なかを後押しする声に応おうじるように、ネイトは夜色の竜から飛び降おりた。





　十数メートル上から、眼がん下かの敗者の王ラステイハイトへ。


　敗者の王ラステイハイトが頭にかざす茨いばらの冠かんむりへ。


　茨の冠のさらに中心、そこにそびえ立つ〈孵石エツグ〉の台だい座ざへ。


　光り輝かがやく〈孵石エツグ〉。ただ一つそれだけを見み据すえ、ネイトは息を止めたまま飛び降りた。


「馬ば鹿かな……真精に頼たよらず、お前一人で敗者の王ラステイハイトを止めようとでもいうのか！」


　急速に近づいてくる茨の冠。その真下に、まさに自分が落下するであろう場所でミシュダルが迎むかえ撃うつ姿勢をとる。


「なぜだ。なぜ真精に頼ろうとしない、なぜ名詠式に頼ろうとしない！」


　怒ど号ごうでも雄お叫たけびでもない。


　それはミシュダルの、初めて他人に見せる本心だった。





〝名詠って、難むずかしいものだと思う？〟





　病びよう床しようの母の言葉が脳のう裏りによみがえる。


　カインツさんと母さんだって、出会ったきっかけは確たしかに名詠式。だけどそれだけじゃなかった。二人がずっと想おもいを忘わすれずにいたのは、二人が──





〝必要なのは技ぎ術じゆつじゃない〟


〝自分にとって大切な人の存在。その人を守りたいという気持ち〟





「なぜだ、答えろ！　ネイト・イェレミーアス！」


「大人は……ううん、あなたは」


　真下にいる男へと、ネイトは声の限かぎりを振ふり絞しぼった。


「あなたは、大切なことを忘れてる！」


　名詠式はあくまで手段。大切なものを守るための。


　なのに大人はみんな、すごい真精が詠よべるとか、沢たく山さんの名詠色が使えるとか、新しい触媒カタリストを見つけたとかそんなことばかり。でもそれは、名詠式そのものしか見ていない。


　大切なものは名詠式そのものじゃない。


　守りたい大切なものがあるからこそ、僕は、母は、名詠式を使えるようになりたかった。


「では、お前は違ちがうというのか！」


「僕は……」


　宙ちゆうでぎゅっと拳こぶしを握にぎる。慣なれぬ反はん唱しようの連続で既すでに灼やけつくような痛いたみが奔はしる自分の手。


　だけど、温かかった。大好きな彼女が優やさしく触ふれた手だったから。


「僕は、大切なものを見つけたから！」


　拳を振り上げる男、落下するまま拳を振り降ろす少年。





　二人の姿すがたが一いつ瞬しゆん重なり──





　着地したネイトが、赤く腫はれ上がった拳を抱かかえてうずくまる。一方で──ミシュダルの振り上げた腕うでは、最後まで上がりきらぬまま動きを止めていた。


　そして。





　──リィィ……ィィ……ン──





　澄すみきった音を立て、〈孵石エツグ〉の内部に入っていたツァラベル鱗りん片ぺんが砕くだけ散った。





　　　　２





　静かだった。


　音もなく、小こ刻きざみに身もだえするように震ふるえる敗者の王ラステイハイト。


　徐じよ々じよにその身体からだが稀き薄はくに透とう明めいに近くなっていく。虚きよ像ぞうを実体化させていた触媒カタリストを失い、灰はい色いろの真しん精せいの身体が徐々に崩くずれて消えていく。


「……レイン。最後の最後まで、お前は俺おれを混こん乱らんさせてばかりだよ」


　振り上げた腕の先に、一瞬見えた女じよ性せいの姿。


　目の霞かすみに過すぎない。そう頭では分かっていても、ミシュダルは振り上げた拳をそれ以上先に突つき出せなかった。


「まあ……こういう終わりもそれらしいな」


　胸きよう部ぶから下が消え、肩かた先さきが消え、ただ一箇か所しよ残った敗者の王ラステイハイトの頭部。


　消しよう滅めつしていく敗者の王ラステイハイト。いや、虚きよ像ぞうの王か。


「ようやく全すべての拠より所を失うことができた、か」


　最後まで残った茨いばらの冠かんむりに乗ったまま、ミシュダルは目をつむって肩をふるわせた。


　顔に触れる微風そよかぜ。


　顔を覆おおっていたフードが、腕を振り上げた拍ひよう子しに外れていた。


「灰色名めい詠えいも敗者の王ラステイハイトも、名詠も全てを失って……」


　思えば、顔を隠かくすフードが外れたのと同時だった。


　今まで心の内に押おし隠していた、レインの顔が思い浮うかんだのは。


「おかげでレイン、やっとお前のことだけを思いだせそうだ」


　俺自身が覆いによって自ら顔を隠していたように……結局、お前を遠ざけていたのは俺自身だったようだな。


　遥はるか地上を見下ろし、ミシュダルはわずかに息を吐はいた。本当に小さな笑えみ。ともすれば自分自身すら気づかないほど小さく。だがそれは今までの歪ゆがんだ笑みではなく、一点の曇くもりもない純じゆん粋すいな笑みだった。


　不意に、足あし下もとが消失した。


　遥か上空から落ちていく。その中で、聞こえてきたのは風鳴りではなく、彼女がかつて口ずさんでいた名も知らぬ歌だった。


「……やれやれ、後こう悔かいしてばっかりさ」


　彼女の口ずさむ歌、断だん片ぺんしか覚えていない旋せん律りつが微かすかによみがえる。


〝二人で、どっかに小さなパン屋さんでも開きましょう。きっとそれも楽しいですよ〟


「あの時、気を利きかせて頷うなずいてやれば良かったかもしれないな」





〝えー、だめですよ、そんなの〟





　──レイン？


　きっと風の悪戯いたずらだろう。普ふ段だんなら一いつ笑しように付しているところだ。


　けれど今だけは……


〝ミシュダルさんがそんな優しいこと言ってくれたら、わたし逆ぎやくに気持ち悪いですよ。いつものミシュダルさんじゃないって〟


「……ふっ、はは、確たしかにそうだな」


　可お笑かしくてたまらなかった。腹はらが捻ねじれそうになるほどに。


　落下しながら、心の底からミシュダルは笑い声を上げた。何年ぶりだろう。笑い方などとうに忘わすれたと思っていたのに。


　徐々に、地上が近づいてくる。


　だらだらと回り道もしてみたが、ようやくお前の場所にいけそうだよ。


〝え、それはだめです〟


　……だめだと？


〝はい。ぜーったい、だめです。死んじゃだめです。そんなこと言ってるミシュダルさん、わたし嫌きらいになっちゃいますよ？〟


　途と端たん、背せ中なかに何かが触ふれた。


　地面？　いや違ちがう。もっと柔やわらかい、まるで羽う毛もうのベッドのような──


『寝ね床どこにするのは百歩譲ゆずって構かまいませんが、羽はむしらないでくださいね』


　その翼つばさは紅あかく、夜空を疾しつ走そうしながら燃もえるような輝かがやきを放っていた。


　これは、黎明の神鳥フエニツクスの背中か！


『礼は、幼おさないあの子らに言いなさい』


　横になったままかろうじて首を動かす。


　夜色の竜りゆうの背に乗る二人が、じっとこちらを見ていた。


　……馬ば鹿か馬鹿しいっ、何て目で見つめてやがるんだあいつら。あんなに敵てき対たいしていたのに、なぜこんな短期間で、さっきまでの敵をそんな心配そうな目で見られる？


「……これだからガキは嫌いなんだ」


『おや、余よ計けいなおせっかいでしたか？』


　しばし沈ちん黙もくし。


「いや……」


　はにかむように、ミシュダルは首を横に振ふった。


〝はい。ぜーったい、だめです。死んじゃだめです。そんなこと言ってるミシュダルさん、わたし嫌いになっちゃいますよ？〟


　まったく、危あぶないところだった。


「礼を言う、あやうくレインに嫌われるところだった」





　　　　３





　地表に降おり立つ黎明の神鳥フエニツクス、それから数秒置いて、今度は夜色の竜が地鳴りと共に着陸。それを待っていたかのように、一いつ斉せいにその周囲に群むらがる生徒たち。


　その光景を眺ながめながら──


「素す敵てきな歌だったね。少し羨うらやましいよ」


　コートの襟えりをそばだて、カインツはこっそり呟つぶやいた。


　夜色の竜から降りる少年と少女。見守る側がわからは多少なりとも冷や冷やした面もあったが、とりあえずは無事だったようだ。


「ねえイブマリー、これなら安心して彼らを見ていられるんじゃないかな？」


『さあ、それはどうかしらね』


　カインツの背に隠かくれるように佇たたずむ、少女のかたちをした透明感のある透すきとおった影かげ。


「少しだけ、あの時の恰好すがたで会えることも期待してたんだけどね。その窮きゆう屈くつそうな黒いドレスなんかじゃなくて」


『……ばか、他ほかに言うことないの？』


「うん、あったけど、君に会えたら全部忘れちゃった」


　虹にじ色いろ名詠士の背に隠れるように佇む、少女のかたちをした影。


　だがそれは、もし他人が見れば背に隠れているのではなく、さながら背にぴったりと寄より添そっているように映うつっただろう。


「今度は、どれだけ一いつ緒しよにいられるんだい？」


『あまり長くはないわよ。ネイトはアーマがついているし、今さらわたしが何か言うべきものも残ってないしね』


「……そっか」


　コートの衣い囊のうに手を入れたまま、カインツは空を見上げた。今までの自分なら、空を見上げるのではなくうつむいてしまっていたかもしれない。けれど──


　……ボクも、少しだけ大人になったのかな。


　たなびく雲を見つめ、カインツは小さく微笑ほほえんだ。


「それにしても今回は全すべて、あの二人と黒い竜に任まかせっきりだったね。育ての親から見て、冷や冷やした部分はなかった？」


『そんなの今に始まったことじゃないもの。それに……』


　ためらうかのような口調で、彼女が続きを紡つむぎ上げる。


『今わたしやあなたに頼たよってしまえば、それをあの子が後こう悔かいする時がきっと来る。それはあの子にも、クルーエルさんにとっても辛つらいことだろうから』


　それは偶ぐう然ぜんだろうか。


　思えばあのアマリリスという少女もまた、それと似にた危き惧ぐを抱いだいていた。


『……黄昏たそがれは夕ゆう暮ぐれの始まり。真夜中の、星明かりも月明かりもない夜シヤオと向き合わなければならない時がいつかきっと訪おとずれる。たとえその時でも、どうかあの子には歩くことを諦あきらめないでほしいの』


　すっと、少女の影がうつむくように顔を下に向けた。まるで不安に怯おびえるように。それは、学生時代においてもまず見せなかった仕草だった。
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「らしくないよ、イブマリー」


　うつむくその肩かたに、カインツはそっと手をのせた。


　少女のかたちをした影は、触ふれても体温すら感じさせない。けれど、触れただけで折れそうなほど華きや奢しやでか細い肩は、紛まぎれもなくかつての彼女を想おもわせた。


『カインツ？』


「子こ供どもが不安なら見守ってやればいい。それが大人としてのボクらの役やく割わりのはず。それにそもそも、ボクはあの二人ならきっと平気だと思うんだけどね」


　カインツが目線で示しめす方向を彼女はじっと見つめ──


『……うん。そうね、そうかもしれない』


　彼女の声はいつしか、安らかで優やさしげなものになっていた。


　虹色名詠士と夜色の少女が横顔で見つめるその先に──





　わいわいと騒さわぎ立てる生徒と教きよう師し、そして。


　その騒ぎからこっそり逃にげだそうとするネイトとクルーエルの姿すがたがあった。


　顔を赤らめながらも、互たがいにぎゅっと手を握にぎり合ったまま。




　贈奏　『始まりは、風歌うこの場所で』
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　トレミア・アカデミー。


　大陸に広く名を知られるゼア・ロードフィルが創そう設せつした名めい詠えい専せん修しゆう学校である。


　大陸中央から離はなれた辺へん境きようの地にありながら、生徒数千五百人を数える巨きよ大だい校であり、その教育水すい準じゆんも大陸中央部の名門校に劣おとらないという評ひよう判ばんだ。


　その、とある場所で──





　眩まばゆく輝かがやく陽ひ射ざしに、ほのかに黄色く染そまった木この葉がさらさらと鳴った。


「……秋が近づいてきたのかな」


　黒い手て鞄かばんを胸むな元もとに抱だき、小こ柄がらな少年が木の葉を一枚まい拾い上げる。夜よる色いろの髪かみに夜色の瞳ひとみをした、線の細い印象の少年だ。


「あれ、まだかなあ。もうそろそろ約束の時間なのに」


　まだ幼おさなさの残る顔つきで、彼はじっと目の前の建物を眺ながめていた。


　トレミア・アカデミー女子寮りよう。三階建ての長方形状じようの建けん築ちく物ぶつである。黄土色に塗ぬられた外がい壁へきが、朝日を浴びて金色にも似た光を放っている。


　じっとその玄げん関かんを見つめていると、見覚えのある女子生徒が女子寮のロビーから姿を現あらわした。黒髪長身、運動に長たけていそうな細身の身体からだつきをした少女。


　クラスメイトのサージェス・オーフェリアだ。


「あ、おはようございます、サージェスさん」


「……やあ……おはようネイティ」


　ネイティとは少年の本名、ネイト・イェレミーアスの愛あい称しようである。しかしそれはともかく、どうにも目の前の彼女は様子がおかしかった。


「あの、どうしたんですかサージェスさん？　なんかいつもの元気が」


「え、だって……今日、試験なんだよ。追試なんだよ」


　ふらふらと、今にも倒たおれそうな様子で告げる彼女。


「それはまあ、僕ぼくたち無む断だん欠席してましたから」


　ケルベルク研究所への無断訪ほう問もんと、学校の無断欠席。


　ケイト教師やサリナルヴァの援えん護ごもあり、クラス全員の欠席分は特別免めん除じよ。ただしその条じよう件けんとして、クラス全員には反省レポートと追試が待っている。


「帰りの列車の中で、遊びすぎたのがまずかったわ」


　ぐったりと肩かたを落とす彼女。


「つまり、単なる準じゆん備び不足？」


「……う……ん……すぅすぅ」


「うわっ、ちょっとサージェスさん！　話しながら寝ねないでくださいってば！」


　ぐったりと寄よりかかってくる彼女を激はげしく揺ゆする。女子寮に帰ってからも遊びふけっていたのだろう。彼女の目の周りには鮮あざやかな隈くまができあがっていた。


「ネイティ、あたしもう無理……今日は学校休むよ」


「そんなこと言わず！　ほら、校こう舎しやはあっちの方角ですから、しっかり！」


「ふゅあぁぁ」


　もはや正せい常じような言葉を発する気力もないのか、怪あやしげな言葉を発しつつ、ふらふらと一年生校舎の方向へと歩いていく彼女。


　……なんか、ものすごく心配。


　呆ぼう然ぜんと頰ほおをかき、ネイトはその背せ中なかを見送った。もし自分の手が空いているなら付き添そうこともできたのだが、あいにく今日は、とある人と一いつ緒しよに登校する約束があったのだ。


　──まだかなぁ。


　授じゆ業ぎよう開始の時じ刻こくが近づくにつれ、ばらばらと女子寮から姿すがたを見せる女子生徒。けれど待てども待てども、その中に待ち合わせの人物らしき姿はなかった。


　自分が来る前に女子寮を出てしまった？　いや、それはないはずだ。そのためにも、今日はいつもより二時間早く男子寮を出たのだ。二時間、こうしてずっと待っている。


　……でも、本当に朝の予よ鈴れいが鳴っちゃう時間だ。


　胸むな元もとから懐かい中ちゆう時計を取り出して時刻を確かく認にん。朝のホームルームの時間まで、今すぐにここから歩いてギリギリ間に合うかどうか。


「今日お休みなのかな」


「こら、勝手に人のこと欠席扱あつかいにしないの」


　ふと。目の前、すぐ近くから声がした。それも、すごく馴な染じみのある。


「──え」


　視し線せんを懐中時計から正面へ。


「おはよ、ネイト」


　まず真っ先に、視界に飛び込こんできたのは色鮮やかな緋ひ色いろの長ちよう髪はつだった。それからトレミア指定の白い学生服。その裾すそと襟えり部分に縫ぬいこんだ赤の線。最後に……


「お待たせ、さ、いこっか。早くしないと遅ち刻こくしちゃいそうだね」


　最後に、自分の知る、優やさしげな表ひよう情じようで微笑ほほえむ彼女の顔が瞳ひとみに映うつった。


「はい！」





　　　　２





　講こう義ぎ終しゆう了りようの鐘かねが鳴り響ひびく中で──


「あー、ようやく追試も終わったね。なんか、本当に久ひさしぶりの学校って感じだよ」


　芝しば生ふに腰こしを下ろした恰かつ好こうで、クルーエルが周囲を見回した。


「ここも、だいぶ秋が近づいてきたんだね」


　色づき始めた木の葉を拾い、愛いとしげなまなざしで彼女がそれをじっと見つめる。


　彼女と最初に出会ったのは夏の真まっ盛さかり。


　ついちょっと前に出会ったと思っていたけれど、こうした季節の移うつり変わりは、流れる時を感じさせた。


「誰だれも周りにいないというのが寂さびしいですけどね」


　広場を見み渡わたし、ネイトはぽつりと呟つぶやいた。


「誰もいない、か。それなら──」


　にやりと、妙みように悪戯いたずらっぽい笑え顔がおでクルーエルがじっと見つめてきた。


「な、なんですか？」


「ふふ。さあなんでしょう」


　返事の代わり、クルーエルが芝生にばったりと仰あお向むけに倒たおれこんだ。


「クルーエルさん？」


「ネイト。約束、覚えてる？　わたしが元気になったら返事を聞かせてくれるって」


　目をつむったままでくすっと彼女が微笑ほほえむ。





〝今じゃなくても、返事を聞かせてくれると嬉うれしいな〟


〝たとえば、そうだなあ──返事の期き限げんはわたしが元気になったら、とかね〟





「あ……」


　ケルベルク研究所から戻もどってきて今まで、慌あわただしさの中ですっかり忘わすれてた。


「口に出して言いづらいなら、行動で応こたえてくれてもいいよ？」


　くすくすと、楽しそうに表情をほころばす彼女。


「こ、行動!?」


　ど、どういうことなんだろう。


　すると彼女は、どこか遠くを見るような瞳ひとみで。


「『おやすみ』のキスはいいや。『おはようございます』って、眠ねむってるお姫ひめ様さまにキスして起こしてくれるの。わたしね、子こ供どもの頃ころそんな絵本読んですごいドキドキしたことがあったの。それ、お願いしちゃだめかな」


　だめも何も……


　ケルベルク研究所でのことを思いだし、ネイトは思わず後ずさった。


　ぼ、僕……それ、ケルベルク研究所で……あああ、だめだだめだっ、今思いだすだけでも恥はずかしいもん！


「あー、約束破やぶる気？」


　横たわったまま、クルーエルが怒おこったように口を尖とがらせる。ただし、口調はいつもより楽しそうにはずませて。


「……うぅ、こんな場所でですか？」


「うん、人がいないうちにね」


　横たわる彼女をじっと見つめる。


　その唇くちびるに、ネイトは顔を近づけて──


『む、どうしたネイト、そんなに小こ娘むすめに近づいて』


「ひゃ、ひゃぁっ！」


　突とつ然ぜん背せ中なかにかかった声に、ネイトは声にならない叫さけび声を上げた。


「ア、アアアアア……アーマ？」


　ばさばさと翼つばさを羽ばたかせる夜色トカゲ。


『うむ、どうしたそんなに慌あわてて』


　み、見られたかな。いやでも、この様子だとアーマは気づいてなさそうだ。


「な、なななっ、なんでもないよっ！」


『む、よく見れば小娘が倒れている。おや、しかし顔がやけに真っ赤だな。むむ、今度は顔がひきつってきたぞ。これはいったい──』


　全部を言い切る前に。


「こ……この……ばぁかトカゲええええ！　なんて時に来てくれるのよっ！」


　がばっと、顔を真っ赤にさせてクルーエルが跳はね起きた。


「あ、ネイト君。クルルもいたー。アーマと一いつ緒しよに探さがしたんだから」


　通学鞄かばんを小こ脇わきに抱かかえ、とてとてとミオが走ってくる。
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『おお、良いところに来た。この小娘がな、なぜか顔を赤くしたまま寝そべってだな』


「言うなぁぁぁっっ！」


『なっ、ちょっ、待てこむす──ぬ、ぐぅぉおおおおっっ？』


　尻尾しつぽをがしっと摑つかみ、顔を真っ赤にした彼女が夜色トカゲを盛せい大だいに振ふり回す。


「……あ、あの……クルーエルさん？」


　激はげしく言い争あらそう両者。それを「まあまあ二人とも」と間に入るミオ。


　なんで、いつもこの一人と一匹は喧けん嘩かばっかりになっちゃうんだろ。


「あ。でも、なんか懐なつかしいや」


　その様子を眺ながめ、ネイトはこっそり苦く笑しようした。


　だってその光景は、一番初めに自分とアーマがトレミア・アカデミーにやってきて、初めて交かわした会話とすごく似にたものだったから。





　──母さん、僕、この学校に来て良かったです。





　視し界かい一いつ杯ぱいに広がる青空を仰あおぎ、ネイトは深しん呼こ吸きゆうした。


　うん、焦あせることなんてない。


〝大好きです〟


　あの夜、眠る彼女に告げた想おもい。それは決してその場のためだけの気持ちじゃない。


　いつかどこかで、またきっと──


　その時まで、その気持ちを大事に抱かかえていればいいんだから。


「ネイト、わたしとキミ、なんか職しよく員いん室しつに呼よばれてるんだって」


「あれ？　そうなんですか？」


　クルーエルに呼ばれ、ネイトは目をぱちくりと瞬しばたたかせた。


「そうだよー、いってらっしゃい。あたしとアーマここで待ってるから」


『早く帰ってこい』


　ミオ、アーマが声を揃そろえて言ってくる。


「うん、すぐ帰ってくるね。いこっか、ネイト」


「はい」


　歩きだすクルーエルの横に並ならび、ネイトは歩きだした。


「クルーエルさん、僕、少し背せ伸のびてませんか」


　隣となりに歩く彼女を見上げると、彼女はしばし自分を見つめ──


「どうかな。あんまり変わってないかもね」


「あれ、やっぱりそうですか？」


「あはは、冗じよう談だんよ冗談。帰ったら身長測はかってみようか。もしかしたら一センチくらいは伸びてるかもね」


　ひとしきり愉ゆ快かいそうに笑い、クルーエルがそっと肩かたをすくめた。


「わたしは別に、今のキミのままでもいいよ？」


「でも、もうちょっとだけ伸びるといいなあ」


　歩きながら、つま先を伸ばして小さく背伸び。ただそれだけのことで、彼女との心の距きよ離りも縮ちぢまる気がしたから。


「あの、そういえばクルーエルさんの心の中にいた真しん精せいは結局何だったんですか？」


「えっと……それがね、わたしにもよく分からないの。でも仲直りできたっていうか、最後には納なつ得とくしてくれたみたい。どっかに消えちゃった」


　唇に指先をあて、クルーエルの視線は頭上の雲へ。


「でも、どうやって仲直りできたんですか」


「んー、どうしよっかな。まだ内緒にしよっかな」


「あ、ずるいですー。教えてくださいよぉ」


「ふふ、女の子の心の中のことだもん。まだキミには少し早いんじゃないかな？」


　とても嬉うれしそうに、そしてどこか悪戯いたずらっぽいまなざしで微笑む彼女。


「あ、でもサリナルヴァさんとティンカさんも気になってるみたいですよ。『ここまで騒がしておきながら肝かん心じんのことを黙もく秘ひするようなら、近々とっても楽しい人体実験に付き合ってもらおうか』って、二人して怪あやしげに笑ってましたから」


「……う、冗談に聞こえないからこわいのよね」


　げんなりとした様子でクルーエルが肩を落とす。けれどそんな暗い仕草もそこそこに。


「でもね、その真精……えっと、自分のことアマリリスって言ってたんだけど」


　彼女はさっと顔を持ち上げて。


「夢ゆめの中みたいな場所で色々言われたけど、アレが心の底から悪いって感じはしなかったの。なんだかよく分からないけど、すごくわたしのことを心配してくれてた気がする」


　照れたように、微かすかに紅こう潮ちようしたその頰ほお。


「そういう意味では、キミが言ってくれたことがやっぱり正しかったんだなって」


　そう告げる彼女の表ひよう情じようもまた、とても安らかだった。


「えへへ、だから僕ぼく言ったじゃないですか。クルーエルさんが詠んだ真精なら、悪い真精なはずがないって」


「うん。なんかさ、今まで慣なれないこと色々考えてたのがばからしくなっちゃった。わたし元々難しいこと考えるの苦手だし、しばらく頭の中を空からっぽにするのもいいかなって。自分の思ったことをね、思ったまましたいの。それで全部今まで通りかなって」


　両手を後ろに回し、弾はずむような歩ほ調ちようのクルーエル。その横に並びながら、ネイトも大きく頷うなずいた。


「僕も、そっちの明るいクルーエルさんの方が好きです」


　──うん、本当に、そっちのクルーエルさんの方がクルーエルさんらしいもの。





「お、同感。俺もさ、小こ難むずかしいこと考えるとすげえ眠くなる性タ格チなんでな」





　──え？


　突とつ如じよ聞こえてきた声は、ネイトのすぐ後ろからだった。


「っと、驚おどろかせちまったか？」


　振り返った目の前に、銀のネックレスを身につけた長ちよう身しん細ほそ身みの男が飄ひよう々ひようと立っていた。


　余よ計けいな頰の肉を全て削そぎ落おとした鋭えい利りな顔立ちに、爛らん々らんと輝くどこか子供っぽい瞳。だぶついた麻あさ色いろのズボンに半はん袖そでシャツ、肩までの長さの黒くろ獣じゆう皮ひで織おられたジャケットという出いでたちの男だ。


「……僕たちに何かご用ですか？」


「んー、ご用かと聞かれたらそうかもな。ま、大した用じゃないけど」


　──今の今まで、僕たちのすぐ後ろを尾ついてきてた？


　気け配はいに気づくどころか違い和わ感かんさえ感じなかったことに、背中に一ひと筋すじの汗が流れていった。それはクルーエルも同じ、警けい戒かいするように男をじっと睨にらみつけている。


「用って何ですか。僕たちも別の用事があって急いでるんですけれど。それに、そもそもあなたは？」


「あー俺の名前ね。面めん倒どうだから黙もく秘ひじゃだめか？　どうせ言っても分からないと思うぜ」


　言葉を濁にごす男に、間を空あけずにクルーエルが詰つめ寄よった。


「あなた、失礼ですけど学校の関係者ですか？」


「関係者かどうかってか。そうだな……あんたらのクラスにいるエイダの知り合いの男ってことにしておいてくれ。それでいいか？」


　エイダ？　男の出した名前にネイトは心の内で眉まゆをひそめた。エイダの知り合いということは、この男もまた祓名民ジルシエなのだろうか。


　けれど彼女からこんな人物は聞かされたことがない。エイダの父親たる首領クラウス、長老ルーファ、その二人以外にもエイダにとって特別な祓名民ジルシエが？


「ま、いいやそんなことは。どうせ俺だってここに長なが居いする気はないんでね。とりあえずネイトとやら、うちのリーダーからお前さんに伝言があるんだとさ」


　口く調ちようすら変え、劇げきでも演えんじるかのように男が悠ゆう々ゆうと諳そらんじたものは──





〝真しん言ごん〈全ての約束された子供たち〉の目め覚ざめは近い。もし空白の真言と向かい合う気があるならば、この世界に根を下ろす全ての真実を受けとめるだけの覚悟が必要になる〟


〝そして今、この世界でその真実に最もつとも近い人物は、君の母親がよく知る勝者の王だ〟





　真言……全ての……？


　全ての真実──まるで分からない。分からないはずの単語ばかりなのに、それを聞いた瞬しゆん間かんから胸が突然に痛いたみだした。それになぜだろう、動どう悸きが止まらない。


「……誰からの伝言ですか」


「お、てっきり知ってると思ったんだがな。お前と反対の名前の奴だよ。この伝言は謝しや礼れいだとさ。本ほん来らい俺たちがどうにかするはずだったミシュダル。それを代かわりに抑おさえてくれたことへの礼代わりだそうだ」


　ミシュダルのことまで知っている？　そして僕と反対の名前。まさか、あの空くう白はく名詠の詠うたい手の夜シヤオという──


　しかしそれを口にするより先、男が唐とう突とつに背を向けた。


「というわけで俺は退たい散さん。……あーあ。ったく、敵てきに塩しおを送るどころか盛せい大だいに招しよう待たいして歓かん迎げいするなんて、あの脳のう天てん気きリーダーは頭のネジが外はずれてるんじゃないかね」


「あの、待ってください！」


　立ち去ろうとする彼にネイトは慌あわてて声をかけた。


「ん、なんだ」


「あなたの言ってること、僕には良く分かりません。でも……誰かと対たい峙じするとか喧けん嘩かするとか、そういうのはする気がないですって、その人に伝えてください」


　するとアルヴィルはきょとんと、驚いたような表情になり。


「へえ。お前さん、そこだけはシャオとそっくりだな」


　瞬間、その表情が一いつ変ぺんした。今までの人を食くったような視線から、面白いものを見つけた子供のような無む邪じや気きなまなざしへ。


「……そっくり？」


　でもさっきの伝言を聞く限りは、自分と対峙する気ならばって──


「なるほど、シャオが気にかけるくらいだからどんな奴かと思ってたら、そういう意味での異端者かわりものか」


　独ひとり言ごとのように呟つぶやき、男が不ふ敵てきな笑みを浮かべる。


「俺はアルヴィル。アルヴィル・ヘルヴェルントだ。面倒だから言う気なかったけど気が変わった。後は覚おぼえるのも忘れるのもお前の自由ってことで。それじゃあな」


　背を向け、堂々と学園の歩道を歩いていくアルヴィルという男。


　彼が立ち去ったその場所で。


「……あの人」


　その場に立ち尽くした恰かつ好こうでネイトはぽつりと呟いた。考えても思いだそうとしてみても、何一つ見えてくるものがない。まるで真まっ暗くら闇やみを手て探さぐりで進んでいくような──


「ネイト、そんな難むずかしそうな顔しないの！」


「い、痛いたっ……クルーエルさん？」


　背中を勢いよく叩かれ、ネイトは慌てて振り向いた。


「さっき言ったばかりでしょ、たまには頭の中を空っぽにしましょって」


「で、でも」


「でももだってもダメ！　いい？」


　肩を怒いからせながら、クルーエルがぐいっと顔を近づける。


「ここって、そんな重おも苦くるしいことばっかり考える場所？　違ちがうよね」


　……どういうことだろう。


　クルーエルに迫せまられ、ネイトは反射的に周りを見回した。


「わたし、キミと一緒に歩くの本当に久しぶりなの。それなのに余計な荷物かんがえごとを背負って歩くのなんかつまらないでしょ？」


　ちょっとだけ恥はずかしそうに、彼女がもじもじと手を差さしだす。その仕し草ぐさに、ようやく彼女の気持ちの全てが伝わってきた。


　……そっか、僕、クルーエルさんと一緒に歩くのってそんなに久しぶりだったんだ。


　トレミア・アカデミー。彼女と共に勉強し、遊び、そして一緒に歩くための場所。


「わかった？　わかったら返事をしましょう」


「──はい！」


　彼女が差しだすその手をネイトはぎゅっと握りしめた。温あたたかい。でもそれ以上に、ふしぎと心がほっとする。


　そう、今はまだ僕の知らないことがたくさんある。アマリリスという真しん精せいのこと、それに夜シヤオという名の人物。セラフェノ音おん語ご。空白名詠。真しん言ごん。中でも特に、シャオという名前が頭の片かた隅すみから離れない。その人物とはきっといつか巡めぐり会う。そんな気がする。


　だけど──今この時だけは、そんなこと考えたってしょうがない。


　余よ計けいな荷物は、今は全部ここに置いていこう。今は少しでも長く、隣となりにいる彼女と歩くことだけを考えていたい。





　そんな小さな小さな幸せを、少しでも長く感じていたいから。






　あとがき







　先せん日じつ、初めてデジカメを買いました。


　関東周辺のどこかの森や公園にて、素人しろうとっぽい物もの腰ごしで風景を撮とっている怪あやしい人物がいれば自分の可能性が高いです。それが雨の日ならさらに可能性は三割増しといったところでしょうか（寒くない日限定）。雨の音は昔から割わりと好きなのです。


　ちなみにデジカメをもっていない時は、傘かさを持ったまま森の中で意味なくぼうっと立っているのも好きでした。時間がある日限定だけれど。


　……あれ、いつからこんな雨を愛する嗜し好こうになっちゃったんだろう。





　お久しぶりです、細さざ音ね啓けいです。


『黄昏たそがれ色いろの詠うた使つかいＶ　全ての歌を夢見る子供たち』、手にとって頂いただきありがとうございます。物語の『Episode I』の山やま場ばということを目指して書いた今作ですが、少しでも楽しんで頂ければ幸さいわいです。


　さて、せっかく一巻刊行から一年が経たったのだからとここまでを振り返ったところ──ここまで物語を描えがいてくるにあたり細音が最も四し苦く八はつ苦くしたのは、もしかしたら主人公のネイトだったかもしれないという気がしてきました。


　ここまでのお話はネイトが主人公として活かつ躍やくする話ではなく、異い色しよくの転入生が徐じよ々じよに主人公になっていくまでの成長話……そんな雰ふん囲い気きが出るよう描ければいいなとほのかな願いをこめていたのですが、書いている間はとにかく自分の実力不足との戦いで、果たしてそれができたかどうかも自分では分かりません。


　けれど、それでも多くの応おう援えんのおかげで、ネイトやクルーエルも二人なりのペースで少しずつ前に歩けたのではないかと思います。


　去年一年間の応援、本当にありがとうございます。あらためてお礼申し上げます。





　そういえば去年ファンレターを頂いた中には受じゆ験けん生せいの方も多かったのですが、この巻が出る二月はまさに受験シーズンなんですよね。この巻が出るのは二月の下旬なので受験も終わってしまっている方が多いのかもしれないけど、ふと自分の受験時代を思いだして懐なつかしくなりました。


　まだ受験が終わってない方も、どうか身体には気をつけてください。試し験けん間ま近ぢかには睡すい眠みん時間も惜おしいと思う時があるけれど、時にはぐっすり寝ることも心がけてみてくださいね。あと、風か邪ぜには要注意です！


　……細音は、受験時代には覚えていたのに今は覚えてないってものがすごく多いです。受験を終えるまでの一時的な暗あん記きと割りきっていたことが原げん因いんなのだろうけれど、やっぱりもうちょっと有意義な勉強方法をしておけばよかったと今さらながら思います。





　◆近きん況きよう





　ところで、話題は変わりますがちょっとだけ近況を。


　去年の十一月十八日放送分の「富士見ティーンエイジファンクラブ」というラジオに出演しました。内容は『黄昏色の詠使い』についてのインタビューみたいなものです。細音の放送回も富士見書房のＨＰからまだ聴けると思います。


　し、か、し。


　ここまで言っておいて今さらなのですが……もし興味のある方がいられても、できれば細音の回は聴かずにそっとしておいてもらえるとすごくありがたかったり。（……いや、単に細音がすごく恥はずかしいからという情けない理由なだけですが！）


　ちなみに録ろく音おん中ちゆうは、その場に同席してくれた編集Ｋさんからは、


「細音さん表情硬かたいです、もっと笑顔で！　笑って！　もっともっと！」


　その回を聴いた知り合いの作家さんたちからは、


「あっはっは。細音さんが緊きん張ちようしてたの、すごくよく伝わってきましたよ？」


　こんな具ぐ合あい。……みんなあんまりだ（涙）


　とまあそれはさておき──


　その時のラジオでもお話しさせて頂く機き会かいがあったのですが、この『黄昏色の詠使い』は一巻が刊行される前、あえて言うなれば『イヴは夜明けに微笑ほほえんで』を富士見ファンタジア大賞に応募するかなり前から温あたためていた物語でもありました。


　当然、最初から最後まで──最終巻となる物語のエピローグの最後の場面、最後の一会話に至いたるまで、自分の中では既すでに明めい確かくなものが決まっています。





　……と、そんなことを言うと今までのお話の全てが計算ずくであったかのようですが、実際はそんなうまいこといくわけもありません。


　今まで温めていた細音の思おも惑わくも初期構こう想そうは本当に拙つたないもので、実際にこうして五巻までの刊行にあたっては、少しでも良い物を作り上げるために何度も何度も再構築が必要でした。


　しかしなにぶん初めてのことばかり。改かい善ぜんすることはとてもワクワクすることだけど、実際にどう修正を加えていけばいいのか途と方ほうに迷った一年でもありました。


　そんな時、それを全力で支ささえてくださったのが担当編集者のＫさん、そしてイラストレーターの竹たけ岡おか美み穂ほさんでした。今年もまたお世話になりっぱなしになってしまうかもしれないけど、どうかよろしくお願いします。


　そのお二人に支えられながら何とか刊行にたどり着き、そこからは実際にこの本を手にとって下さった方々の応援がありました。家族や友人。そしてこの本を手にとってくださった方々に支えられていることを実じつ感かんする毎日です。





　あと、一つご報告がありまして。


『このミステリーがすごい』などでも知られた宝島社さまから二○○七年十一月に刊行された『このライトノベルがすごい！２００８』にて、『黄昏色の詠使い』がランキングトップ10入りを果たしました。


　トピックの中の「心がふるえた名台詞」にも取り上げて頂いてまして、そのお知らせを頂いた時は自分でもちょっとビックリしたくらいです。まだ本屋さんなどでも並んでいますので、もしよろしければこちらもチェックしてみてください。


　この件につきるわけではなく常つね日ひ頃ごろのことになりますが、あらためて、温かい応援を頂き本当にありがとうございます。


　こうした多くの応援もありまして『黄昏色の詠使い』は、一巻が刊行される前から思い描いていた最後の物語まで、なんとか頑がん張ばりたいと思っています。


　そして、次の巻のことを少しだけ──


　次の六巻は隔かく月げつ刊かん行こうとなる、二○○八年の四月刊行となるよう執しつ筆ぴつ中ちゆうです。


　この五巻が終わった後でどんな内容になるのか気になる方もいらっしゃると思いますが、肝かん心じんの中身はというと全八話からなる構成となっています。





《VI巻予告》





　◆赤奏『あなたに贈おくる小さな黒歌（月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年二月号増刊ファンタジアバトルロイヤル掲載）』


　◆緑奏『探せ、そいつはあたしのだ！（月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年八月号掲載）』


　◆青奏『アマデウスを超こえし者（書き下ろし）』


　◆白奏『花はな園ぞのに一番近い場所（書き下ろし）』


　◆黄奏『走れ、そいつはあたしのだ！（書き下ろし）』


　◆虹奏『また会う日までの夜想曲ノクターン（月刊ドラゴンマガジン二〇〇七年九月号掲載）』


　◆？？『──────（書き下ろし）』


　◆？？『──────（書き下ろし）』





　今まで登場機会の少なかったネイトのクラスメイトの話とか、あまり描えがくことのできなかった学園のほのぼの日常に、大おお騒さわぎの大暴れ話など、トレミア・アカデミーでのちょっと変わった学園生活が盛もりだくさんの内容になってます。


　そしてもちろん、六巻としての名にふさわしい、『黄昏色の詠使い』の物語の上で必ひつ須すとなる大切なエピソードも。


　さらにはこれら短編に加え、この巻では色々と仕し掛かけがあります。どうかお楽しみに。


　そして六巻の最後を飾る、タイトルを伏せている二つの短編ですが、これは五巻のエピローグから二か月後を描いたお話となります。


　是非、実際に六巻を手にとってお確かめください。





　物語もいよいよ、ネイトとクルーエルが迎えるべき最後の試し練れんに突入します。


　名めい詠えい式しきとこの世界をめぐる全ての謎なぞが明らかになる『Episode II』──


　と同時に、本当の意味での主ネ人イ公トの物語。一巻から引き継いできた大事なものを落おっことさないように抱えつつ、最後まで頑張りたいと思っています。


　一巻も、そしてそこから続いてきたこの五巻も、さらにはここから綴つづられる物語も、全ては最終話の最後の詠うたへとその旋律を繫つなげるために。


　どうか最後まで、もう少しだけ、ネイトやクルーエルたちの詠と道行きを見守って頂けますように。





　それでは、四月の六巻でお会いできることを願いつつ。





　二○○八年　一月




細音　啓









ＨＰ　『http://members2.jcom.home.ne.jp/0445901901/』




（え、ええと……今年こそＨＰ内の『黄昏色』解説ページも更新できるよう頑張ります）
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黄昏色の詠使いＶ


全すべての歌うたを夢ゆめ見みる子こ供どもたち





細さざ音ね　啓けい
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